

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









　……最近、お兄ちゃんの様子が少しおかしいんです。

　上の空……というのでしょうか？　妙みようにぼんやりとしている姿をよく見るようになった気がするんです。現に今も、

「お兄ちゃん、どうかしたんですか？」

「……え？　あ、いや、な、なんでもない！」

　お兄ちゃんはハッと我に返った様子で食事を再開します。二人で夕食をとっていたのですが、こういったやり取りをすることが最近多いと感じます。

　どこか遠くを見るような目をしたり……、あ、それから、私の方を見ていたと思ったら突とつ然ぜん視線を外したりすることも！

　お、お兄ちゃんに見つめられるのは恥はずかしくてドキドキするから控ひかえてほしいんですけど、だからってあんな反応をされるのは不本意です！　まるで私を避さけているみたいじゃないですか！　想像するだけで悲しくなるので、そういうのはやめてもらいたいです！

　……い、いえ、そんなことを考えている場合じゃなくてですね、原因を探さぐらないといけないんです。と言っても、何も思い当たる節はないんですが……。

　自分の作品について悩なやんでいるのかとも思いましたけど、その場合お兄ちゃんはもっとこう……、それこそあからさまにうんうん唸うなったりして悩みますから、あんな風に心ここにあらずといった感じにはならないはずです。

　……そういえば、お兄ちゃんがこんな風になったのは、この前の校舎裏での事件があって以降な気がします。誤解とは言え、私が彼氏を作るのは嫌いやだとはっきり言ってくれたあの一件ですね。あの時はもう、本当に幸せで……！　えへ、えへへ……！

　って喜んでる場合じゃなくてですね！　……あれ以来お兄ちゃんの様子がおかしくなったということは、もしかして私のことを意識してくれている可能性があるかもということですが──…………冷静に考えると、それはないでしょうね。

　あのお兄ちゃんが私を意識してくれているなんて、もしそうなら最高に幸せなことではありますが、やっぱりそれは妄もう想そうです。そんなことを考えるより、本当にお兄ちゃんに意識してもらえるようにがんばらないといけません。

　……そういう意味では、この高校生になって初めての夏は、勝負の時です！

　か、覚かく悟ごしておいてくださいお兄ちゃん！　この夏、大人への一歩を踏ふみ出すんです！








第一章　作家デビューへの道









　……最近の俺は、ちょっとおかしい。

　ふとしたことで、ぼんやりする機会が増えているのだ。

「………………ちゃん」

　こんなことになっている原因についてはハッキリとわかってる。

　それはもちろん──……この春先に校舎裏で涼すず花かに向けてやっちまった、あの最高にカッコ悪くて最高に自分勝手で最高にキモい告白だ。

「…………いちゃん」

　でもまあ、あれのおかげで誤解は解けて、例の噂うわさの件も収束して、奇き跡せき的に涼花からも嫌きらわれずにすんだから、そういう意味ではよかったことなんだ。

　あの一件自体はどうしようもないくらいの黒歴史ではあるけども、とにかくあれはもう終わったことだと、俺の中では位置づけられている。

「…………はぁ、まったくもう」

　じゃあ、なんで三カ月近く経たった今も気にしてるんだと言われると、厳密にはその出来事自体が問題じゃないからだ。

　それはあくまできっかけに過ぎなくて、そこから妙に意識してしまうようになったのが本当の問題で、……その、つまり、誰だれのことを言ってるのかというと──

「もう、お兄ちゃん、私の声が聞こえていないんですか？」

「……っ!?」

　その時、突然身体からだを軽く揺ゆさぶられて、俺は思わず声が出そうになるくらい驚おどろいた。

　それをなんとか押しとどめながら振ふり向くと、そこにはまさに今頭に浮うかべていた妹の涼花が、呆あきれたような顔で俺にジト目を向けていた。

「な、なんだ!?　ど、どうかしたか!?」

「……それはこっちの台詞せりふです。お兄ちゃん、またボーッとしていたんですね」

　慌あわてて取り繕つくろう俺に、涼花の視線の温度がさらに下がる。

　……や、やっちまった。またいつの間にか自分の思考に耽ふけってたみたいだ。

　しかも、よりにもよってこいつの目の前で……！　気をつけてたのに……！

　そう、俺が最近よくぼんやりするようになったのは、ぶっちゃけ涼花のことを考える機会が多くなっていたからなのだ。

　……い、いや待て！　「キモい」とか「うわぁ……」とか、そういう反応はひとまず置いといて、とりあえず俺の話を聞いてください！　お願いします！

　こ、こほん。

　あー……、その、あれだよ、あの黒歴史の一件以来、なんでか妙に涼花のことが気にかかるようになっちまったんだよな……。

　涼花のいろんな表情が自然と頭に思い浮かんできたり、気づいたら涼花の姿を目で追ってたり、傍そばにいると勝手に視線が涼花の方を向いたりって感じで。

　要するに、まあ、一言で言うとだな、俺はなぜか涼花のことを意識するようになってしまったらしい。自分でも理由はわからないんだが……。

　けど誤解はしないでくれよ？　俺が涼花のことをどうとか、そういうアレなことは一いつ切さいないからな？　俺達は兄妹きようだいなわけで、リアル妹をそんな目で見るわけがないだろ!?

　確かに涼花は超ちよう絶ぜつ美少女だし、あいつの小こ柄がらな姿を見てると、抱だきしめたらすっぽり腕うでに収まってちょうどいいサイズなんだよなーなんて思ったりもするけど──……って、だから俺はなに誤解されそうなことを考えてんだって!!

　……と、とにかく、マジでそういうことじゃないんだよ。

　そういうバカな話じゃなくて……、多分、あの時の涼花の「好きな人」って話がなんか気になったままで、だから涼花を意識してしまってるんじゃないかと俺は思う。

　涼花はそんなのいないって否定したし、きっと事実なんだろうけど、でもあくまでそれは今現在そうだってだけの話。いつまでもそのままだとは限らない。

　涼花はもう高校生だ。いつ、そういった相手ができたっておかしくない。

　だからこそ、俺は心配してるんだと思う。そう、あくまで家族として、兄貴として！

「お、お兄ちゃん……？　どうしたんです？　私の顔に何か付いてますか？」

「え？」

　その声にハッと我に返る。

　見ると、いつの間にか涼花の顔が目の前にあって、しかも少し頰ほおを赤らめながら恥ずかしそうにモジモジなんてしているからたまらない。

　……や、ヤバ……、知らない間に涼花の顔を凝ぎよう視ししてた……？

　ってかこいつ、改めて我が妹ながら美少女過ぎんだろ……。睨にらみ付けながらも泳いでる目とか、拗すねた感じで突つきだしてる唇くちびるとかが可愛かわいすぎる。怒おこってても可か憐れんさが保たれてるとかチートかよ。他ほかの男がこんな涼花を見たら、絶対惚ほれるに決まってるじゃねえか。頼たのむからそういう姿は俺以外の前では──……って、だからっ!!

「…………っ！」

　俺は勢いよく顔を背そむける。「な、何ですか！」と、涼花の不満そうな声が聞こえてくるが、それに答える精神的余よ裕ゆうなんてない。

　……はぁはぁ。と、とにかく、今日はなんか特にヒドイんだが、こんな感じで最近の俺はおかしいんだよ……。

　とはいえ、いつまでもそんな状態じゃいられないので、俺は背後から聞こえてくる涼花の文句を努めて無視しながら、頭を切り替かえようと心を落ち着ける。

「ゆ、祐ゆう……、全然わからない…………」

　と、ちょうどその時、テーブルの向こう側からそんなどよ～んとした感じの声が聞こえてきた。見ると、舞まいが広げた教科書やノートの上に突っ伏ぷして、涙なみだ目めでこちらを見上げているところだった。

「やっぱり二年生になると勉強も難しくなるのかしら」

「そのようだな。炎えん竜りゆう先生、おいたわしい……」

　その姿を見て、横で一いつ緒しよに勉強していた涼花の友人達──椎しい名なさんと二に階かい堂どうさんが反応する。椎名さんは苦く笑しよう、二階堂さんは本気で心配している様子だった。

「祐、教えて……！　こ、このままじゃテストが赤点で補習で……！」

「あ、ああ。……でも、どこがどうわからないんだ？」

「う……、どこがどうわからないかもわからない……」

「それはさすがに致ち命めい的てきすぎないか!?」

「し、仕方ないでしょ！　最近仕事が立て込んでたんだから！　スカマガの原げん稿こうでしょ？　雑誌の連れん載さいでしょ？　イベント用ＳＳに特典に、それから新作も──」

「ああもうわかったわかった！　わかったから泣くなよ！　……とりあえず赤点はクリアできるように、全教科最低限のラインを目指すしかないな」

「う、うん。……ありがとね、祐」

　俺の言葉に、舞が涙目のままふにゃっと笑う。

　……傍ぼう若じやく無ぶ人じんのヘッポコストーカーのくせに、根は素す直なおだから困る。

　しかも、なんだかその素直さが最近表に出てくることが多いので、少しやりにくい。

　いやまあ、歓かん迎げいすべきことではあるんだが。

「……むう、また私から目を逸そらして……。私のことは無視して氷ひ室むろさんにかまうんですかそうですか……」

　俺が舞の方に身を乗り出すと、後ろから怨えん嗟さのこもった涼花の声が聞こえてきた。

　こうなると正直後が怖こわいのだが、今は勘かん弁べんしてほしい。

　少し落ち着くまで、涼花の顔をまともに見られそうにないからだ。どこまで意識してんだよって自分にツッコミを入れたくなるけど、こればっかりは仕方ない。

　俺は涼花の存在を無理矢理意識の外に押しやりながら、今後はせめて、涼花の前では上の空にならないようにしようと、何度目かの決意を固めるのだった。




　七月の上じよう旬じゆん。とある休日のことだ。

　俺達は家で勉強会を開いていた。メンバーは俺と涼花と舞、それに二階堂さんと椎名さんの五人だ。一応念のため断っておくが、勉強会ってのはごく普ふ通つうに学校の勉強をする会であって、特別な意味も変な意味もないぞ？

　で、なぜそんなことを、しかも学年も違ちがう面々でやっているかというと、ちょっとした経けい緯いがあったんだ。っつっても大したことじゃない。とりあえず順番に話そう。

　事の始まりは、そろそろ期末テストが近づいてきたある日の放課後、

「……祐、勉強を教えて……ください……」

　と、珍めずらしく殊しゆ勝しような感じで舞がストレートに泣きついてきたことだった。

　さっき本人も言ってた通り、ラノベ作家・炎竜焰ほむらである舞は仕事に追われ、ここのところ勉強ができていなかったらしい。

　しかも、もともと成績がいい方じゃなかったから期末はいよいよヤバくなり、このままじゃ夏休みも補習三ざん昧まいになる可能性が濃のう厚こうになったため、ライバル（本人談）の俺に「恥はじを忍しのんで」頼んできたのだそうだ。

　まあ俺はラノベを理由に勉強が疎おろそかにならないよう親父おやじから（最近は涼花からも）厳命されてる身なので、成績は上位をキープし期末対策も万全だったから教えること自体は何の問題もなかった。

　それに事情が事情だし、さすがに見捨てるわけにもいかなかったので、俺は仕方なくその頼みを引き受けたのだが、後でそれを知った涼花が、

「ひ、氷室さんと二人きりで勉強会……!?　そんなのは私もまだ……！　そ、そういうことなら私もその勉強会に参加します！」

「いや、お前は一年で範はん囲いも違うんだから一緒に勉強する必要はないだろ？　それ以前にお前は勉強会なんてものをする必要自体が──」

「お兄ちゃんと氷室さんを二人きりになんてさせられるわけないじゃないですか！　何か間違いでも起きたら……！　そ、それに、実は私も楓かえでや琴こと美みと期末テスト対策の勉強会を開こうと思っていたところなんです。どうせなら一緒にした方がいいです！」

　と、強きよう硬こうにそう主張したため、結局一・二年合同の勉強会ということになったのだ。

　まあ断る理由はなかったし、間違い云うん々ぬんは置いとくとしても、俺も舞と二人きりってのは主にストーカー的な意味で不安だったから了りよう承しようした。

　舞は少し不ふ機き嫌げんそうにしていたが、そんなことを言ってる場合じゃないということで駄だ々だをこねたりはしなかった。そんな感じで今に至る──というわけだ。

「涼花、すまないがここはどうやって解けばいいのだろうか」

「え？　……ああ、ここはこの公式を当てはめて」

「涼ちゃん、こっちの問題も同じようにすればいいのかしら？」

「そっちは公式を使う前にまず展開をして──」

　一年生達は、主に涼花が教える役になって順調に期末対策を進めてるようだった。

　一緒の勉強会とはいえ、もともと一年と二年は別物だから、あっちはあっちで勝手にやっててもらうしかない。で、こっちはこっちでやることをやらないと。

「とりあえず、理系科目を重点的にやろう。文系はまだ何とかなるって言ってたし、最悪丸暗記で赤点圏けん内ないは脱だつ出しゆつできるはずだ。……となると、やっぱ数学か」

「うう……、数学なんてどうしてこの世に存在するのよ……。計算なんて、文庫本一冊の値段と消費税さえわかればそれでいいじゃない……」

「お前、前にも似たようなこと言ってたな……」

　だが、さすがに今回は本格的にピンチなのか、舞の憎にくまれ口にもキレがなかった。

　時間を無む駄だにしてる余裕は皆かい無むだったので、俺達は早さつ速そく勉強に取り掛かかる。

　とりあえず舞が教科書の問題を解いていって、わからないところを俺が教えるってスタイルで始めたのだが、

「ね、ねえ、ここがわからないんだけど……」

「さっきから全部わからないって言ってないか……？　一歩進むごとに質問されてる気がするんだが」

「し、仕方ないでしょ全部わからないんだから！　ええもう、私には何もかもわからないのよ！　勉強はもちろん、シリーズが進んできて一巻とか二巻の最初の方で自分が何を書いたのかもわからなくなってるのよ！」

「なにサラッと爆ばく弾だん発言してんの!?　と、とりあえず落ち着け！　お前は混乱して意味不明なことを口走ってるんだ！」

「……私が勉強時間を取れなかったのも、原稿を書くために過去の自分の作品を読み返してたからって事情があったからなのよね……」

「聞きたくなかったよそんな話!?」

　こんな感じで、ほとんど付きっ切りで教えないと全然先に進まないことが、間もなく判明してしまったのだ。

　そうなると、テーブルに向かい合って座っているのがもどかしくなってくる。

　自然と、どちらともなく隣となり合って座るようになり、数式の頭から文字通り手取り足取り教えていかなくちゃならなくなった。

「いいか？　この問題は、上に書いてあるようにまずＸを──」

「……お、お兄ちゃんお兄ちゃん」

「ん？　どうした涼花？」

　そんなこんなでしばらく舞の相手に集中していると、涼花が俺の服をクイクイと引っ張りながら小声で話しかけてきた。

　……なんだ？　って、なんかさっきとはまた違った雰ふん囲い気きの不機嫌顔なんだが……。

「ど、どうしていつの間にか氷室さんとの距きよ離りが縮まっているんですか……！」

「いや、そんなこと言われても、こいつに教えるために仕方なく……」

「それにしたってくっつき過ぎじゃないですか……！　か、身体からだが触ふれ合うくらいの距離なんて近すぎます……！　い、いやらしい……！」

「は、はぁ!?」

　そう言われて、俺は焦あせる。だが確かに、いつの間にか舞と身を寄せ合うような姿勢になっていたことに気がついた。腕うでと腕は完全に密着しているし、同じ教科書を覗のぞき込んでいるから顔もものすごく近い。

「ねえ祐、こっちはどうすればいいの？」

　しかも、舞がこっちを向きながら身を乗り出すと、その豊満な胸が俺の腕にふにょふにょと接せつ触しよくしてくるじゃないか！　こ、これはマズイ……！

「ちょ……っ、舞、もう少し離はなれて……！」

「なんで？　そんなことより、なんか解けそうなんだけど！　この問題って、もしかしてさっき教えてもらった通りにすればいいんじゃない!?」

　だが舞はそんなことにまるで気づいた様子もなく、完全に問題に集中していた。

　なんか興奮して身体を揺ゆらしてくるので、その度たびにふにょふにょがむにゅむにゅにランクアップし、俺の理性と涼花の視線の鋭するどさがヤバイことになっていく。

　……だからマズイって……！　こ、こうなったら、一いつ旦たん無理矢理にでも引き剝はがすしか──と、そんなことを考えていた時だった。

「あ、解けた！　解けたんじゃない!?　ねえ祐、どうなの!?」

　舞がパッと顔を輝かがやかせて、見て見てと自分のノートを指さす。

　視線を落とすと、確かにそこには正しい数式の流れと答えが書いてあるじゃないか。

「あ、合ってる……？　いや、うん、正解だよこれ！」

「ほんと!?　やったー！　できた、できたわよ！　やっとわかったー！」

　俺の返事に、舞はばんざーいと両手を上げる。

　基本中の基本の問題がようやく解けたというだけなのだが、それでも今までの苦労を思うと大げさとは思えない。現に、俺もなんだか感かん慨がい深くなってしまってるしな！

「よかったな！　この問題はあくまでこの範囲の基き礎そだけど、でもこれができたら応用もある程度できるはずだ。そうすりゃ赤点はなんとか回かい避ひできると思うぞ！」

「う、うん！　ありがとうね祐！　じゃあ早速、この調子でドンドンいくわよ！　ギリギリ赤点を回避できるところまでは全力で！」

「微び妙みように志が低いな!?」

　俺のツッコミなど気にした風もなく、舞は再び元の体勢に戻もどる。

　そうするとまた魅み惑わくの感かん触しよくがくっついてくるわけなのだが、

「ねえねえ次の問題は？　この式、今までと形が違うんだけど」

　やっぱり舞は気付かないまま、早く教えてと俺を急せかすのだった。

　俺は一いつ瞬しゆん、もう少し離れてくれと言いかけたが…………やめた。

　だってそうだろ？　舞はそんなこと意識もせずに勉強に集中してるんだ。ここでその集中を途と切ぎれさせるなんてバカな話だし、そもそも密着してるとかそういうのはこの場合仕方がないこと、不ふ可か抗こう力りよくってやつだ。それをいちいち意識すること自体が間違ってる。

　俺は相変わらずのふにょふにょむにゅむにゅを意識しないように──……ま、まあ１００％は無理だけどなんとか努力して無視しながら──舞の勉強を再開する。

　舞が真ま面じ目めにやっている以上、俺が邪じや念ねんに囚とらわれている場合じゃない。なので、

「……涼花、付きっ切りで教えてるんだから多少距離が近くなるのは当然だ。それに、そんなことはどうでもいいことなんだ」

　振ふり返って、小声で涼花にそう返した。

「え、ええ!?　どうでもいいだなんて、そんなこと……！」

「俺達は勉強に集中してるんだから、いやらしいとかそういう邪よこしまなことを考える余地はないんだよ。だから気にしなくていいぞ」

「よ、邪!?　そ、そんな……、どうして私が変なことを言ったみたいな感じになっているんですか……!?」

　……悪いな、お前の繊せん細さいな気き遣づかいは有り難がたいが、今は不要だ。

　俺達は勉強に集中しているだけで、やましいことなんて何もないんだからな。

「う、ううう……」

「それより、お前も自分達の勉強に集中しないと。ほら、二人が待ってるぞ」

　俺が涼花の後ろに目を向けると、二階堂さんと椎名さんが不思議そうな顔で俺達の方を見ていた。「どうしたんだ涼花は？」とか「さあ、どうしたのかしらね。うふふ」なんて会話をしているが、涼花がいないのでいかにも手持ち無ぶ沙さ汰たといった感じだ。

「む、むむむううぅ……っ」

　涼花は何度か俺と二階堂さん達の方を交こう互ごに眺ながめていたが、やがてものすごく何か言いたそうな顔のまま自分の席へと戻っていった。

　その途中、ずっと俺を恨うらみがましい目で睨にらみ続けていたが、忠告を無む碍げにしたからってそこまで怒おこらなくてもいいと思うんだが……。大だい丈じよう夫ぶだよ、勉強に集中するからさ。

「祐ってば、次の問題はどうすればいいの？」

「ああ、それも基本は同じで、ただ公式に当てはめる前に両側に──」

　そんなこんなで、俺は再び舞の勉強へと戻る。相変わらず距離が近くてなんかいい匂においまで漂ただよってくるけど、胸の感触と合わせて気合で無視しながら、俺達は勉強を続けた。

「お、お兄ちゃんと付きっ切りで勉強……！　そんな羨うらやましい……！　ひ、氷室さんだけに味わわせるわけには……！」

　その間も涼花はチラチラこちらを窺うかがいながらブツブツと何かを呟つぶやいていたが、それもなんとか気にしないようにがんばった。

　……その時になって、俺はふと気がついたんだ。

　涼花を意識しないために、舞との勉強に集中しようとしている自分がいることに──




　　　　▼




「よし、ここまでできたら、あとは数をこなせばいけると思うぞ」

「あ、ありがとう祐！」

　それから小一時間ほどが経たって、ようやく舞の期末対策に目め途どが立ってきた。

　とりあえず基礎を徹てつ底てい的にたたき込んだから、あとは徐じよ々じよに難しい応用に慣れていけば最低限の点数は取れるはずだ。

　俺は舞が問題集に取り掛かっているのを横目で見ながら、ふうっと息を吐はいて身体の力を抜ぬいた。とりあえず山は越こえただろう。これでもう、さっきみたいな手取り足取りって感じでの教え方はしなくてもいいと思う。

「……やれやれ」

「お疲つかれさまでした、お兄ちゃん」

　そうやって脱だつ力りよくしていると、不意に涼花に声をかけられてギクリとした。

　慌あわてて振り向くと、やっぱりまだ不機嫌な色の残る顔で、涼花がこちらを見ていた。

　……な、なんだろう。さっきのことで、やっぱりまだ説教とかがあるのか？

　そう思って身構えていると、

「あ、あの……」

　なぜか涼花が急にモジモジし始めて、やがて恐おそる恐る両手を前に出してきた。

　見ると、その手には一年生の教科書があって、それを俺に差し出すような姿勢になっていたのだが──…………ん？　ど、どういうことだ？

「えーと、涼花さん？　これは一体……」

　意味がわからず、俺もまた同じように恐る恐るといった感じで訊たずねる。

　すると涼花は、顔をかああぁと紅潮させ、俺から視線を外しながら、

「で、ですから……！　わ、私にも勉強を教えてほしいんですが……っ！」

　と、いきなり意味不明なことを言い出した。

　……は？　……え？

　涼花が……？　俺に勉強を教えてほしい……だと？　……ええ？

「あのー……、よく意味がわからなかったんだけど……」

「なっ!?　ど、どうしてですか!?　言葉通りの意味しかないじゃないですか！」

「い、いやいや、言葉通りの意味だと、お前が俺に勉強を教えてほしいってことになっちまうじゃないか」

「その通りの意味ですけど!?　なんで額面通りに受け取ってくれないんですか！」

「だって……。そもそも、なんでお前が俺に勉強を教わる必要があるんだ？」

　そうだ。普ふ通つうに考えて、そんな理由なんてあるはずがない。

「そ、それは……。あのその……、わ、わからないところがあって……」

「お前に勉強でわからないところなんてあるはずないだろ？　前の中間試験だって余よ裕ゆうの学年トップだったじゃないかよ」

　うん、あの時は度ど肝ぎもを抜かれた。なにせ涼花のやつ、学年トップはまだしも、全教科満点なんてあり得ない成績を叩たたき出しちまったんだからな。

　満点だぞ？　つまり１００点ってことだぞ？　そんな点数小学校か、せめて中学くらいまでしかお目にかかれないものだろ普通？　なのに俺の妹さまは全教科でそれを達成してしまったわけだ。マジでバケモノすぎる。

　……まあ、涼花が完かん璧ぺき超ちよう人じんなのは今に始まったことじゃないから点数についてはある意味当然なんだけど、問題はそんなやつ相手に俺が何を教えられるんだってことだよ。

「お前に教えられることなんて、俺には何もないだろ？」

　うん、ない。よく考えてみなくても、こと勉強に関しては何もないと断言できる。

　そりゃ二年生の範はん囲いなら教えられることもあるかもしれないが、そんなの一年の涼花に教えても無む駄だだし、それにもしかしたらこいつのことだから、もう二年の範囲まで予習と称しようして手を出している可能性もある。

　……いやいや、ひょっとしたら三年生の範囲も……、それどころか既すでに大学受験の準備にさえ着手しているかも……！

　と、そんなあり得ない想像をあり得ると思わせてしまうのが涼花なのである。

　だからこそ、涼花にテストの勉強を教えてくれと言われた俺の反応が、あんな感じだったのも納なつ得とくしてもらえるだろうと思う。

「う……、そ、それは……！」

　言葉に詰つまる涼花。そしてそのまましばらく、もどかしそうに手を動かしていたが、

「そ、そんなことはどうでもいいんです！」

「ええ!?」

　なんか急にキレ出した!?

「い、いいですか？　私は一年生、お兄ちゃんは二年生です。つまり私は後こう輩はいでありお兄ちゃんは先せん輩ぱいということです。だったら、先輩が後輩の勉強を見るのは当たり前のことじゃないですか！　わからないところがあるかどうかなんて、関係ありません！」

「ちょっ!?　さすがに関係ないって言いきるのはどうなの!?」

　自分から根底を覆くつがえしていくスタイルはダメだろ！

　だが涼花は「と、とにかく」と真っ赤になりながら、俺を舞の隣となりから引っこ抜いて一年連中の近くへと連れて行った。

「先輩なら先輩らしく、後輩の面めん倒どうを見る義務があるんです！」

　そしてそんなことを言いながら、自分も俺の隣へと座り、教科書を広げる。

　……いやいや、さすがに無理矢理すぎるだろ……、と俺が困こん惑わくしていると、

「あらあら、今度は涼ちゃんのお兄さんに教えてもらえるのね」

　テーブルの向こう側からそんな声が聞こえて、顔を上げると椎名さんがニコニコと屈くつ託たくのない（でもどこか悪戯いたずらっぽい？）笑えみを浮うかべているのが見えた。

　さらに涼花とは逆側の隣からも、

「先ほどの炎竜先生とのやり取りを見るに、永なが見み先輩は教え方が上手なようですね。よろしくお願いします」

　と、二階堂さんが生き真ま面じ目めにペコリと頭を下げてきて、俺は何も言えなくなる。

「ほ、ほら、二人もこう言っていることですから」

　さらに涼花が畳たたみかけるように続く。

　なんか二階堂さんと椎名さんを出だ汁しにしているような気がしないでもないが、さすがにこうなったらもう、涼花の言う通りにするしかなさそうだった。

　……ううむ、まあいいか。後輩の面倒を見る云うん々ぬんっていう涼花の話は一理あるし、涼花はともかく二階堂さんと椎名さんには勉強を教える意義がある。

　舞は今一人で問題集をやっているところだから手が空すいてるしな……。

　それに──

　涼花がこういう強引で無茶なことを言い出す時は、必ず理由があるんだ。

　今までもそうだったからわかるんだけど、おそらくこれも『取材』の一つなのだろう。

　実は大人気ラノベ作家である涼花は、自分が実際に取材して体験したことを作品に生かすというスタイルを取っている。

　多分、次の巻辺りで兄妹きようだいが一いつ緒しよに勉強するシーンなんか書く予定があるんだろう。

　だから、ちょうどいい機会なんで今その取材をやってしまおうと考えているに違ちがいない。

　俺ももう一年以上涼花の代理人をやってるから、その辺りのことは大体想像できるんだよな。となれば、やっぱり代理人らしく、涼花の取材に協力する以外なさそうだ。

「……わかったよ。で、何を教えてほしいんだ？」

　なので俺は、気持ちを切り替かえて涼花の取材に付き合うことを決めた。

「あ……、え、えーとですね……！」

　すると涼花はパッと表情を明るくし、慌てて教科書をめくり始め、

「……えーとえーと……！　そ、そうです！　ここがわからないです！」

　そう言って、嬉き々きとしてあるページを指さした。

　……いやいや、わからないならもう少し落ち込めよ。演技でも……。

「なになに……？　……って、ちょっと待て。ここって一年で最初に習う関数の基き礎その基礎じゃないか……？」

「い、いえ、実はその基礎をあやふやなまま放置していまして。このままではいけないのでお兄ちゃんにじっくり教えてもらいたいと思ってですね……！」

「基礎があやふやな人間がテストで満点とれるわけないだろ!?」

「あ、あれは偶ぐう然ぜんです！　運がよかったんです！　適当に書いたら正解だったんです！」

　んなわけあるか！　だから取材のために演技するにしても、もうちょっと説得力のある設定にしてくださいよ！

「と、とにかく、わからないものはわからないんです。……で、ですから、さっきの氷室さんみたいに、その、丁てい寧ねいに教えてください……！」

　そう言ったかと思うと、涼花はスッと俺の方に距きよ離りを詰めてきた。

　そして腕うでだけじゃなく、太ももや手までピタリと密着させてくる。

「……っ!!」

　だがその瞬しゆん間かん、俺はビクッと身体からだを震ふるわせて、弾はじかれたように涼花から離はなれた。

「……え？　お、お兄ちゃん？　どうしたんですか？」

　涼花がビックリしたような表情を見せるが、驚おどろいているのは俺も同じだった。

　涼花の感かん触しよくがした瞬間、まるで全身に電気が走ったような感覚がして、なぜか身体が勝手に動いてしまったのだ。

「い、いや、ちょっといきなりで意表を突つかれて……」

「そ、そうなんですか？　……も、もう、驚かせないでください。じゃあもう一度、今度はゆっくりいきますからね？」

　俺がドキドキしていると、涼花が再びそっと身体を寄せてきた。そして密着した感触がしたかと思うと、俺はまた反射的に涼花から離れてしまっていた。

「お、お兄ちゃん……!?」

　涼花の信じられないといった感じの声。だが、俺は振ふり向いて涼花の顔を見ることもできなかった。なぜかって？　なんだか妙みように気き恥はずかしい気分だからだよ……！

　……こ、これはあれだ。原因はわかってるんだ。

　やっぱり、どうしても涼花のことを意識しちまうからだ。だから、あんな風に少し身体が触ふれたくらいでも過か剰じように反応してしまう。今まで、あんなのとは比べものにならないくらいのイチャイチャ取材をしてきたはずなのに……！

「な、なんですぐに離れてしまうんですか」

「い、いや、別にそこまでくっつかなくても教えられるし……」

　俺は視線を合わせないようにしながら、涼花の詰きつ問もんに答える。もちろん言い訳だ。

　心の中では「涼花を意識しないように、しないように……！」と繰くり返し念仏のように唱えていたが、そんなことで収まるくらいなら最初から苦労はなかった。

　……ああくそっ、なんだってこんな変な気分になってるんだよ……！

「ど、どういうことですか。さっきまでは氷室さんとあんなにもくっついてたのに……！　なのに私相手だとできないですって……？」

　ワナワナと身体を震わせる涼花。

　……まったくだ。俺だってそう思うよ。でもできないものはできなかった。

　何というか、理り屈くつじゃないんだ。……とにかく、一いつ旦たん落ち着かないと。

「ま、まあそんなことより勉強しようぜ。わからないってのはここだったよな？　ここは要するに──」

「そんなことは今いま更さら教えてもらわなくてもわかっています！」

「えええ!?　お前がわからないから教えてくれって言ってきたんだろ!?」

　理り不ふ尽じんすぎる！　あと設定も適当すぎるだろ！

　だが涼花は「そんなことよりどうして私にはくっついて教えてくれないんですか！」と詰め寄ってくる。もちろん正直に理由を話せるわけもなければ、そもそも厳密には自分でもどうしてかわかってないので説明のしようもない。

　代理人として、こんな簡単な取材にも付き合えないのは申し訳ないことこの上ないが、とにかく今は勘かん弁べんしてほしかった。

「お兄さん、私もわからないところがあるんですけど、教えてもらっていいですか？」

　と、そんな感じで俺が困り果てていると、対面に座っていた椎名さんがおっとりした笑顔で話しかけてきた。

　ちょうどクールダウン期間が欲ほしかった俺は、チャンスとばかりに身を乗り出して椎名さんの頼たのみに応じることにした。後ろから「あ、また私を無視して……！」みたいな涼花の声が聞こえてきたが、今だけは許してくれ……！

「え、えっと、どこがわからないの？」

「この応用問題なんですけど、ここから先をどうすればいいかわからなくて」

　俺と同じように、椎名さんも自分のノートと一緒に身を乗り出す。

　ふわりと、舞とはまた違った感じの女の子な匂においがしてドキリとする。けど、今度は涼花の時みたいに慌あわてたりするようなことはなかった。

　……ふう落ち着く。もちろん変態的な意味はない。

「ここは、こういう風に変形してやれば……」

「あ、この形なら公式が使えるのね。さすが涼ちゃんのお兄さん、教え方が上手だわ」

　椎名さんはそう言って、うれしそうに問題を解きにかかる。力になってあげられたようでなによりだ。

「永見先輩、私もよろしいでしょうか」

　さらに隣にいた二階堂さんも声をかけてくる。椎名さんと同じく応用問題で詰まっているらしく、俺は二階堂さんのノートに手を伸のばした。

　その拍ひよう子しに二階堂さんの手にも少し触れてしまったが、だからどうしたということはなかった。スポーツ少女なのに意外と柔やわらかな感触がしてドギマギしたけど、ただそれだけだ。やっぱり涼花相手みたいに慌てたりはしない。

　……ふう落ち着く。またまた変態的な意味はない。

「なるほど、よくわかりました。これで試験も何とかなりそうです。この御ご恩おんはまたいつかお返ししないといけません。た、ただし破は廉れん恥ちなことはお許しください……！」

「そんなこと欠片かけらも考えてなかったけど!?」

「く……っ、だが先輩に迫せまられて、私に断りきれるのか……!?　抵てい抗こう虚むなしく先輩の魔ま手しゆにかかり、そのままどこまでも堕おちていく未来も……！　ああ……！」

　二階堂さんは赤い顔で意味不明なことを呟つぶやきながら、自分の世界に旅立ってしまった。

　と、とりあえず触れないでおこう。少々アレな所がある子なんで……。

「ふう……」

　なにはともあれ、二人の相手をしている間にかなり落ち着きを取り戻もどせた。

　さっきはいきなりのことで慌ててしまったけど、これなら涼花相手でももう取り乱すようなことはないんじゃないか？

　俺はそう考えながら、長らく放置していた涼花の方に向き直る。

「……うっ」

　すると、半ば予想していたことだが、不ふ機き嫌げんさＭＡＸの涼花がこちらを睨にらんでいた。

「……私にはちゃんと教えてくれなかったのに、琴美や楓相手には喜んでやるんですね。あ、あんな鼻の下を伸ばして……！」

「い、いや、鼻の下なんて伸ばしてなかったと思うんですけど……」

　完全に言いがかりだったが、否定する俺の声に力はなかった。

　鼻の下云々は冤えん罪ざいだとしても、涼花を相手にできなかったのは事実だからだ。

「なんですか……！　氷室さんだけじゃなく、琴美や楓とまでイチャイチャして……！　なのに私とは……！　やっぱり最近のお兄ちゃんはおかしいです……！」

　涼花はそのままプイッとそっぽを向いて、完全に不ふ貞て腐くされてしまったようだ。

　俺は「ごめん……」と小声で謝りながら、涼花の取材に協力できなかった不ふ甲が斐いなさに肩かたを落とす。そして、こういう実害が発生した以上、いよいよなんとかしないといけないと思った。

　俺の中で何が起きているかはわからないけど、とにかく今後は、涼花を過剰に意識するようなことはないようにしないと……！

　そんなことを考えつつも、俺は心のどこかで安あん堵どしている自分に気づく。

　それは、涼花が不貞腐れず「今度こそちゃんと教えてください！」と再度密着してこなかったことに対する安堵だった。

　……もしそんな展開になっていたら、多分こんな決意も一瞬で吹ふっ飛んで、やっぱりまたさっきと同じようなことになってただろうしな……。

　俺は慌てて頭を振って、そんな思考を頭の片かた隅すみに押しやるのだった。




　　　　▼




「か、完かん璧ぺきだわ！　これだけ勉強したんだから、赤点回かい避ひどころか学年上位にも食い込めるんじゃない!?　ううん、満点だって夢じゃないわね！」

　勉強会が一段落してみんなで休きゆう憩けいに入った時、すっかり元気を取り戻した舞がドヤ顔でそんなことを言い出した。

　さっきまでの消しよう沈ちんした様子はどこへやらだな。テストにある程度目め途どがついてきた途と端たんにこれだ……。まあいつもの舞の調子が戻ってきたといえばその通りなので、勝手に調子に乗らせておこう。ウザい以外の害はないから。

「……お兄ちゃんにわざわざ、手取り足取り、付きっ切りで教えてもらった成果はあったというわけですね。結構な話です」

　そんな舞に、涼花がみんなにお茶を振る舞まいながら反応する。

　横目で俺を睨み所々単語を強調させているところが、まだまだ不機嫌さが収まっていないという表れだった。……こういう時は別の話題を振って気を逸そらせるのが一番なので、俺は慌てて思いついたことを口にした。

「そ、そういえば期末が終われば夏休みだけど、みんなの予定はどうなんだ？」

「夏休みも仕事よ仕事。あー、人気作家は辛つらいわねー」

　舞が相変わらず調子に乗ったまま答えるが、なんかムカついたので「宿題もちゃんとやれよ。泣きついてきても手伝わねえぞ」と釘くぎを刺さしておいた。

　……って、半分冗じよう談だんなんだから本気で涙なみだ目めになるなよ……。

「涼ちゃんのお兄さんも氷室先せん輩ぱいも、作家のお仕事は大変そうですね。私はやっぱり部活が中心かな？　夏休みが明けるとすぐに文化祭ですから、演劇部はそれに向けて大おお忙いそがしなんです」

　椎名さんが相変わらずおっとりした笑え顔がおでそう言った。

　ちなみに、椎名さんは俺や舞がラノベ作家だってことを知っている。

　というか、この前の出来事があった後、こっちから話をしたんだ。

　友人の内一人だけ知らないというのも不自然な状態だったので、涼花の提案でその辺りのことを明かした。もちろん、他ほかの誰だれにもバラさないようにと約束してもらったうえで。

「私も同じく部活です。家での稽けい古こもありますし、今年の夏もまた剣けんの道に邁まい進しんすることになるでしょう。……で、ですが、もし可能であれば今年は『夏コミ』というオタクの祭典に参加するのもやぶさかではないかと……」

　続いて、二階堂さんが顔を赤らめながらモジモジと答える。

　この前の一件以来、少しずつオタク文化に歩み寄っているようでなによりだった。

「いいじゃない。じゃあ、みんなで一いつ緒しよに行くわよ！」

「炎竜先生とご一緒できるとは、こここ光栄です！　こ、琴美も一緒に行こう！」

「あらあら、なんだか面おも白しろそうね。もちろん涼ちゃんとお兄さんも一緒よね？　そういえば、涼ちゃんの夏の予定はどうなってるのかしら？」

　その言葉で、全員の視線が自然と涼花に集まる。

　すると涼花はなぜか一いつ瞬しゆん頰ほおを染めて、俺の方をチラチラと見ながら口を開いた。

「わ、私は、その……、高校生になって初めての夏休みなので、なにか思い出に残るようなことがしたいと……」

　涼花はさらにチラチラの頻ひん度どを上げながら続ける。

「だ、誰かと一緒にお泊とまりで旅行なんて、夏休みっぽくていいんじゃないかと……！　いわゆる『大人旅行』というやつですが！　と、当然そんな相手はいないので、仕方なくお兄ちゃんと二人きりということに……！　あ、も、もちろんこれはお兄ちゃんの作品に役立つ取材を考えてのことで、私の願望とかではありませんよ!?」

　もはやチラチラをやめて、俺をほとんど凝ぎよう視ししながらまくしたてる涼花。

「お兄さんのためだなんて、涼ちゃんはやっぱり真ま面じ目めね」

「涼花が永見先輩の作品に協力しているのは知っていますが、くれぐれも破廉恥なことのないようにしてくださいよ！　……ど、どうしてもというのであれば、その時は涼花の代わりに私が……！」

　椎名さんと二階堂さんは、涼花の言ったことに特に疑問を抱いだいた様子はなかった。

　これは二階堂さんが言った通り、涼花が俺の作品の取材協力で、しばしば突とつ拍ぴよう子しのないことに付き合わされるという構図が信じられているからだ。

　実際は涼花がそういうシーンを取材したいだけで、俺は代理人として協力しているだけなのだが、表向きには逆になっている。それでも涼花らしからぬ言動に普ふ通つうは疑念を持たれると思うのだが、この前の出来事と涼花自身の信しん頼らい性せいが合わさって、もはや完全に疑われることがなかった。最悪、俺が無茶な取材に付き合わせてる変態兄貴として認にん識しきされるだけで、涼花は完全に無傷なのである。ズルイ。

　だからさっきの勉強会での涼花の行動も、特におかしな目で見られることはなかったのだが──……それはまあ、いいとして、だ。

「や、やはり大人旅行となると、海の見えるロマンチックなホテルなどがいいんじゃないでしょうか!?　ですが山と川に面した静かな旅館なども雰ふん囲い気きがあって捨てがたいですね……！　お、お兄ちゃんはどちらの雰囲気で取材すべきだと思いますか!?」

　前のめりになる涼花に対し、俺は思わず後ずさる。

　要するに、涼花は大人旅行（具体的にどんなものかは不明だが）の取材がしたいと言っているわけで、だったら俺は代理人として一も二もなく話を合わせるべきだったのだが、

「あー……、うん、まあ、その、なんだ……」

　俺の口から出たのは、返事にもなっていない歯切れの悪い言葉だけ。

　……いや、我ながら煮にえ切らないと思うけど、ちょっと待ってくれ！　さっきまで散々わたわたしてて、ようやく落ち着いたところに二人きりの旅行とか言われたから、またなんか焦あせっちまってるんだよ！

　取材だってのはわかってるけど、それでも涼花と旅行とか、今の俺にはとてつもなくハードルが高い。とはいえ、いつまでも慌あわててるわけにもいかないので、俺はなんとか心のざわめきを鎮しずめながら言葉を紡つむぎ出す。

「ええと、まあどっちでもいいんじゃないか……？」

　……ふう、ギリギリ肯こう定ていする方向で返事ができたぜ……、と思っていたのだが、

「な、なんなんですかその適当な返事は……!?」

　そんなことに関係なく、俺の妹さまは明らかにご立腹な様子だった。

　……いやいや、さすがに「やっぱり満天の星空が見えるビーチでお前と一緒に過ごしたいな☆」的なテンションは現状無理なんだって！　ちょっと今は演技とかしてる余よ裕ゆうがないんだから、これで勘かん弁べんしてくれませんかね!?

　だが俺の心中など知る由よしもなく、涼花は不機嫌さと愕がく然ぜんとした様子が入り混じった視線を俺に向けるばかり。

　その後もティータイムは表面的には和なごやかに過ぎていったが、俺は涼花の無言プレッシャーに晒さらされ続け、さらに精神力を消しよう耗もうするのだった。




　そしてその夜のこと、

「お兄ちゃん……、お話があります」

　俺が風ふ呂ろからあがって自分の部屋に戻ると、涼花が正座で待ち構えていた。

　昼間のことで絶対何か言われるだろうなーと覚かく悟ごはしていたので驚おどろきはなかったが、涼花が発する剣けん吞のんなオーラに、俺は思わず「は、はい……っ！」と背筋を伸のばす。

「お兄ちゃん、昼間のあれはどういうことですか……！」

　そして案の定、そのことで説教が始まった。

　お兄ちゃんは代理人なんですからその通りに振ふる舞ってもらわないと、とか──

　最近お兄ちゃんはたるんでいます。もっと真しん剣けんになってください、とか──

　氷室さんとはしてたのに、私とはできないってどういう料りよう簡けんですか、とか──

　しかも楓や琴美の相手もして、妹より後こう輩はいがいいんですか、とか──

　中にはいまいちわけのわからないものもあったが、概おおむね想定通りに怒おこられた。

　代理人をやってると理り不ふ尽じんなことが多く起こるもんだが、今回ばかりは涼花の怒いかりはもっともだと思うので、俺はただ神しん妙みように頷うなずいているしかないな……。

「お兄ちゃんは最近少し変ですよ。何か気になることでもあるんですか？」

　やがて、怒りをぶちまけてある程度落ち着いた涼花がそんなことを言い出し、まさにそれが図星だったので俺はギクリとする。

「ま、まさか本当に好きな人ができたんじゃ……!?　妹なんかに構っている暇ひまがないから取材についてもあんなに適当に……!?」

「いやいやいや！　そんなことないからな!?」

　涼花のあり得ない想像を即そく座ざに否定するが「じゃあどうしてですか！」と返されて答えに窮きゆうする俺。

　……だから、なんか妙にお前を意識してギクシャクしてるんだって、そんなこと本人の目の前で言えるわけないだろうが！

　けど、涼花は適当に誤ご魔ま化かそうとして誤魔化せる相手でもなかった。

　異様に勘かんが鋭するどく、なぜか俺に関することにはそれがさらに顕けん著ちよに発揮されるのだ。

　正直、今のこの感覚もいつバレないかとヒヤヒヤしてるくらい。

　俺は、なんとかこの場を切り抜ぬけられるような言い訳を探す。そして脳のう味み噌そを必死に絞しぼっていると、ふとこれしかないと思える案が浮うかんで、反射的に口に出していた。

「あ、あれだよ！　実はそろそろ発表されるラノベ大賞の結果が気になっててさ！　今回はなんか手て応ごたえあるし、そろそろ受賞できるんじゃないかなーって！」

「受賞、ですか……？」

　キョトンと──……っていうか、いかにも怪あやしんでるって表情だな……。

　ウソだとは即座に断言できないけどなんとなくウソっぽい、って考えている感じがありありと伝わってきて、俺は自分の信頼性のなさに心の中で泣いた。

「どこの賞がとれそうなんですか？」

「さ、さあ、どこだったかな……？　自じ慢まんじゃないけど俺はメジャーなところからマイナーなところまで大量に応おう募ぼしてたからな……」

「本当に自慢じゃないですね……」

　ほっとけ！　俺は早くお前に追いつきたくて必死だったんだよ！

　最近はそういった『数撃うちゃ当たる』作戦はもうしてないが、してた頃ころの結果がそろそろ固まって出てくるのは本当だった。

「でもまあ、確かにそれだと上の空になっても仕方ないとは思いますが……。途と中ちゆう経過は出てるんですよね？　どんなところに入賞しそうなのか見せてくれませんか？」

「え？」

　言われて、俺は焦る。

　確か二次や三次まで残ってるのはいくつかあったと思うけど、そいつらの結果発表はまだ先だから、今回の誤魔化しには使えないぞ……!?

　な、なんか、直近で発表のあるラノベ大賞ってあったっけ……!?

　ダラダラと冷ひや汗あせを流している間も、涼花の鋭い視線は容よう赦しやなく突つき刺ささってくる。

　そして「本当にそんな賞があるんですか？　誤魔化してるんじゃないですか？」的なプレッシャーが限界に達しそうになっていた時だった。




　──ピリリリリリリリリ……。




　不意に、俺のスマホから着信音が鳴り響ひびいた。

　……電話？　や、やった、助かった！　涼花の追つい及きゆうから逃のがれられる！　誰だれか知らないけど超ちようナイスタイミング！　ありがとうございます！

　俺は「わ、悪い、電話だ」と言って、涼花から逃にげるように机の上にあったスマホを取りに行く。インターバルを挟はさめば、涼花の追及の手も少しは弱まるはずだ。

「む……、どうせまた氷室さんかＷピースさんか桜さくらさんか神かん坂ざかさん姉妹しまいか篠しの崎ざきさんか──って、お兄ちゃんに電話をかけてくる女性がなんでこんなにも多いんですか!?」

「意味不明なキレ方するなよ!?」

「……そういえばこの前、楓や琴美とも電話番号の交こう換かんをしていたようですが？」

「あれは向こうから頼たのんできたんだからな!?　なんか俺に変な意図があるみたいな言い方をしないでほしいんだが!?」

「……むむう、まあいいです。とにかく今は私とお話し中です。誰であろうとすぐに切ってください。……いえ、そもそも電話に出ないという選せん択たく肢しも──」

「そんなことできるか！」

　誰だろうとたっぷり長電話してやる。それで涼花に怒られることになっても、さっきの件で追及されるよりは遥はるかにマシだからな！

　俺はそんなことを考えながらスマホを手に取った。……が、

「あれ？」

　画面を見ると、それは登録されてない番号からの電話だった。

　……ま、間ま違ちがい電話？　これじゃあ時間が潰つぶせないじゃないか……。

「どうしたんですお兄ちゃん？」

　とはいえ、出ないという選択肢はない。このまま戻もどればまた涼花からの追及に晒されるだけだ。俺は少しでも時間を稼かせぐつもりで着信アイコンを押した。

『えーと、もしもし？　こちら、永見祐さんのお電話でしょうかー？』

　しかし意外なことに、聞こえてきたのは俺の名前を呼ぶ声だった。

　となると間違い電話じゃなさそうだけど……、誰だ？

　女の人みたいけど、なんか妙に間延びして、聞いたことのない声だが……？

「あ、はい、永見祐は俺ですけど……」

　訝いぶかしみながらもそう答える。電話会社の人とかかな？　と思っていると、

『あー、私、クレセント出版の榊さかきというんですけど』

「────っ!?」

　そんな言葉が聞こえてきて、俺は思わず息を吞のんだ。

　……な、なんだと？

　い、いいい今なんて言ったこの人……？

　クレセント……出版!?　つまりそれって……、出版社……か!?

「……お兄ちゃん？　どうしたんです？　誰からなんですか？」

　後ろから涼花の声が聞こえてくるが、あらゆる意味で相手をしてる場合じゃなかった。ま、待て、落ち着け……！　出版社からの電話なんて、それはつまり、可能性としては一つしかないよな!?　だ、だって……、出版社だぞ!?

　俺はドキドキと高鳴る自分の鼓こ動どうを聞きながら、緊きん張ちようで身体からだが硬こう直ちよくしていくのをハッキリと感じた。

　頭の中には「や、やっぱアレだよな!?」とか「ついにこの時が……！」とか「ところでクレセント出版ってどこだっけ？」とか、そういった考えが脈みやく絡らくもなく乱雑に飛び交かっていて、とにかく相手の次の言葉をただ待つしかできなかった。

『えー、応募してもらった作品のことでお話がありまして、今少し時間、いいですか？　……ん？　こっちの声、聞こえてます？』

「は、ははははい！　き、聞こえてますです、はい！」

　ほとんど反射的にそう答える俺。

　ここにきて、俺の様子が尋じん常じようじゃないと感じたのか、背後でしていた「お兄ちゃんお兄ちゃん」という涼花の声がピタリとやんだ。

『えー、この度たびはうちのラノベ大賞に応募していただいて、まあ、うん、ありがとうございました。作品の方、読ませてもらいましたよ』

「は、はい……！」

　俺は無意識のうちに、手をグッと握にぎりしめていた。

　……ってか、これはやっぱアレだろ!?　間違いなくアレしかないだろ!?

　出版社からの電話。そしてラノベ大賞という単語。

　そうだ……！　これは噂うわさの『受賞内定の電話』ってやつだろ……！

　俺はさっきまで抱いだいていた涼花に対する落ち着かない気分とか、そういう話をすっかり忘れて、完全に電話口に意識を集中させていた。

　お、おそらく、この後に俺が長年待ち望んでいた言葉がやって来るんじゃないか!?

　ラノベ大賞受賞おめでとうございます的な、そんな内容だよな!?　それ以外あるはずないよな!?

　……と思っていたのだが、

『あー、申し訳ないが賞自体は落選しちゃってね、そこはお気の毒さまなんだけど』

「えええええええええええっ!?」

　驚きよう愕がく。

　期待してた流れがものすごく軽い調子であっさり裏切られたことに驚愕する俺。

　……な、ななな何だよそれ!?　落選!?　お気の毒さま!?

　ってか、また!?　またこんな展開だと!?

　その時、俺は以前にも同じようなことがあったことを思い出していた。

　ちょっと前にも、期待を持たせるだけ持たせておいて落選からの次はがんばってくださいで終わった電話があったのだ。

　それとまったく同じ電話が再びかかってきたことに、俺は思わずガクリと膝ひざをつく。

「お、お兄ちゃん!?　一体どうしたんですか!?」

　涼花が心配して駆かけ寄って来るが、もちろん返事をする余よ裕ゆうもなかった。

　……な、なんだよこれ……。なんで俺は二回も『落選残念でした電話』なんてもらわないといけないんだよ……。こんな理り不ふ尽じんな目に遭あったやつ、他ほかにいるのか……？

『んー？　もしもし？　どうかした？　こっちの話、聞こえてるー？』

「……う、うう……！　ええ、ええ……聞こえてます！　聞こえてますとも！」

　俺はもうほとんどヤケクソでそう答えていた。

　……ああ、ああそうだろうよ！　そんなこったろうと思ってたよ！

　そんな「ラノベ大賞受賞おめでとう！　今日から君もこれでプロラノベ作家だ！　わーわーどんどんぱふぱふー☆」なんて都合のいい電話が、俺にかかってくるわけがなかったんだよ！　ああくそぅ、ちくしょう……！

　俺は涙なみだを流しながら、自分のおめでたい思考を呪のろわずにはいられなかった。

　その間、涼花は慌あわてた様子でハンカチを取り出し、突とつ然ぜん泣き出した俺の目め尻じりを丁てい寧ねいに拭ぬぐってくれていたが、やっぱお前は優やさしいな……。大天使だよマジで……。

『そう？　じゃあ話の続きなんだけど──』

「うう……、まだ何かあるんですか……。俺の作品は落選したんでしょう……!?」

『ああ、最終選考までは残ったんだけどねー。でも、やっぱちょっとパンチ不足で、売り出すにはやや力が足りないかなーってことで』

「……そうですか」

　だから次はがんばってくださいってことなんだろう。冷静に考えれば、落選した作品に対してこうやって電話までかけてきてくれるってのは有り難がたいことなのかもしれない。

　けど、さすがにこの状じよう況きようで感謝できるほど大人でもなければ人間もできていない俺は、とりあえず早くこの電話終わってくれないかなーとか、せめて次に生かせるようアドバイスでもくれないかなーと、鼻水をすすりながら考えることしかできなかった。

　──だが、

『まあ、それはともかく本題なんだけども』

「……？　本題って何ですか？　落選した俺に、話なんてあるわけ……」

『いやいや、きみの作品が惜おしくもダメだったのはその通りだけどねー。でも、んなことを伝えるためだけにわざわざ電話したんじゃないよ？　そんな面めん倒どうくさい』

「……え？」

　一いつ瞬しゆん、相手が何を言っているかわからなかった。

　落選を報しらせる電話じゃないなら、一体他に何があるってんだ……？

　俺が困こん惑わくしていると、榊と名乗った女性は相変わらずの平へい坦たんな口調で続けた。

『実はね、きみさえよければ一度実際に会ってみて、ちょっと話でもしないかと思って今日は連れん絡らくさせてもらったんだよね』

「え、ええ……？　実際に会って、とは……？」

『だから、顔を合わせて話をしようってこと。ほら、今後のこととかさ』

　俺はその『今後』という単語にドキリとした。……ど、どういうことだ？

「あ、あの、俺は落選したんですよね……？　なのになんで……？」

『んー、まあ要するにきみにちょっと興味があるってことだよ。どう？　きみが嫌いやだって言うんなら無理強じいはしないけど──』

「い、いえ！　行きます！　……じゃなくて、会います！　会わせてください！」

　俺は気付いたら、食らいつくように返事をしていた。いつの間にかさっきまでの沈しずんだ気分は消えていて、ドキドキと全身が脈打っているのがわかる。

『じゃあ早さつ速そくだけど、明日なんてどうかな？　休みだし。場所は……、えーと、うちの出版社でいいか』

「あ、明日ですね？　わかりました！」

　その後、詳くわしい場所や時間などを決めると『じゃあまた明日』とだけ残して電話は切れた。が、俺は通話が終しゆう了りようした後も、しばらくスマホを眺ながめていた。

「……お兄ちゃん？　一体誰からの電話だったんですか？　ラノベ大賞とか落選とか言っていましたけど……」

　そこに、涼花がどこか遠えん慮りよがちに訊たずねてくる。

　単語の端はし々ばしで大体の内容は想像がついてるけど、なんだか俺の様子がおかしいから、どうも正確に状況を計りかねているといった感じだった。

「あ、ああ、実は……」

　俺は振ふり返り、さっきまでの電話の内容を涼花に説明する。

　特に後半の、実際に会って云うん々ぬんという所は詳しく。

「ええと……、それはどういうことでしょうか？　お兄ちゃんは落選したんですよね？　なのに、それ以上何の話があるんですか？」

「それは俺にもわからない。……けど、も、もしかしたら……！」

　俺はある予感を抱いていた。落選したにもかかわらず、今度は前と違ちがって「次」があるんだ。となると、その「次」ってのは一つしかないのでは……？

　……い、いやいや、まだ決めつけるのは早い。期待を持ってると裏切られる可能性だってある。……でも、やっぱりこれは、そうとしか思えないよな……!?

「く、くく……、くふふ……！」

「お、お兄ちゃん!?　笑い方がすごく気持ち悪いんですが……！」

　涼花にストレートにそう言われ、普ふ段だんなら傷つくところだが、今の俺はまるで気にならなかった。自分でもテンションがすごく上がってるのがわかる。

　……や、ヤバいぞこれ……！　なんかドキドキしてきた……！

「ま、まあお兄ちゃんがうれしそうなのはいいんですけど……」

　っと、ダメだ。まだ確定じゃないんだ。喜んでる場合じゃない。全すべては明日、出版社に行って話を聞いてからだ。……けど、やっぱりこれは……！

「そんなことよりも、考えるべき問題があります」

「くくく……！　ん？　なんだよ問題って」

「……お兄ちゃん？　本気で言ってるんですか？」

　涼花が虫を見るような目を向けてくる。いくらテンションが上がっているとはいえ、さすがにそこまでされると辛つらいんですが……。

「はぁ……、お兄ちゃんは明日、その出版社とやらに行くつもりなんですか？」

「当たり前だろ？　話があるってんだから、聞かないと始まらないじゃないか」

「問題はそのお話のことじゃなくて、それ以前にあるじゃないですか」

「それ以前？」

「……お兄ちゃんは私の代理人、永と遠わ野の誓ちかいなんですよ？」

「……だから？」

「もう！　まだわからないんですか!?　お兄ちゃんは世間一いつ般ぱんには永遠野誓なのに、落選した新人として他の出版社にノコノコ行けるわけないじゃないですか！」

　そこまで言われて、俺は初めて涼花の言わんとしていることに気がついた。

　……あ、そ、そうか。……いや、でも待てよ？

「確かにそうだけど、俺が公おおやけに顔を出したのって、最初の記念パーティーとサイン会と、あとは白はく桜おうでの講演会くらいじゃないか。そんなところに他の出版社の人間がいたとは思えないし、そもそも作家の顔なんてよっぽどじゃないと覚えてない──」

「それは油断です。いつどこで誰だれに見られていたかなんてわからないじゃないですか。明日会う人が、お兄ちゃんを見て永遠野誓だと気づかない保証なんてないでしょう？」

「そ、それはそうかもしれないけど」

　そこでふと、俺はあることに気がつく。

　……ま、まさか涼花の言わんとしていることって……？

「お前、もしかして俺に行くなって言うつもりなのか……!?」

「ちょ、ちょっとお兄ちゃん!?　そんな、本気で泣き出しそうな顔をしないでください！　確かにそれが一番確実かとは思いますけど、だからってそこまで行く気満々のお兄ちゃんを止められるわけないじゃないですか！」

　涼花は不ふ機き嫌げんそうな顔でプイッとそっぽを向く。

　その顔が若じやつ干かん赤くなっているように見えたのは、俺の気のせいだろうか？

「そうじゃなくて、行くなら行くで対策を練らないといけないということです」

「対策って、俺が永遠野誓とバレないようにか……？　でも、一体どうやって？　変装でもすりゃいいのか？」

　俺は何気なく、考えなしにそう言ったのだが、

「ええ、まさしくその通りです」

　なんと涼花は自信満々に頷うなずいた。……マジで？

「万が一にもお兄ちゃんが永遠野誓だとバレないよう、万全を期す必要があります」

「んなこと言われても、具体的にどんな格好をすりゃいいんだ？」

「私がお兄ちゃんのサイン会を見に行った時の格好なんてどうですか？」

「あの時の格好って、サングラスにマスクにトレンチコートじゃないかよ！　明らかに不ふ審しん者で逆に目立つだろ!?」

　どうぞ怪あやしんでくださいって言ってるようなもんだ。出版社に行く前に、途と中ちゆうで警察に捕つかまったっておかしくない。

「む……、確かに今回は不特定多数に混じるのが目的ではなく、直接相手と対面しないといけませんから、そういう意味では不適当かもしれませんね……」

　……そういう問題じゃないと思うんですが。涼花って意外と天然なところあるよな。

「では……、そ、そうですね、こうしましょう」

　涼花はしばらく何かを考え込んでいたが、やがて少し赤くなった顔を上げて、俺を椅い子すに座るよう促うながした。それから一度部屋を出て行ったかと思うと、なぜか手にブラシとドライヤーを持って戻もどってきた。

「本格的な変装ができないなら、印象を変えるしかありません。具体的には普段とは違う髪かみ型がたにしましょう。いわゆるイメージチェンジです！」

「おお、なるほどイメチェンか」

　俺は涼花の言葉に頷く。確かに、それは現実で可能な範はん囲いの名案だ。

「お兄ちゃんは座っていてください。私がいろいろと、普段はやらないような髪型にコーディネートしていきますから……！」

「そいつは助かるけど、別にいろいろはやらなくてよくないか？　いつもと違う雰ふん囲い気きになれればそれでいいわけだし」

「い、いえ、どんな髪型が一番なのか、やるからには徹てつ底ていして検証しないといけません。……それに、いつもとは違うお兄ちゃんの姿がたくさん見られるかと思うと……！　しかもそれが私の手で……！　えへへ、こんなチャンスは滅めつ多たにありません……！」

「あ、あの、涼花さん？」

「ぴぅっ!?　な、なんですか!?　かかか勘かん違ちがいしないでくださいよ!?　別に私はこの状況を楽しんでるわけじゃなく、あくまで正体がバレないための対策を万全にしようとしているだけで!?」

　ブラシとドライヤーを持ったまま、赤い顔でワタワタする涼花。

　……いや、お前どう見ても俺を玩具おもちやにできるのを楽しんでるだろ……。

「と、とにかく、始めますから動かないでください！」

　とはいえ、こうなった以上はお任せするしかない。自分でイメチェンとかやったことないから無理だし、涼花のセンスならヒドイことにはならないだろうしな。

　俺はドライヤーの風音を間近で聞きながら、涼花にされるがままになっていた。

　そうして間もなく、涼花が「できました！」という声とともに手鏡を渡わたしてきたので、どんな風になったのか、俺はちょっとワクワクしながら確かく認にんしてみる。

「……って、こ、これは……！」

　が、絶句。なぜならそこには、正確に計ったかのような比率の見事な七三分けをしている男が引きつった顔をして映っていたからだ。で、それは間違いなく俺自身だった。

「どうですか！　フォーマルな感じで、とっても素す敵てきだと思うんですけど！　……あ、もちろん髪型が素敵という意味で、お、お兄ちゃんがカッコイイっていう意味じゃありませんからね!?」

　そして得意げな涼花が、興奮した様子で前のめりになってくる。……ま、マジすか。

「……い、いや、その、七三が悪いってわけじゃないんだけど、なんつーか、俺には似合ってないと言うか……。こういうのはもっとこう、社会人的な人達がスーツと組み合わせてやるようなものじゃないかと……」

　風ふ呂ろ上あがりのラフな格好の俺がビシッと決まった七三をしてるわけだから、その辺りの違い和わ感かんもものすごかった。……けれど涼花は、

「え、そうですか？　お兄ちゃんはどんな髪型でもカッコイ──じゃなくて！　と、とっても似合ってると思いますけど！」

　目を輝かがやかせながらそう断言した。

　……こ、こいつ、実はちょっとセンスが微び妙みようだったり……？

「と、とりあえず、これはちょっとないかなーって……。できれば他ほかのにしていただけると助かるんですが……」

　俺はなるべく穏おん便びんにそうお願いする。すると涼花は「そうですか？」と少し不満そうな顔をしたが「まあ、どのみちいろいろと試ためすつもりでしたからね！」とすぐに笑え顔がおに戻った。……な、なんか不安になってきたぞ。

「あ、その前に写真を撮とっておきましょう」

「ええ!?」

　ゲンナリしていると、涼花がいきなり自分のスマホを取り出して七三な俺を何度も撮さつ影えいし始めたので、大いに焦あせる。

「ちょっ、何してんだよ!?」

「き、記念に残しておくためです。こんなお兄ちゃんの姿は滅多に見られない貴重なものですからね！　写真撮影は当然です！」

　か、勘かん弁べんしてくれ……！　あんな姿を写真にとか、やっぱり完全に玩具というか着せ替かえ人形扱あつかいじゃねえかよ……！

「……ふう。さて、では次の髪型に……！」

「あ、あの、やっぱもういいんじゃないかな？　明日はほら、適当に帽ぼう子しでもかぶって行けばいいような気がしないでもないし……」

「室内でもずっとかぶったままなんて、特に理由もないのにそんなの失礼ですよ？」

「正論なんだけど、変装なんだから別にいいだろ!?」

「髪型を変えることで全体の雰囲気も変わるんですから、いろんなお兄ちゃんの姿を堪たん能のうするため──違ちがいます！　ま、万が一にも永遠野誓だと悟さとられないためにも、もっとベストな可能性を探さぐらないといけません！」

　やめるどころかさらにやる気をみなぎらせる涼花。しかもいつの間にか手にワックスまで持っていて、いつ用意したんだとツッコみたくなる。

「で、では、次の髪型です……！」

　だが嬉き々きとして俺の頭をいじる涼花に何も言えず、俺は肩かたを落とすしかなかった。

　そうこうしているうちに再び涼花の「できました！」が聞こえてきて、

「……今度は髪が逆立ってるんですけど!?」

　重力を無視している自分の髪に泣きたくなる俺。

「多少奇き抜ばつですが……、大だい丈じよう夫ぶです！　そういう髪型でもよく似合ってますから！」

「それ褒ほめ言葉じゃないよなぁ!?」

　涼花は目をキラキラさせながら「素敵です……！」を連呼している。いや、やっぱお前のセンスおかしいよ……。現実でスーパーサ○ヤ人はどう考えても無理があるよ……。

　俺がゲンナリしている間、涼花はまたスマホで俺を撮影していた。もはや完全に晒さらし者以外の何物でもない。後で土下座してでもデータを消してもらわないといけない……。

「えへ、えへへ……、じゃあ次の髪型は……」

「あ、あの、趣しゆ旨しは忘れてないよな？　明日の変装のためにやってるんだよな？」

「……はっ!?」

「今、はっ!?　って言ったぞ!?」

「い、いえ、忘れてなどいませんよ!?　もちろん明日のためにやっていることで、決して私の個人的な願望を満たすためではありませんよ!?」

「……なら、さすがに次はまともなのにしてくれよ」

「だ、大丈夫です！　次は……！」

　そうしてまた出来上がった髪型は──

「……お、オールバックか。まあ、まだまともな髪型と言えなくもないけど……」

　ちょっと引っかかるけど今までに比べればマシだと俺が考えていると、ふと両耳に何かが引っかかる感かん触しよくがして、目の前が少し暗くなった。

「これもかけてください……！」

「さ、サングラス!?　なんでまたこんな!?」

「へ、変装するなら徹底的にやらないといけませんから。大丈夫ですよ、その少しアウトローっぽい雰囲気も、お兄ちゃんに似合ってますから！」

「だから、それ全然褒めてないからな!?」

　涼花は俺のツッコミをものともせず、満面の笑みで俺を撮影し始める。

　一方俺は、鏡に映る怪しさ全開の自分の姿に、ガックリと肩を落とすのだった。

　……涼花、やっぱお前のセンスおかしいよ。少なくとも男の髪型に関しては……。

「はふぅ、堪能しました……！　じゃあ、次の髪型を……！」

「あ、いや、もういいです……。自分で何とかするんで……」

「そ、そうはいきません！　今までお兄ちゃんのいろんな髪型を妄もう想そう──いえ想像してきたので、このチャンスに全部試さないといけません！」

「やっぱお前、俺で遊んでるだけだよなぁっ!?」

　だが、ノリにノってる涼花は俺の言葉など聞き入れるはずもなく、その後も明日の準備と称しようした俺イジリは夜遅おそくまで続くことになるのだった。

　残念なセンスが発揮された残念な俺の姿は、それこそ数えきれないほど涼花のスマホに収められたわけだが──

　……結局、お願いだから消してくださいという俺の望みは、涼花に頑がんとして受け入れてもらえずに終わったとさ。ううう……。




　　　　▼




「……えーと、ここ、だよな？」

　翌日。俺は指定された時間に、指定された場所へとやって来ていた。

　クレセント出版社。

　そう書かれた紙が貼はりつけられた粗そ末まつなドアを前に、俺は緊きん張ちようで立ち尽つくしていた。

　東京のとある駅近くの貸しビルの二階。周りにはなんちゃら金きん融ゆうとかなんちゃら商会と書かれたドアが並ぶ一角に、それはあった。

「ヤバい、ドキドキしてきた……！」

　このドアの先に、俺の運命を決める何かがある……かもしれない。

　そう思うと、緊張がさらに高まってくる。ひょっとしたらこれは、涼花の代理で授賞式の壇だん上じように立った時以上かも。

「と、とりあえず最終チェックだ」

　俺はドアを開ける前に、鏡で自分の格好を確認する。

　涼花の計画通り、俺は今までしたことのない髪かみ型がたに変装をしていたのだ。

　といっても昨日涼花に散々いじくられた結果出た髪型候補ではなく、結局いつものスタイルからセンター分けに変えて、伊達だて眼鏡めがねをしたくらいに落ち着いたのだが。

　……まったく、昨日のアレはなんだったんだ。俺がなぶられただけじゃねーか……、と考えつつ、俺は身だしなみを整えていく。

　服装はちゃんとしたものにしたかったので、また親父おやじのスーツを無断で借りた。

　ネクタイが曲がってないかを確かめると、俺は一息吐はいて、鏡を懐ふところにしまった。

「……い、いくぞ！」

　そして意を決して、俺は目の前のドアをノックする。……だが、

「ん？　返事がない？」

　何の反応もなければ、中で人が動く気配もしなかった。音が控ひかえめ過ぎたかと思って、今度は気持ち強めに叩たたいてみるが、やっぱり何も起きない。

「…………みんな、電話中とかなのかな？」

　しかし、少し待ってからまたノックしなおしてみても、結果は同じだった。

　仕方ないので、俺は恐おそる恐るドアノブに手をかけて回してみた。すると鍵かぎはかかっておらず、ドアはスッと開いてしまった。

「あ、あのー、お邪じや魔ましま……、あれ？」

　わずかに開いた隙すき間まから中の様子を窺うかがってみたが、中には誰だれもいなかった。

　狭せまい事務所の中には本が堆うずたかく積まれていて、他には乱雑に物が置かれた机が並んでいるだけで、人の気配はまるでしない。

「どういうことだ……？　場所は間違ってないよな？　ドアのところにもクレセント出版ってあったし……」

　そんな風に、俺がドアの前で困こん惑わくしていた時だった。

「んんー……？　社長……？　帰ってきたんすかー……？」

　不意に、事務所の奥にあった本まみれのソファーから、人の声が聞こえてきた。

　俺が驚おどろいて振ふり向くと、本をバラバラと落下させながら一人の女性がむっくりと上半身を起き上がらせているところだった。

　年ねん齢れいは……二十代中ちゆう盤ばんくらいだろうか？　Ｔシャツに所々穴の開いたジーンズというラフな格好で、軽くウェーブのかかった髪はボサボサ、化け粧しようっ気けはゼロという、とてもじゃないが年とし頃ごろの女性が人前で見せるような姿じゃなかった。

　だが当の本人はそんなことまるで気にした様子もなく、ガシガシと頭をかいている。

「んあー……？　誰きみ？」

　その時、女性は俺がいることに気づいたのか、こちらを見ながら眠ねむそうに半分開いた目を擦こすって「くああぁ……」と猫ねこがするみたいな欠伸あくびをした。

　俺はいきなり変な人が登場したことで呆あつ気けにとられていたが、ふと、その女性の声が昨日かかってきた電話のそれと同じであることに気づき、慌あわてて口を開く。

「あ、あの俺、永見祐といいます。昨日電話をいただいた……」

「んー、永見……？　……ああ、そうだったそうだった。こっちが呼んだんだったね」

　その女性はソファーから立ち上がり、ダラダラした足取りで近づいてきた。

　そして俺の前まで来ると「んー……」と唸うなりながら俺の顔を凝ぎよう視しした。

　……か、顔が近い。でも、なんかよく見ると顔立ちの整った人だな。ちゃんとした格好なら相当な美人と思えるような……。でも今は格好と仕草と全身から発するダルダルな雰ふん囲い気きでその辺が台無しだけど。

「きみが永見祐くんかー。あたしが昨日電話した榊だよ。榊瑠る璃り子こね。…………あれ？　きみ、どこかで会ったことあるっけ？」

「いっ!?」

　不意にそんなことを言われ、俺は焦る。

　……だ、大丈夫だ。たとえもしこの人が永遠野誓の顔を知ってたとしても、ロクに面識なんてないはずだし、今の俺は変装してるわけだからバレないはず……！

　そんなことを考えながら内心冷や汗あせをかいていると、榊さんは「んー、気のせいかな。くああぁ……」ともう一度盛せい大だいな欠伸をしてから、俺を奥の窓まど際ぎわにあったテーブルへと連れて行った。……た、助かった……。

「ま、とりあえずその辺に適当に座ってよ」

「は、はい。……でも、なんか椅い子すの上まで本の山になってるんですけど……」

「ああ、その辺は返本だから──……いや、見本だっけ？　まあそんなとこに放ほうり出してるってことはどうでもいいもんだろうし、その辺にどかしちゃってよ」

「なんか適当ですね!?」
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「それが人生ってもんだよきみー」

　……そんな高こう尚しような話はしてないんですが。なんか見た目と同じで個性的な人だな……。

　榊さんは俺の向かい側に腰こしを下ろそうとしたが、すぐに「あ」と呟つぶやいてもう一度立ち上がると、

「飲み物、なんか持ってくるわ。永見くんなにがいい？　コーヒーか紅茶か麦茶か……、まあ冷蔵庫にそんなもんあるかどうかわかんないんだけど」

「ザックリしてますね!?　……いやあの、何でも構いません。ありがとうございます」

「あ、そう？　缶かんチューハイなら確実にあるけど、それでもいい？」

「さすがにお酒はなくないですか!?　ってか俺、未成年ですからね!?」

「でも四捨五入すれば二十歳なら、あたしはいいと思う」

「適当すぎません!?　……の、ノンアルコールな飲み物でお願いします……」

「ノンアルコールビール？」

「ノンアルコールなビール以外の普ふ通つうなやつで！」

　俺がそう返すと、榊さんは「あったかな……。探すのめんどいなー……」などと呟きながらどこかへ行ってしまった。なんなんだ……。

「ま、マジで変な人だな……。でもまあともかく、いよいよか……」

　なんか榊さんの個性的というか適当な感じに圧あつ倒とうされてしまってたけど、一人になって落ち着くと、ようやく出版社にやって来たって実感がわいてきた。

　……今までも代理人として、涼花の代わりに出版社に行ったことはあるけど、今回は俺の実力で来たわけだからな。感かん慨がいが違ちがうぜ。まあ、作品は落選したけど。

　俺は改めて室内をザッと見み渡わたす。

　皇すめらぎと違って、なんか紐ひもでくくられた本の束があちこちに置かれてるな……。けど、こういうところもなんか出版社ぽくて、ますますテンションが上がってき──

『……お兄ちゃん、聞こえていますか』

「うぉっ!?」

　とその時、不意に耳元から涼花の声がして、俺はガタッと椅子を鳴らす。

『もう、何をそんなに驚いているんですか』

「わ、悪い、ちょっと考え事をしてたもんで、つい……」

　俺は右耳を押さえながら、少し身をかがめてそう小声で返した。

　実は今、俺の右耳には小型受信機が入っているのだ。そしてスーツにはネクタイピンの形をした小型マイクまで装着してある。なんのためかというと、もちろん涼花と連れん絡らくを取るためである。

　……もっとも、これは俺が考えたことじゃなく、涼花に言われてしてることだ。

　当初、涼花は今日の出版社行きについていくと言ってきかなかった。

　曰いわく、俺一人だとなんだか心配だからとか、自分の時は俺一人に負担をかけたから今度は分担するとか、とにかく妹だから知る義務があるとか──……まあ、いろいろと理由をまくしたててきたわけだ。

　でも、さすがに妹同どう伴はんで来るわけにもいかず、そこはなんとか断念してもらった。

　すると、せめて様子がわかるようにということでこういった装備をさせられたのだ。

　……昨日の夜、涼花がネット通つう販はんの最速サービスを利用して、今日の午前中までにこの装備を取り寄せたわけだが、なんでそこまでしなくちゃいけなかったんだ……。

『まあいいです。お兄ちゃん、そこから窓の外を見てもらえますか』

「窓の外？」

　そう言われて、俺は何気なく横を向いて窓の外へと目をやった。すると、

「んなっ!?　な、なんでお前がそんなとこに……！」

　なぜか向かいのビルの窓際に涼花が座っているのが見えて、俺は驚きよう愕がくした。

『ここは喫きつ茶さ店てんになっているんです。ここからならお兄ちゃんの様子がよくわかります。私が見守ってますから安心しててください！』

　いやいやいや！

「な、なんでそんな絶好のポジションが!?　偶ぐう然ぜん見つけたのか……？」

『いえ。昨日の時点で住所から周辺の建物を調べて、ここならいけるんじゃないかと目め途どをつけていたんです。予想がバッチリ当たってよかったですね。予約して窓際の席を取った甲か斐いがあったというものです！』

「よ、予約まで……！　この装備といい、お前なんかストーカーっぽくなってないか？　舞の悪あく影えい響きようなんじゃないだろうな……！」

『な……っ!?　い、一いつ緒しよにしないでください！　私はただお兄ちゃんが心配で……！』

　窓の外の涼花が必死に否定するように両手を振っているのが見えた。

「心配してくれるのは有り難がたいけど、別に何もないぞ？　今日はお前の代理人じゃないんだから、ボロが出るようなことはないし」

『それはわかっていますが……。べ、別にいいじゃないですか。気になるんですから』

　まあ気になると言われたらそれまでで、反論のしようもないんだけどさ。

『……それに、やっぱり変ですよ』

「変？　変って何がだ？」

『その会社が、です。ここから見ていてもわかります。出版社にしては妙みように小さいし、本が山積みにされてたり人がいなかったり……。それにマイクを通して聞いてましたけど、榊さんという人の言動もなんだか怪あやしかったし……』

「た、確かにあの人は変な人だったけど……。でも出版社って言ってもいろいろあるんじゃないのか？　皇は大手だからデカかっただけでさ」

『でも、お兄ちゃんも応おう募ぼしたことを忘れてたくらいのマイナーな会社なんでしょう？』

　そう涼花に言われて、俺は一いつ瞬しゆん言葉に詰つまる。

　確かに、クレセントなんて出版社は覚えてなかった。なりふりかまってなかった頃ころ、ここのラノベ大賞にも作品を送っていたことが、後で調べて判明したくらいだ。

「マイナーでも出版社であることには変わりないだろ？　確かに大手じゃないけど、重要なのは作品の中身だからな問題ないさ！」

『……お兄ちゃん、昨日から思ってましたけど、なんだか浮うかれてませんか？　もうちょっと冷静に状じよう況きようを見てですね──』

　とその時、榊さんが「いやー、お待たお待た」と言いながら戻もどってきた。

　俺は慌てて「とにかく話は後だ……！」とだけ言って会話を切り上げる。

　涼花は不ふ機き嫌げんそうな声でむう……と唸ったが、さすがに空気を読んで黙だまってくれた。

「ん？　今誰かと話してなかった？」

「い、いえ、そんなことありません。その、少し独り言を……」

「あ、そう？　まあいいけど。とりあえず飲み物持ってきたからどうぞー」

　幸い怪しまれることはなく、榊さんは茶ちや褐かつ色しよくの液体が入ったコップを俺と自分の前に置いた。

「あ、麦茶ですか。ありがとうございます」

「いんにゃ、実は麦茶かそばつゆか見ただけじゃよくわかんなくてさー。とりあえず入れてきたから、まー試ためしにググイとどうぞ。飲めばどっちかわかるよ」

「飲まないとわからないんですか!?」

「胃の中に入れば同じよ同じ」

「胃の中に入っても麦茶は麦茶でそばつゆはそばつゆだと思うんですけど……」

「ごくごく……。ぷはー！　あ、大だい丈じよう夫ぶ、麦茶だったよ」

　一人で先に飲み始めた榊さんがあっけらかんと言う。

　寝ね起おきの時から変わってない半目開きで、いかにも適当かつ一本調子な言動。

　このわずかな時間でも、段々とこの人の人となりがわかってきた気がするな……。

　なんだか麦茶をいただく気にもなれなかったので、俺は早さつ速そく本題に入った。

「あの、今日呼んでもらったのは一体どういう……？　今後の話ということでしたが」

「ん？　あー、そうそう」

　俺がそう言うと、榊さんは空になったコップをテーブルに置いて、

「いやー、きみの作品読ませてもらったけど、惜おしかったねー。もうちょっと詰めればきっと受賞できてたと思うよ」

　下からＴシャツに手を潜もぐり込ませ、ぽりぽりと腹の辺りをかいた。

「は、はぁ……、どうも」

「ま、今回は惜しくも落選ってことになっちゃったけどねー」

「それなんですけど、どうして落選した俺と直接話なんて？」

　俺はこの質問を、ある種の期待を込こめて投げかけた。すると、

「あー、うん。確かにきみの作品は落ちちゃったけどさ、なんか光るものがあったんだよねー。だから、ほら、一回お話でもしてみようかと」

　そんな答えが返ってきて、俺の鼓こ動どうは一気に高まっていった。

「そ、それは、つまり……？」

「つまり、今すぐ出版とまではいかないけど、きみさえよければクレセント出版うちでしばらく書いてみないかってこと。あたしが担当するから、編集者付きで売れるような作品を模も索さくしていこうってことよ。それで面おも白しろい作品ができたら、もちろん出版するから」

　どう？　と榊さんに言われて、俺は即そく答とうできなかった。

　だがそれは迷っていたわけでも戸と惑まどっていたわけでもない、感極きわまっていたからだ。




　……や、やった────────────────────────っ!!




　つ、ついに来た！　ついにこの時が来たぞ！

　いや、わかってる！　まだ夢がかなったわけじゃない！　作家デビューが決まったわけじゃないってことはわかってるさ！　まだあくまでもその前段階だ！

　でも、前段階だろうが何だろうが、一歩前進したことには変わりはない！

　今までのラノベ大賞に送っては落選を繰くり返してた頃とは明らかに違う！　なにせ編集者付きだぜ!?　それで面白い作品ができたら即出版なんだぜ!?

　俺は、期待していた通りの展開がやって来たことが泣きそうなほどうれしかった。

　夢だったラノベ作家デビューへの道が、まだ途と中ちゆうとはいえ突とつ然ぜん俺の前に開けたのだ！

　……これでテンションを上げるなって方が無理だろうがうおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおやったあああああああああああああああああああぁっ!!

『お、お兄ちゃん、落ち着いてください』

　その時、俺が全身で喜びをかみしめていると、ずっと黙って話を聞いていたはずの涼花が突然通信してきた。

『いい話だとは思いますけど、さっきも言った通りその出版社はなんだか変ですし、懸け念ねんを払ふつしょくするためにも一いつ旦たん話は保留にして、帰ってから一緒に検討を──』

　保留？　お前にしてはなんてバカなことを言ってるんだよ！

　これはチャンスなんだぞ!?　この機会を逃のがせば、また当てもない応募生活に逆ぎやく戻もどりだ。

　せっかく編集者付きで作品を書けるんだ。こんな絶好のチャンスを前に、足あし踏ぶみなんてしてる暇ひまがあるはずないだろ!?

「ん？　どうしたの？　ダメなの？」

「いえ、やります！　是ぜ非ひやらせてください！」

『お兄ちゃん!?』

　涼花が何やらわめいてるけど、もう俺の耳には届いちゃいなかった。

　ラノベ作家になれるかもしれない──俺の頭の中はそのことでいっぱいで、極限まで高まったテンションと相まって、もう新しい作品のこと以外考えられなかったのだ。

「あ、そう、そりゃよかった。じゃああたしが今日からきみの担当をする編集者ってことで。これからはよろしく頼たのむよ」

「はい！　二人でラノベ業界の金きん字じ塔とうとなるような作品を目指しましょう！」

「すごいやる気だねー。結構結構」

　俺の意気込みに、榊さんは「ま、ぼちぼちやろうよ」と欠伸あくびで返した。

　……いやいや、こうなった以上はのんびりなんてしてる暇はないぞ！

　まだ途上とはいえ、デビューへの道はもう見えてるんだ。あとはそこを走りきるだけの作品を書きさえすれば……、ようやく俺の夢がかなう！

「そ、それで榊さん！　俺はどんな作品を書けばいいんですか！　何でも言ってくださいよ！　バトルモノでも学園モノでも、異世界モノでもファンタジーでもＳＦでも、俺は今までいろんなラノベを読みまくってきましたから、何だって挑ちよう戦せんできますよ！」

「ほえー、そりゃすごいもんだ。あたしは最近面めん倒どうくさくて、ラノベどころか本もあんまり読んでないんだよねー」

　そ、それって編集者としてどうなんだ……？　と、それはともかく！

「量だって、今はやる気満々ですから、三日で一作くらいのペースで書けますよ！　だからとりあえず、いろんなジャンルのをとにかく書いて見てもらえばいいですか!?」

　俺が身を乗り出すと、榊さんはまた「いやいや、そんなに書いてもらってもあたしが読みきれないからダメ」と、編集者らしからぬことを言って手を振ふった。そして、

「そうじゃなくて、実はもうきみに書いてもらいたいジャンルは決まってるんだよ」

　そんな意外な台詞せりふを、何気なく口にしたのだ。

「え、書いてもらいたいジャンルって……」

「さっき言ったっしょー？　きみの作品に光るものがあったって。当然、そこを伸のばしてもらわないとね」

　……た、確かに、そこを見込まれて、今こんな話になってるんだった。

「でも、そのジャンルってのは……？」

　俺が思わずそう呟つぶやくと、榊さんは眠ねむたそうな目をわずかに開けて、今までぼんやりしていた顔に少しだけ笑えみを浮かべた。

　そして、次にその口から出た言葉で、俺のそれからの運命は決定づけられたんだ。




「きみには是非ラブコメを書いてもらいたいね。読者をとにかくドキドキさせられるような、きみの理想と妄もう想そうが詰まった、最高のラブコメを、ね」

















第二章　ラブコメのススメ
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「見てろよ涼すず花か！　俺はやるぞ！」

　合流して、開口一番お兄ちゃんが言い放った台詞は、大体そんな感じのものでした。

　あの後、出版社から出てきたお兄ちゃんと一いつ緒しよに帰路についた私でしたが、お兄ちゃんは終始こんな調子で、当初はほとんど会話になりませんでした。

　帰りの電車でもやる気をみなぎらせた表情で──……そ、それはそれでやっぱりカッコよかったんですけど──ずっと「どんな物語にしようか……」とか「最高の作品を書かなきゃな……」とかブツブツ呟いていたので、隣となりにいるのが少し恥はずかしかったです。

　ようやく少し落ち着いて話ができるようになったのは、家に帰ってからでした。

「……というわけで、俺は最高のラブコメを書かないといけないんだ！」

　それでもまだ興奮冷めやらぬといった感じのお兄ちゃん。

　話はマイクを通じてずっと聞いていたんですが、改めてお兄ちゃんの口から経けい緯いを説明された私は、小さくため息を吐つきます。

「もう……、私が冷静にって言ったのに、どうして即答してしまったんですか……」

「な、なんだよ。断る理由なんてないだろ？　榊さかきさんは俺に才能があって、絶対に大ヒットラノベ作家になれるって言ってくれたんだぜ？」

「そんなこと言ってなかったでしょう!?　お兄ちゃんの作品に光るものがあるって言ってただけじゃないですか！」

「まあ、要約するとそうなるってことかもな。うん」

「……な、なんて都合のいい耳をしてるんですか……」

「……なあ、涼花」

「な、なんです？　改まった顔で」

「今から自分のサイン、考えといた方がいいかな……？」

「どれだけ気が早いんですか!?」

　……だ、ダメです。お兄ちゃん、完全に浮うかれてるじゃないですか……！

　私が呆あきれているのにまるで気にした様子もなく、お兄ちゃんは「いや、その前にペンネームを考えなきゃな。今まで本名で応おう募ぼしてたし」とかのたまっています。

　……はぁ、こんな有う頂ちよう天てんになっているお兄ちゃんは初めて見ましたね。

　正直、妹として見ているこっちが恥ずかしくなってきます。でも、実はそれだけじゃない感覚も湧わき上がってくるから厄やつ介かいです。

　それは……、今のお兄ちゃんはすごく可愛かわいいということです！

　ああもう、この浮かれ過ぎたお兄ちゃん、ものすごく可愛くないですか!?

　いかにも隙すきだらけな感じが、普ふ段だんの頼たよりなさとはまた一味違ちがった庇ひ護ご欲よくをかき立ててくるんです！　お兄ちゃんにこんな一面があったなんて……！　新たなお兄ちゃんの姿に、私は密ひそかに大興奮です！　言いたいことはいろいろありますが、この一面を引き出してくれただけでも、クレセント出版の榊さんという方には感謝ですね！

「えへ、えへへ……」

　……と、い、いけません。私まで浮かれている場合ではありませんでした。

　このお兄ちゃんの姿はしっかり目に焼き付けておいて、心の中の『お兄ちゃん大好き思い出ボックス』に厳重に保管したうえで、後でお兄ちゃんノートにしっかり書き込んでおくとして──……私は気を引き締しめないといけません。

　お兄ちゃんがふわふわしている分、私がしっかりしないと。お兄ちゃんの面倒を見るのが、妹の義務ですからね。

「こほん……、ところでお兄ちゃん」

「うん？　なんだ？　ペンネームのことなら『超ちよう銀ぎん河が龍りゆう神じん降こう臨りん丸まる』とかいいと思うんだけど、涼花はどう思う？」

「何ですかそのセンスの欠片かけらもない名前は!?　そうじゃなくて、いい加減浮かれてないでもうちょっとしっかりしてください！」

　私がそう言うと、さすがにお兄ちゃんも「な、なんだよ」とトーンダウンします。

「……まったく。いいですか？　さっきも言いましたけど、どうして即答なんてしてしまったんです？　確かに一見いい話のように思えますが、やっぱりあのクレセント出版という会社はどこか変ですよ」

「変って何がだよ」

「調べたら、かなりマイナーな出版社らしくて、出してる本も『タコと友達になる五十の方法』とか『異世界旅行入門～トラック編～』とかよくわからないものばかりですし」

　私はスマホで検けん索さくした結果をお兄ちゃんに見せながら言います。

「そもそも、ここって今までライトノベルなんて出版してなかったみたいなんですよ？　そこがまずおかしいじゃないですか」

「だから、それは榊さんも言ってたじゃないか。新しくラノベってジャンルにも手を広げようと思って大賞を新設したんだって。で、そこで目に留まった栄はえある第一号が俺ってわけだ！」

「……でも落選したんですよね？」

　私がそう言うと、お兄ちゃんは泣きそうな顔で「それはもう言うな！」と返します。

　……う、いけません。このお兄ちゃんもとてつもなく可愛くて、少し嗜し虐ぎやく心しんが芽生えてしまいそうです。お、落ち着きましょう私。

「ふぅ……。そもそも、大賞というなら他ほかの受賞者の方はどうなんですか？　その話を全然聞かないんですけど」

「きっと、メガネにかなうような作品が来なかったんだろ？　で、その中で唯ゆい一いつ見み出いだされたのが俺だってことだ！　落選はしたけどな！」

　……今度は自分で言ってダメージを軽減させようとしてるみたいですね。

　それはともかく、もしかしたらその大賞ってほとんど応募者がいなかったんじゃないですか？　なんだかそんな気がしてきたんですが……。

「……なあ涼花、お前が心配してくれてるのはわかるよ。確かにあの出版社はちっちゃいし、皇すめらぎファンタジー文庫とかとは比べものにならないさ。でも、そういう出版社も中にはあるって。それに、俺はそんなこと気にしないしな」

「爽さわやかに言ってますけど、夢がかないそうで前のめりになってるのが見え見えです」

「うぐ……っ！　じゃ、じゃあなんだ？　お前は、俺がその、詐さ欺ぎかなんかに遭あってるとでも言うのか？　榊さんが俺を騙だましてると？」

「そ、そこまでは言いませんけど……」

　確かにそういう可能性も一いつ瞬しゆん考えましたけど、そもそもお兄ちゃんを騙したところで向こうにメリットなんてないでしょうから、さすがにそれはないと思います。

　……だからこそ、余計に気にはなっているんですが。

「大だい丈じよう夫ぶだって、心配するなよ。俺はあの榊さんって人は信じられると思うからさ」

「どういうことです？」

「確かにあの人は、……まあ、なんだ、なんか適当な性格の人っぽいけどさ、でもラノベのことには真しん剣けんだって気配は伝わってきたんだよ」

　お兄ちゃんが真ま面じ目めな顔でそう断言します。

「一緒に面おも白しろい作品を作っていこうって姿勢は本物だ。それさえあれば、出版社のことなんて小さなことじゃないか。俺にだって何の損もないんだし、だったらほら、心配するようなことなんて何一つないだろ？」

　……む、むう、確かにお兄ちゃんの言ってることは理に適かなってますけど。

　私はしばらく考え込んでいましたが、これといった反論は思いつきませんでした。

　まだ少し懸け念ねんが残ってる気がするんですが──……お兄ちゃんの考えを変えるほどの説得力を持った言葉が思いつかない以上、どうしようもありません。

「……お兄ちゃんがそこまで言うのなら」

「ああ、心配してくれてありがとうな涼花。俺、がんばるからさ」

　そう言って、本当にうれしそうに笑うお兄ちゃん。

　その笑顔を見ていると、胸の奥がじんわり温かくなってきます。

　お兄ちゃんが幸せそうにしてると、私もとっても幸せな気分になります。

　……そう、ですよね。お兄ちゃんがこんなに前向きなんですから、私は妹としてお兄ちゃんを応おう援えんしないとですよね。

　なにせお兄ちゃんは、自分の夢をかなえようとしているんですから──

　と、その時ふと、私は気がついてしまいました。

　お兄ちゃんが夢をかなえるということは、お兄ちゃんが自分の作品でラノベ作家になるということです。それはつまり、もう私の代わりに永と遠わ野の誓ちかいでいられなくなる──代理人を辞やめてしまうということでもあります。

「あ……」

　私はそのことに思い至って、キュッと自分の胸むな元もとに手を当てます。

　私の懸念とは、要するにそういうことだったんですね……。

　……衝しよう撃げきは、思ったほどはありませんでした。いつか、そういう時が来るとは覚かく悟ごしていたからです。

　でも、……ついにその時が近づいてきたかといった感覚はありました。

　素す直なおになれない私のせいで、ずっと冷え切った関係だった私達兄妹きようだい。

　でもお兄ちゃんに代理人になってもらったことで今までにない接点ができて、お兄ちゃんとの距きよ離りが近づいて、い、いっぱいイチャイチャなんかもして、恋こい敵がたきがたくさん登場してきたのは想定外でしたが……、それでもお兄ちゃんと仲直りもできて……。

　そんな、私にとっては奇き跡せきのような関係性に、ついに終わりが見えてきたんです。

　寂さびしくない、と言えばもちろんウソになります。

　でも同時に、仕方がないと納なつ得とくしている自分もいるのです。

　どんな事情があるにせよ、お兄ちゃんの夢を、お兄ちゃんの幸せを阻そ害がいするようなことはできません。それが私にとって最重要課題なんですから。

　……それに、大丈夫ですよ。なにせ私は一年前までの私とは別人なんですから！

　一年前までの私は、代理人という言い訳がなければお兄ちゃんとまともに接することもできませんでした。ですが、今は仲直りもして同じ高校にまで通うようになったんです。

　だったらもう、これからはそんな関係性なんてなくても前に進んで行けるはずなんですから、勇気を出して決断すべきです！

　そうなると、私は必然的にラノベ作家ではいられなくなるわけですが、確かにそれは少し残念なことです。私のお兄ちゃんへの想おもいを多くの人に認めてもらいたいという願望は飽あくなきものですからね。

　ですが、これからは妄もう想そうではなく、現実でお兄ちゃんと結ばれるために行動をすべきなのです。そして、もうその下地は十分に出来上がっているんですから！

　私はそこまで考えて、自分の中で一つの結論を出します。

　……お兄ちゃんに夢をかなえてもらうため、私は精せい一いつ杯ぱい応援します！

　そしてそれとは別に、お兄ちゃんと結ばれるため、今まで以上にイチャイチャアプローチもがんばっていかないといけません！　ふ、二人の幸せな未来のため、幸せな結けつ婚こん生活のために……！　えへ、えへへ、えへへへへへへへへへ……！

「……あ、あの、涼花？　なんかよだれが垂れそうになってるけど……」

　……はっ!?　も、妄想に浸ひたっていて、お兄ちゃんの前ではしたない姿を……!?

　私は慌あわてて取り繕つくろいながら「と、ところで」と話題を変えます。

「へ、編集者付きで作品を書いていくということですが、これから具体的にどんな感じで進めていくんですか？」

　そう、そこは重要なところです。全力でお兄ちゃんの力になると決めたんですから、その辺りのことは知っておかないといけません。

「俺としてはすぐにでも作品本体に取り掛かかりたいところだけど、まずはプロットだな。ラブコメの案をいくつかプロットの形で榊さんに見てもらって、そっからよさそうなのをピックアップしてさらにブラッシュアップって感じだ」

　ふむふむなるほど、まずはプロットですか……。順当なところですね。

　となると、現状では私が協力できることはあまりなさそうですね。

　お兄ちゃんの物語なんですから私が口出しするわけにはいきませんし、それに最初からあれこれと意見を述べるというのも間ま違ちがってる気がします。

　……それに、お兄ちゃんがどんな物語を書くつもりなのか気になりますからね……！

　だってラブコメですよ!?　お兄ちゃんがラブコメ……！　えへへへ……、と、とりあえず様子見といきましょう……！

「ふふふ……、こうなったら思いつくままに百でも二百でもプロットを書きまくって、榊さんに送りつけてやるぜ！」

　おお、お兄ちゃんが燃えています。

　それは大変結構なことですし、私も応援していますが、妹としてはお兄ちゃんの全すべてを管理する義務がありますから、ちゃんと言うべきことは言っておかないといけません。

「そちらをがんばるのはいいんですが、もうすぐ期末テストだということは忘れてないでしょうねお兄ちゃん？」

「え？」

「お兄ちゃんのことですから赤点などは心配していませんが、ラノベのことで成績が下がるようなことのないようお父さん達と約束していたはずです。私としても、その約束を見過ごすわけにはいきません」

「い、いやでも、今回はようやく夢がかなうかもって段階で……」

「プロットはテスト勉強が疎おろそかにならない範はん囲いで。……いいですね？」

「…………はい」

　私が念を押すと、お兄ちゃんはしょんぼりと肩かたを落としながらも頷うなずきます。

　お兄ちゃんの日常生活もしっかり管理するのが妹の──い、いえ、妻の役目です！　そこはちゃんと目を光らせておかないといけませんね！

　……さて、なにはともあれ、そんな感じで状じよう況きようは段々と変化しつつあるのでした。

　私達のこれからがどんな風になっていくのかはまだわかりませんが、でも、どんな状況になっても変わらないことは一つあります。

　それは私がお兄ちゃんのことが大好きで、そしてお兄ちゃんの幸せを心から願っているということです。……だからお兄ちゃん、これからは夢に向けてがんばってくださいね！




　──……と、ここまでが大体二週間くらい前のお話です。




　そして現在。

「はぁ…………」

　学校の中庭にあるベンチに座って盛せい大だいにため息を吐ついているお兄ちゃんを前に、私は少し途と方ほうに暮れた感じで佇たたずんでいました。

　期末テストも無事終わり、間もなく夏休みが始まるというある日の放課後。

　私はいつものようにお兄ちゃんと一いつ緒しよに帰ろうと校内を歩いていたのですが、

「はああぁ…………」

　なぜかお兄ちゃんはこんな感じで元気がなく、途と中ちゆうで力ちから尽つきたかのようにベンチに腰こし掛かけてしまったのでした。

「ど、どうしたんですかお兄ちゃん……？　もしかして、期末テストの結果が悪かったとかですか？」

　私が声をかけると、お兄ちゃんはどんよりした雰ふん囲い気きを纏まとったまま顔を上げ、

「……いや、おかげさまでテストはいつもと同じくらいの成績だったよ……」

　そうじゃなくて……と言って、再びため息を吐くお兄ちゃん。

　テストの結果が悪かったんじゃないとしたら、お兄ちゃんがこんな風になる原因はもう一つしかありませんでした。

「テスト勉強の合間に、プロットの方もいくつか榊さんに見てもらってたんだよ……。でも全部ダメで突つき返されて……、要するにボツってやつで……」

　ボツ、ボツ……、と生気のない顔で呟つぶやく姿が不気味で、思わず後ずさる私。

　それはともかく、詳くわしく話を聞くとお兄ちゃんと榊さんとの間で次のようなやり取りがあったらしいのです。





　──あー、プロット読ませてもらったよー。で、結論から言うと全部ボツね。

　──えええ!?　ど、どうしてですか!?　どこが悪かったんです!?

　──理由ならそれこそいくらでもあるんだけどー。えーと、たとえば具体的には……、まあ、あれだよ、いろいろ。

　──いやそこはちゃんと具体的に言ってくださいよ!?

　──多すぎて数えるのが面めん倒どうになってさー。あたしほら、一、二、三、沢たく山さんみたいなおおらかな人だからー。

　──いつの時代に生きてるんですかあんたは!?　んなことより、どこが悪かったか言ってもらえないと、こっちとしてもどうしたらいいか……。

　──いやマジでいろいろあるんだけど、その中でも一番重要なところがダメなのが問題だねー。そこを何とかしないとさ。

　──い、一番重要なところって何ですか？

　──ラブコメの肝きもだよ。ヒロインと主人公の出会い。いわゆるボーイミーツガールってやつ？　やっぱそこは作品テーマを決めるところだしね、今までにないパンチをきかせた導入がないと、勝負にならないからさー。

　──そ、それは確かに……。でも、今までにないと言われてもどうすれば……。

　──んー、それを考えるのが作家の仕事なんだけど、まああたしもなんか考えとくからさー、永なが見みくんの方も、今言ったことを意識して書き直してみてよ。んじゃ。






　……と、大体こんなところだとか。

　しかし、……なるほど、ヒロインと主人公の出会いですか。

　会話の内容はさて置き、榊さんのご意見はもっともに感じます。お兄ちゃんが言っていた、榊さんのラノベに対する姿勢というのはひとまず正しかったらしく、そこはホッと一安心ですね。

「……ああくそっ、どうすりゃいいんだ……！　どうすりゃ今までにないパンチのきいたボーイミーツガールになるんだ……!?」

　それはともかく、お兄ちゃんは真ま面じ目めに苦く悩のうしているようです。

　ジッと虚こ空くうを見つめて思考しているその姿は真しん剣けんそのもので、こういう時のお兄ちゃんももう最高にカッコイイからいつまでも眺ながめていたくなります！

　……と、いけませんね。お兄ちゃんは苦しんでるんですから、力になるのがよき伴はん侶りよというものです。なので私はこほんと一つ咳せき払ばらいをしてから、

「お兄ちゃん、そういう時はやはり取材です。頭で考えるのも大事ですが、実際に体験してみてこそいいアイデアも浮うかぶと思うんです」

　今までの自分の経験に照らし合わせてそう助言しました。

　……あ、も、もちろんこれは純じゆん粋すいにお兄ちゃんへのアドバイスのつもりで言ったのであって、これ幸いとイチャイチャしようなんてことは決して、ほんの少ししか思ってませんからね!?　かかか勘かん違ちがいはしないように！

「そ、そうか……！　そうだよな！」

「そ、そうですよ。取材はもちろん私が付き合います。今までずっと協力してもらってたんですから、遠えん慮りよはしないでください！」

「……ありがとう涼花。本物の永遠野誓に協力してもらえるうえに、取材まで付き合ってくれるなんて、俺はマジで幸せ者だよ……」

　う……、そこまで素す直なおに感謝されるとなんだか申し訳なくなってきますね……。

　でもちょっと感動で涙なみだぐんでるお兄ちゃんがとても可愛かわいくて、私の罪悪感なんてすぐに吹ふき飛んでしまいました。

「で、ではラブコメの取材ですから、イチャイチャするのが基本ですからね！」

　なので私はそう言ってお兄ちゃんの隣となりに腰掛けると、早さつ速そくその腕うでに抱だきつきます。

　心臓が痛いほどドキドキ鳴ってますけど、振しん動どうが伝わってお兄ちゃんにバレたりしないでしょうか……!?　ううう……！

　それでも、私がお兄ちゃんの腕を放さずにいた時でした。

「……あれ、お兄ちゃん？」

　ふと、お兄ちゃんの様子がどこかおかしいことに気がつきます。

　いつもなら、ちょっと戸と惑まどった様子を見せてから私の取材に合わせてくれるところなのですが、なぜか今は何の反応もありません。

　おかしいなと思ってお兄ちゃんの顔を見ると、なぜか真顔で私の方を凝ぎよう視ししているじゃありませんか。そんなに見つめられると照れてしまいます……と言いたいところですが、やっぱり変です。なぜかずっと無言ですし。

「お兄ちゃん？　一体どうし──」

　たんですか？　と続けようとしたまさにその時でした。

「え？」

　急にお兄ちゃんの顔がかああぁと赤く染まったかと思ったら、ザザザザザッと音が聞こえるくらい慌てた様子で、私から後ずさったのです。

「な、なんですかお兄ちゃん？」

　腕も振ふりほどかれてしまったのですが、私は不満に思うよりもその反応にビックリしてしまいます。今までこんなお兄ちゃんの姿は見たことがありません。

「い、いや、何でもない！」

　お兄ちゃんは赤い顔のままぶんぶんと首を振っています。それに胸むな元もとに手を当てて、何やら深呼吸をしているようにも見えます。

　……その様子で何でもないはずがないと思うのですが……？

　顔も赤いし、もしかしたらラノベのことで悩なやみすぎて体調でも崩くずしたのかと心配になります。

「お兄ちゃん、具合でも悪いんですか？　熱でもあるんじゃ──」

「いやほんと！　ちょっと、あれだよ、いきなりのことで驚おどろいただけで……！」

　私がお兄ちゃんのおでこに手を伸のばそうとすると、お兄ちゃんはさらに後ずさって「大だい丈じよう夫ぶだから！」と手を振ります。確かにその姿は元気そうでそれはよかったんですが、なんだか私の接近を拒こばんでいるように見えて少し不満です。

「そ、それより取材のことだけどさ。な、なんつーか今はまだ、そこまでの段階じゃないと言うか、具体的に取材するシチュエーションもないしさ。その、お前の厚意は有り難がたいけど、もう少し自分で考えてみるよ、うん！」

　しかし、次の瞬しゆん間かんにはそれ以上にショックなことを言われて、私は「ええ!?」と呆ぼう然ぜんとなります。

　……な、何ですかそれは？　まだ、とか言ってますけど、お兄ちゃんの態度からは取材をしたくないといった気配がありありと読み取れます。それに、お兄ちゃんの言葉の端はし々ばしからは、まるで私の提案を──……いえ、私自身を避さけているような感じまで……！

「……っ!?」

　その時、私はあることに気がついて全身に衝しよう撃げきが走ります。

　……こ、これって、最近お兄ちゃんの様子がおかしかったことと関係がある現象なのでは……？　というか、まさにその延長線上の出来事なんじゃ……!?

　最近お兄ちゃんの様子がどこか変だということは、以前もお話ししたと思います。

　でもその時はあまり深く考えてなくて、あったとしても時々のことでしたし、ここ数週間はいつも通りでしたから半ば忘れかけていたんです。

　……ですが今さっきのお兄ちゃんの姿を見ていて、私の中でそれらの事象が全すべて、ものすごい勢いでつながっていくのを感じます！

　や、やっぱりお兄ちゃんはどこかおかしいんです。そして今さっきの態度です。今まではあんな顕けん著ちよな反応は見られなかったのに、それが現在表れているということは……？

　……わ、わかりません。具体的に何が起こっているかはわかりません。

　しかし、一つだけ確実に言えることがあります。それは、何が起こっているにしてもお兄ちゃんのおかしな様子は悪化してきているということです！

　原因は……、これもわかりません。さまざまなものが考えられると思います。ですがその中には確実に、私を避けているのではという可能性が含ふくまれているんです！

　これは、緊きん急きゆう事態ではないんですか!?　ただ単に、取材を先延ばしにされたというだけでは済まない、何か危機的なものを感じます……！

「……っ、お、お兄ちゃん──」

　なので私は、そのことでお兄ちゃんを詰きつ問もんしようと口を開きかけたのですが、

「あ、祐ゆう、まだいたのね！　ちょうどよかったわ！　話があるのよ！」

　なんとタイミングの悪いことに、氷ひ室むろさんが小走りに近寄って来るじゃありませんか！

　……うう、さすがに氷室さんの前でできる話題ではありません。お兄ちゃんが今、永遠野誓ではなく自分の作品に取り組んでいると万が一にでも知られたら、取り返しのつかないことになりますからね……。

　できれば何とか誤ご魔ま化かして、氷室さんのいないところでお兄ちゃんとゆっくりお話ししたいところなのですが、

「あ、ああそうだな。じゃあ一いつ緒しよに帰るか」

　けれどお兄ちゃんはそんな私の心中など知る由よしもなく、氷室さんの登場を快く受け入れてしまいました。

　しかも、なんでお兄ちゃんはどこか「助かった」みたいな顔をしているんですか!?

　私は文句を言いたくても言えないジレンマを抱かかえて唸うなるしかありませんでした。

　それでも「す、涼花も帰るぞ」とお兄ちゃんが声をかけてくれたので、かろうじて歩き出すことはできたんですけど……！

　そしてその帰り道。

「ねえねえ祐、聞いてよ！　なんと私、夏休みの補習は完全に回かい避ひできたわ！　ふっふっふーん！　ま、私なんだからこれも当然よね！」

「ついこの間まで半ベソで俺に泣きついてたくせに、よくもまあそこまで盛せい大だいに調子に乗れるもんだな!?」

「な、なによ、いいでしょ別に、うれしいんだから。……それに、祐のおかげだってことは忘れてないわよ。……そ、その、祐？　本当にありがとうね？」

「……ま、まあ別にいいよ。お前、テスト期間中も原げん稿こうを書かないといけないって言ってたし、仕事と勉強を両立するのは大変だろうからさ。俺はお前のファンでもあるし、力になれたってんなら、……うん、よかったよ」

「え、えへへ……。で、でも、仕事と勉強の両立だって言うなら祐だってそうじゃない！　しかもあんたは成績ずっといいし！　やっぱり永遠野誓は格が違ちがうのね……！」

「そ、それは……、あはは……」

　な、なんですか、このちょっといい感じの会話は……！

　氷室さんは少し前かがみになって、自然とお兄ちゃんを上うわ目め遣づかいで見るような姿勢になってますけど、それは無意識なんでしょうか？　なんだか最近、氷室さんの仕草がどんどん可愛らしくなってきているような……。

　それにお兄ちゃんも、永遠野誓のことで若じやつ干かん顔が引きつっているとはいえ、照れた様子で満まん更ざらでもない感じですし、むむむううぅ……！

　とはいえどうすることもできず、私はただ黙だまって二人を見ていることしかできなかったのですが、やがて氷室さんが何気なくお兄ちゃんの腕を摑つかんで、

「そ、それでね祐？　ほ、ほら、私今回のテストで随ずい分ぶんあんたの世話になったじゃない？　あんたの対等なライバルとしては、このまま何もせずにいるなんて許されないと思うわけよ。……そ、それで、あくまでも貸し借りなしにするって意味で、あんたに何か、その、お礼でもしようかと思うんだけど!?」

　顔を真っ赤にして、意を決したような口ぶりでそんなことを言うじゃないですか！

「べ、別にそんなこと気にしなくてもいいぞ？　それに、なんかいつも傍ぼう若じやく無ぶ人じんなお前らしくないし……」

　ですが、お兄ちゃんはかろうじてそれをかわしてくれました。普ふ段だんは腹が立つこともあるのですが、今回ばかりはお兄ちゃんの鈍どん感かんさに感謝したい気分です……！

「だ、誰だれが傍若無人よ！　確かにほんの少し身勝手なところはあるかもだけど！」

　しかし氷室さんは、それくらいではまるで諦あきらめた様子がありません。

　……それにしても、身勝手って自覚が少しはあったんですね氷室さん……。

「そ、そうじゃなくて、さっきも言ったけど、私は対等なライバルとしてあんたに借りを作りたくないってだけよ。だから祐、あんたは私のお礼を断ることなどできないのよ！」

「言いたいことはわかるけど、お礼をする側の人間の態度じゃないぞ!?」

「ど、どうでもいいのよそんなことは。それより肝かん心じんのお礼だけど、ゆ、祐は何がいい？　何か欲ほしいものとかあれば、遠慮なく私に言いなさい！」

「いつものこととは言え、なんでそんな無む駄だに偉えらそうなんだ!?　でもまあ、欲しいものと言われてもな……。今の俺としてはラブコメの──っとと、何でもない！　その、考えないといけないことがあって、お礼どころじゃないと言うか……」

　どうやらお兄ちゃんは、自分のラブコメをどうするかで頭がいっぱいのようですね。

　……それで氷室さんをかわしきれればいいのですが……。

「ふ、ふうん？　よくわからないけど、……じゃ、じゃあこういうのはどう？　私と一緒にショッピングモールとかに行って、そこで祐の欲しいものを探すのよ。そうすれば失敗はないし、ほら、途と中ちゆうで食事とかもご馳ち走そうできるし、ナイスアイデアだと思わない!?」

　そう言って、頰ほおをさらに染めてお兄ちゃんの顔を覗のぞき込む氷室さん。

　……こ、これは！　この論法は！

　ま、間違いありません。これはそういう言い訳で、お兄ちゃんとデートをするというのが氷室さんの本当の目的です！

　そのやり方で今まで散々お兄ちゃんとデートしてきた、いわゆる大先せん輩ぱいである私には、氷室さんの意図が手に取るようにわかるんです！

「ちょ、ちょっと待ってください……！」

　さすがに事ここに至っては私も黙っているわけにはいきません。

　お兄ちゃんが氷室さんとデートするなんてそんなことは許せるわけがないので、私はなんとかそれを阻そ止しするため、二人の間に割って入ろうとしますが、

「あ、電話だ……。えっと、Ｗピース先生からだ。何だろ」

　ちょうどその瞬間に、お兄ちゃんのスマホから着信を知らせる音が鳴りだして、話が中断されてしまいました。

　ナイスタイミングではあるんですが、Ｗピースさんからの電話というところが、なんだか一いち抹まつの不安を感じますね……。

「え？　……はい。ええ、今ちょうど涼花と舞まいと一緒ですけど？」

　お兄ちゃんはスマホを耳に当てながら、私達の方に目をやります。

　氷室さんが「エロイラストレーターとなに話してんのよ」と、少しじれったそうに言うと、お兄ちゃんはスマホを耳から外して、

「いや、なんかＷピース先生が、みんなにも話があるって言ってるんだ。だからスピーカーモードにして──」

　と言った瞬間『アヘ顔Ｗピースデスよ！　私の声、妹さん達にも聞こえてマスか!?』という声が、辺りに響ひびき渡わたりました。

「うわっ!?　ちゃ、ちゃんと聞こえてますから！　ってかあんまり大きな声を出さないでください……！　周りにも声が漏もれちゃいそうなんで……！」

『あ、そうデシたか？　すいマセんデシた。じゃあいつもみたいに先生のために喘あえぎ声を出したりしたら、誤解されちゃうかもしれマセんね！』

「お兄ちゃん……？」

「祐、あんたエロイラストレーターに普段そんなことさせてんの……？」

「させてないしされてないから！　Ｗピース先生もわかってて適当なこと言わないでくださいよ！」

　私と氷室さんの冷たい視線を受けて、お兄ちゃんが本気で焦あせります。

　その様子でＷピースさんの冗じよう談だんだとわかりましたが、あの人の場合万が一という可能性が捨てきれないから厄やつ介かいですね……。

「そ、そんなことよりも、話って何なんですか？　涼花や舞達にも聞かせて……」

　お兄ちゃんがゲンナリした様子でそう言うと、スマホから『あ、そうデシたね』というＷピースさんの声が。

　そして次に発せられた声に、その場にいた全員が『え？』と呆あつ気けにとられるのでした。




『みんなで集まって、打ち上げをしマショう!!』




　　　　★




「わ～た～しの～、は～あ～とは～、お兄ちゃんのも～の～♪」

「……よくあんな恥はずかしい歌を臆おく面めんもなく歌えるわね……」

「春はる菜な、今は羽目を外すべき打ち上げ会の真っ最中。恥ずかしがってちゃ楽しめない。春菜も今日くらいは胸がキュンキュンする萌もえソングを歌うべき」

「い、いやよ私は！　って、勝手に入力しないでよお姉ちゃん！」

　室内に響き渡る水み無な月づきさんの歌声に、姉妹しまいできゃあきゃあやってる神かん坂ざか妹と秋あき乃のさん。

「さあさあ、今日はパーッと盛り上がっていきマショう！　ほら、先生もどんどんはっちゃけちゃってくだサイ！　いきなり服を脱ぬぎだしたりしても、私は大だい歓かん迎げいデスよ！」

「な、何言ってんのよエロイラストレーター！　ゆ、祐の裸はだかとか……、刺し激げきが強すぎるから変な想像させないでよね！　そんなことより、なに勝手に祐の隣となりに座ろうとしてんのよ！　そこは、その……、一番のファンであるこの私が座るべき場所でしょ！」

「ちっちっち、一番のパートナーである私こそが、先生の隣に相応ふさわしいデスねー」

「……ほ、ほほう？　じゃあどっちが上か、勝負してみる？」

「望むところデス！」

　ぎゃーぎゃーと楽しそうに謎なぞの言い争いを繰くり広げている舞とＷピース先生。

「こ、これがカラオケ店ですか……。初めて来ましたが、なんだか独特な雰ふん囲い気きの場所ですね……。で、でも、高校生になったからにはこういうところに来るのも悪くないかもしれません。も、もちろんお兄ちゃんと一緒ならですけど……！　その、あくまでも取材という意味で……！」

　俺の隣に座って、きょろきょろと物もの珍めずらしそうに室内を見回している涼花。

　そして俺はというと、そんな喧けん噪そうをぼんやりと眺ながめながら、何とも言えない複雑な気分を味わっていた。

　さて、涼花の言葉からもわかる通り俺達は今カラオケ店の一室にいた。

　秋あき葉は原ばらにある、Ｗピース先生がよく会社の人達と利用する店だそうだ。

　なんでこんなことになっているかと言うと、もちろんそれは昨日の帰り道でＷピース先生が電話越ごしに放ったあの一言が原因だった。




　──打ち上げをしマショう!!




　Ｗピース先生のことだから、またエロいたとえだとか隠いん語ごだとか新作エロゲのタイトルだとか一いつ瞬しゆん疑ってしまったのだが、よくよく聞くと何のことはない、まさにそのまま言葉通りの意味で打ち上げをしようという誘さそいだったんだ。

　当然、なんでいきなりそんなことを言い出したのかと訊たずねると、それもまたＷピース先生にしては至し極ごく真っ当な答えが返ってきた。

『実はここ数週間、エロゲのお仕事でずっと忙いそがしかったんデスよ。何日も会社に泊とまり込んだりしてデスね。そのおかげで先生にエロイラストを送る暇ひまもなかったほどなんデスけど、それもようやく終わったというわけデス！　そこでふと、先生達もそろそろテストが終わる時期だなと思って、ちょうどいいからみんなで集まってパーッと騒さわぐのもいいんじゃないかと思いマシてデスね、こうやってお誘いの電話をしたわけデス！』

　聞くと、Ｗピース先生は既すでに水無月さんや神坂姉妹には連れん絡らくしていて、大賛成との答えをもらっていたらしい。

　水無月さんもちょうど仕事が一段落ついたところで、秋乃さんも原稿が仕上がり、神坂妹は俺達と同じように期末試験明けで、みんなそれぞれ一仕事終えてストレスを発散したいと思っていたところだったとか。

「いいじゃない！　あんたにしてはナイスアイデアよエロイラストレーター！　打ち上げとか、私の補習回かい避ひを祝うのにピッタリのイベントだわ！」

　そしてそれは舞も同じだったらしく、Ｗピース先生の話を聞くなりもろ手を挙げて賛成した。祝う理由が物もの凄すごくセコイのが実に舞らしかったが。

「う、打ち上げですか……。なるほど、確かにそれはありかもしれません。いかにも高校生らしいイベントですし、そういう大人っぽいことは全部お兄ちゃんと経験したいと思っていましたし……。えへ、えへへ……、私も賛成ですね」

　しかも意外なことに、涼花までもが賛同してしまい、Ｗピース先生の提案のまともさが図はからずも裏打ちされることになる。

　なるほど、確かにいいアイデアだし、実にタイムリーな企き画かくだった。

　あの涼花が了りよう承しようしているくらいだから、普段の俺なら一も二もなく賛成していたところだろうが──

「…………」

　その時の俺は、みんなのように即そく答とうはできなかったんだ。

　理由は簡単で、俺の置かれている状じよう況きようはまだまだ全然打ち上げをするような段階じゃなかったからだ。確かに期末テストは終わったけれど、肝心の新作ラブコメのプロットに関しては一歩も進んでおらず、進むあてもなかったしな……。

「お兄ちゃん？　どうしたんですか、黙だまったままで」

「え？　あ、いや」

　とはいえ、さすがにここで空気を読まず「悪いけど俺は不参加で……」みたいなことはとてもじゃないけど言えなかった。

　涼花が参加する以上、代理人である俺が行かないなんて選せん択たく肢しはなかったし、そもそも表向きは永遠野誓である俺が参加しないなんてことを、この面々が許すはずもなかったからだ。

　……最悪、代わりに全員で俺の部屋に突とつ撃げきしてくる可能性だってあり得る面子メンツだ。

　そうなったらプロット作りなんてできるわけもない。

　つまり、俺の気分にかかわらず参加する以外ないんだよな……。

　とまあ、そんな経けい緯いで結局参加することになって、現在に至るって感じだ。

　ちょうど夏休みが始まる直前のこの日、俺達はＷピース先生が決めたカラオケ店に集まって、打ち上げを始めた。一番手のマイクをプロ声優である水無月さんに任せて、場はいきなり華はなやかな感じになっている。

　こうなった以上、俺も一いつ旦たんプロットのことは忘れて、テスト明けの解放感を楽しもうと思ったんだけど、

「お兄ちゃん？」

「……え？　な、なんだ涼花？」

「いえ、なんだかボーッとしてたみたいに見えたので」

「そ、そんなことはないぞ。水無月さんの歌に感心してたんだよ」

「桜さくらさん、歌自体はとてもお上手なんですけど、選んだ曲が、その、なんだか……」

　ちょっと電波っぽい雰囲気のある曲に戸と惑まどっている涼花を横目に、俺はあまり追つい及きゆうされなかったことにホッと胸をなで下ろした。

　……ああくそっ、ダメだな。プロットのことを忘れたくても忘れられない。

　気分を切り替かえて、今だけでも無心で打ち上げを楽しもうと思ってはいるのに、気がついたらそっちの方にどうしても意識を持っていかれる……。

「……お兄ちゃん、まだ自分の作品のことを考えているんでしょう」

「いっ!?」

　その時、不意に涼花から図星を突つかれて、俺は焦った。

「本当にお兄ちゃんはわかりやすいですね……。気持ちは理解できますが、今くらいは忘れてください。そ、それに、この打ち上げは私の取材も兼かねているんですから、集中してもらわないと困ります」

「へ？　取材って？」

「こ、高校生になったから、お兄ちゃんと大人なデートをするためにカラオケ店に来たというシチュエーションです……！　今日は二人きりじゃないですけどそれはまた後日するとして……、ちゃんと集中して私とイチャイチャ──じゃなくて！　取材に協力してもらわないと困ります！」

「ま、マジですか？　そんな取材、初耳なんだが……」

「い、今思いつきました！」

　えええ!?　そ、そんな唐とう突とつな……！

　しかし、涼花が取材したいとなれば無条件で付き合うのが兄であり代理人でもある俺の務めだから、もちろん協力しないといけないんだが、

「えへ、えへへ……、二人で愛の歌を歌うなんていいかもしれませんね……！」

　顔を赤く染めて身体からだをくねくねさせている涼花を眺めながら、俺はやっぱり自分がプロットのことを考えていることに気がついた。

　今までなら涼花の取材となると、嫌いや々いやでも無理矢理集中できてたんだけど、なぜか今はそれができない。ようやく夢がかなうかもという段階に来ているからか、どうしても自分の作品のことが頭から離はなれないのだ。

「先生先生！　桜の歌、どうでしたか!?　お兄ちゃんへの想おもいをたっぷり込こめて歌ったんですけど！」

　とそこに、水無月さんがやって来てずいっと俺の方に顔を突き出してきた。

　水無月さんの底そこ抜ぬけの笑え顔がおが俺の目の前に──って近すぎるって！

「い、いやその、やっぱりプロ声優なだけあって、すごく上手でした！」

　俺は身体を引いて距きよ離りを取り、不意を打たれた驚おどろきを鎮しずめながら答える。

　見ると、いつの間にか水無月さんの番は終わっていて、今は神坂姉妹が二人一いつ緒しよに歌っているところだった。

　曲はバリバリの萌え系ソングで、秋乃さんはいつも通りの無表情、対する神坂妹は今にも泣きそうなくらい顔を赤くしている。……あれは、多分秋乃さんに無理矢理させられてるんだろうな……。

　そんな神坂妹を、Ｗピース先生は遠えん慮りよなくスマホカメラで撮さつ影えいしていた。鬼おにだ。

「ありがとうございます先生！　ところで、桜は先生の歌も聞きたいです！　次は是ぜ非ひ先生が歌ってください！」

「うぇっ!?」

　俺がそんな光景を眺めていると、水無月さんのそんな言葉が聞こえてきて俺は慌あわてて振ふり向く。

「あ、それいいわね。私も同意。祐、何か歌ってよ」

　しかもそれに、いつの間にか隣となりに座っていた舞が乗っかってくるじゃないか。

「い、いや、俺は歌は全然で……。人に聞かせられるようなもんじゃ……」

　音楽が苦手なのは事実だったので、俺はもちろん断ろうとするのだが、

「別にいいじゃない、品評会じゃないんだから。……そ、それに、私はあんたの歌が聞きたいの！　上手うまいとか下手とか、そんなのはどうでもいいのよ！」

「炎えん竜りゆう先生の言う通りですよ！　先生がお兄ちゃんボイスで歌ってくれたら、それだけでもう桜は幸せでハッスルできちゃいますから！」

「お兄ちゃんボイスって何!?」

　そんなことはおかまいなしにグイグイと迫せまってくる二人。

　さらに水無月さんは俺の手を握にぎって、急せかすように引っ張ってくる。

「大だい丈じよう夫ぶですよ先生！　歌が苦手なら、桜と一緒に歌いましょう！　桜が一から教えてあげますから心配いらないですよ！　涼花ちゃん風に言うと、妹の義務です！」

「……はっ!?　ちょ、ちょっと桜さん！　私の言葉を勝手に使わないでください！　それに桜さんは妹じゃないと何度もですね……！」

「あ、涼花ちゃんも後で一緒に歌おうよ！　お兄ちゃんシスターズとして、いっぱい先生を萌もえさせてあげよ！」

「だから勝手にシスターズにならないでください！　そもそもお兄ちゃんは取材のために私と一緒に愛の歌を歌う予定で……！」

「取材!?　そ、そういうことなら私とも一緒に歌うのよ祐！」

　なんなのこのカオスは!?

　なんだか知らない間に、涼花と舞と水無月さんが俺を引っ張りながら論争を始めているんだが!?　しかも歌い終えた神坂姉妹しまいと、騒ぎを聞きつけたＷピース先生がこっちを見てるじゃないか！　嫌いやな予感しかしねえ！

　そんな感じで場が収拾のつかない状態になりかけていた時だった。

「…………あれ？」

　ふと、俺の中で喧けん騒そうが遠ざかり、思考が浮うき上がってくる。

　何かが引っかかっていたんだ。それは……、さっき涼花が言っていた『取材』という言葉と、水無月さんが言っていた『教える』という言葉。

　……俺は今、プロットの──ボーイミーツガールのところで詰つまっている状態だ。

　涼花は実際に体験してみる取材をすればいいと言ったけど、何も決まってない現状では取材も何もないと思っていた。

　けど、待てよ……？　取材ってのは、実際に体験してみることだけだろうか……？

　いや、それだけじゃないはずだ。現に、以前も誰だれかに助言を求めたりしたことがあるじゃないか。あれだって立派な『取材』と言えるはず。

　だったら──

　……だったら誰かに教えてもらうってのも、取材と言えるんじゃないか……？

「……あっ」

「え、お兄ちゃん？　どうしました？」

　……そ、そうだ、そうだよ！　その手があったじゃないか！

　どうしていいかわからないなら、先人の知ち恵えを頼たよればいいんだ！　わかってる人に教えてもらったり、もしくはその技術を盗ぬすんで身に付けたりすればいいんだ！　それだって間ま違ちがいなく取材じゃないか！

　考えてみれば当たり前のことだったが、今の俺には名案以外の何物でもなかった。

　……そうか、今までずっと永遠野誓流の取材ばっかりしてきたから、こんな当然のことにも気づかなかったんだ！

　涼花はある種の天才で、自分のやり方を確立してたから、参考になる意見を求めることはあっても教えを請こうといったことはなかった。ましてや他人の技術を盗んだりなんて、そんなことをする必要はなかったんだ。

　……けど、俺は違う。

　涼花とは違う凡ぼん人じんで、まだ自分のやり方なんてものもない。だったら今は、先せん駆く者を参考にしていいはずだ。猿さる真ま似ねは当然ダメだとしても、方法論を学ぶ余地は大いにあるはず。

　なにせこれは、今までみたいに涼花の作品の取材じゃなく、俺自身の作品に必要なことなんだから！

　となると──

「え？　な、なによ祐」「おお、先生の熱い視線を感じマスね！」「なになに先生？　桜とデュエットする気になった!?」「な、なんなのよ。ジロジロ見ないでよね！」「先生の視線の意味……。これは弟で子しに対する愛情。間違いない」

　ここにはおあつらえ向きに、ラブコメに一家言持った人達が揃そろってるじゃないか！

　……くくく、悪いなみんな、今の俺は永遠野誓の代理人・永見祐じゃないんだ。

　一人のラノベ作家予定候補（仮）の永見祐として、みんなの意見や技法を思いっきり吸収してやるぜ！

　このお礼は、無事プロデビューした時に出世払ばらいで返すってことで勘かん弁べんしてくれ！

「いや、実はだな……」

　そこまで考えて、俺は決意を込めながらゆっくりと口を開いた。

「今、ラブコメについて悩なやんでてさ、そのことで頭がいっぱいで、正直打ち上げどころじゃないって感じなんだ……」

「お、お兄ちゃん!?」

　いきなり何を言い出すんだといった感じで驚いている涼花。

　……そりゃ、事情を知ってる涼花からしてみればその反応は当然だろうな。

　でも、今は詳くわしく理由を話している暇ひまはない。涼花の取材についても後日付き合うとして、今だけは俺自身の『取材』に専念させてくれ！

「ラブコメってどういうことよ祐。あんたは今でも十分私を悔くやしがらせるような、最高のラブコメを書いてるじゃないのよ」

　う……、表向きは永遠野誓だから、どうしてもその辺りの言い訳は避さけられない。

　……許せよ涼花。後でいくらでも謝るから。

「い、いや、俺はより面おも白しろいラブコメのことをいつも考えてるからさ。常に上を目指しているというか」

「おお、さすが先生デスね！　意識高い系デス！」

「アッヒー、それはちょっと違うんじゃ……」

　俺自身の言葉じゃなく、どうしても永遠野誓としての意見だとしなければいけないからもどかしい。

　けど、今の言い方なら特に怪あやしまれたりはしないはずと思いながら、俺は続ける。

「ラブコメの中でも特に重要なのが、主人公とヒロインの出会い、いわゆるボーイミーツガールの部分だと思ってるんだ。でも、その種類はいろいろあるけど、どんな構造が一番面白いのかって悩んでてさ。よければ、その、みんなの考えとかを教えてもらえると有り難がたいんだけど……」

　最後の言い方がちょっと永遠野誓に合ってないか……？　と内心ビクビクしながらも、俺は言うべきことを言いきった。

　最初、それを聞いたみんなはしばらくキョトンとした顔をしていたが、

「……へえ、やっぱり永遠野誓ね。さすがに目の付け所が正確じゃない」

　やがて、舞がかすかに笑みを浮かべながらそう言った。顔色が変わっている。

「私の師し匠しようなんだから当然。ラブコメの要点であり、基本中の基本」

　さらに秋乃さんも頷うなずき、

「……ふん、普ふ段だんは妹相手にデレデレしてるだけのくせにね」

「先生はやっぱりいろいろ考えてるんだね！」

　神坂妹と水無月さんもそれに続く。

「やっぱり先生はすごいデスね！　エロとラノベに対する向上心の塊かたまりデス！」

　エロ云うん々ぬんは言いがかりだが、Ｗピース先生も目を輝かがやかせていた。

「……お兄ちゃん」

　唯ゆい一いつ涼花だけが、俺の意図を正確に把は握あくしているようで、呆あきれているのか困こん惑わくしているのかよくわからない顔でこちらを睨にらんでいる。俺は一応目配せで謝っておいたが、伝わってるのかそうじゃないのか、涼花の鋭するどい視線は和やわらぐことがなかった。

「それで、祐が私達の考えるボーイミーツガールを教えてほしいって？　いいじゃない！　私も最近ラブコメを書き始めたから、その辺りのことはいろいろ考えてるの！　言いたいことは山ほどあるわ！」

　舞が自信満々に豊満な胸を張る。永遠野誓に教えを請われたってこともあるだろうが、純じゆん粋すいに自分の考えを披ひ露ろうしたがっているようにも見えて、ラノベが好きだってことがストレートに伝わってくる。本当、根はすごくいいやつだよな……！

「そういうことなら私も考えがある。ボーイミーツガールは物語の基本。作家として語るべきことは多い。師匠に意見を披露できるなんて光栄」

　秋乃さんもまた、無表情ながらふんすふんすと鼻息を荒あらくして言う。さらに、

「ラブコメなら春菜も凝こっている。春菜はイラストレーターだけじゃなく漫まん画が家かデビューも目指してるから、最近自分でラブコメを描えがいたりしてる」

「ちょ、ちょっとお姉ちゃん！　そんなことバラさないでよね！　……でもまあ、それは本当よ……。まだまだストーリーに関しては素人しろうとだけどね」

　腕うでを組んでそっぽを向いてはいるが、意外にも神坂妹まで乗り気な様子だった。

「はい！　はいはいはーい！　桜もラブコメなら詳しいよ！　役作りのためにラブコメアニメとかいっぱい見たし、ラノベもコミックもラブコメは大好きでいっぱい読んでるからね！　いろんなボーイミーツガール知ってるよ！」

　水無月さんもはいはいと笑え顔がおで手を上げて、

「ふっふっふ、男女の出会いはエロゲ業界の本領デスよ！　私のエロ知識が先生のお役に勃たつ時が来たみたいデスね！」

　Ｗピース先生も、一いち抹まつの不安は残るがノリノリだった。

　……さすが、俺が見込んだ人達だ。協力してもらえる有り難さはもちろん、それぞれラブコメに対する熱い想おもいが伝わって来て、それが何よりもうれしかった。

「わ、私も……！　その……！」

　ただ、表向きは作家でも何でもない涼花だけがその勢いに乗りきれず、何か言いたそうにして結局言えないでいた。

　「う～……」と唸うなって俺の方を睨んでるが、……わかってるって、勝手にこんな展開にした俺に怒おこってるんだろ？　悪いが覚かく悟ごの上なんだ。家に帰ってから煮にるなり焼くなり好きにしてくれ！　ただし晩飯抜ぬきだけはマジで勘弁してくださいお願いします！

「……ふむ、となると……」

　その時、Ｗピース先生がふと何か呟つぶやいたかと思うと、次の瞬しゆん間かんニヤッと不敵な笑みを浮かべて、

「これはつまり、誰が一番先生が面白いと思うボーイミーツガールを提示できるかの勝負というわけデスね!?」

　いきなりそんなことを言い出したので、俺は「ええっ？」と度ど肝ぎもを抜かれる。

「い、いや、勝負とかじゃなくて、俺はただみんなの意見を参考にしたいと思っただけでですね……！」

　だが、その言葉が終わる前にザワッと空気が揺ゆれたかと思うと、場の雰ふん囲い気きが一転して張りつめるような緊きん張ちよう感かんがやって来た。

「……ふうん、上等じゃない！　私は一番のファンであると同時にライバルでもあるんだからね！　祐に並び立つ作家は私だけだって今から証明してあげるわ！」

　さらにそれを煽あおるように舞がそう宣言したものだから、そんな空気が固定化される。

　みんなやる気に満ち溢あふれた顔をしているが、不思議なことに険悪な感じはまるでなく、ただ純粋にこの流れを楽しんでいるようにさえ見えた。

　……な、なんだ？　Ｗピース先生があんなことを言い出した時は驚おどろいたけど、なんかワクワクしてきたぞ？　作品の参考になるからってだけじゃなく、なんとなくこの熱い空気が心ここ地ちいいと言うか……。

　気づいたら俺達は、カラオケ店にいながら肝かん心じんのカラオケを放ほうり出して、全員でテーブルの周りに集まっていた。

　そして今からラブコメについて語り合おうとしているわけだが、打ち上げの最中だってのにそんなことに熱中するあたり、やっぱり俺達は根っからのクリエイターやオタク達なんだと思う。

「じゃあ……、いくわよ！」

　そうして舞の声が室内に響ひびき渡わたる中、突とつ発ぱつ的に始まったラブコメ論争の火ぶたは切って落とされたのだった。




　　　　▼




　最初に口火を切ったのは、やはり舞だった。

「ボーイミーツガールで一番重要なのはもちろん出会い方よね。その出会い方がその後のストーリーを暗示してるのはまず当然として、なぜ主人公とヒロインが一いつ緒しよにいるのかの理由付けにもなるんだから、ここがラブコメの全すべてと言っても過言ではないわ」

　……ふむふむ、確かに言われてみればその通りだ。

　ストーリーを決定づけるって要素は既すでに意識にあったけど、二人が一緒にいる理由を違い和わ感かんなく読者に受け入れさせるっていう視点はなかったな。

　さすがラノベ作家・炎竜焰ほむら。今まで畑はたけ違ちがいだったはずのラブコメって分野でも、その鋭い分ぶん析せき力は健在だ。参考になるぜ……！

「それで、舞はどんな出会い方を考えているんデス？」

「どんなストーリーにするとしても、大事なのはやっぱりインパクトだと思うのよ。最初に大きなインパクトを与あたえておいて、グッと読者の心を摑つかむ！　そういう意味ではそのインパクトもうれしいイベントであるべきね。たとえば主人公が事故で胸を揉もんじゃったとか、そ、その、パンツが見えたとか？　……でも、私なら思い切って、最初に主人公とヒロインをキスさせるわね」

　キス!?　と全員から驚きの声が上がる。

「そう、ラブコメでは一いつ般ぱん的にゴールと認にん識しきされているものを最初に持ってくることでさらにインパクトを大きくするの！　……思いがけずキスしてしまった主人公とヒロイン。すると今まで敵対的な態度を取ってたヒロインが、唇くちびるを奪うばわれた相手と結けつ婚こんする掟おきてにとらわれていることが判明。さらにそのヒロインは主人公と敵対する勢力に所属していてさあ大変──って感じで、その後も山あり谷ありな展開が思いつきやすいわ！」

　ふっふーんと自じ慢まんげに自分の考えを披露する舞。……な、なんて乱暴で強引な……。

　けど、強引だからこそ勢いは感じられる。俺は今まで展開が小さく収まってしまう傾けい向こうがあったから、こういった発想は必要な気がするぞ……！

「確かにインパクトは大事。でもその後の展開は大おお雑ざつ把ぱすぎる」

「な、何ですって!?」

　だがその時、今度は秋乃さんが口を開いた。

「最初のインパクトを重視するのは賛成。だけど何も考えずに派手にすればいいわけじゃない。その後の展開をコントロールする範はん囲いにとどめておくべき」

「む……っ、じゃああんたはどんなボーイミーツガールを考えてるのよ！」

「肉体接せつ触しよくはいい。でも私は、……たとえばおでこ同士がくっつくくらいにする。偶ぐう然ぜんそんな体勢になってしまった主人公とヒロイン。でもヒロインは照れずに驚く。その後、ヒロインは他ほかの誰だれとも接触しないのに、主人公だけは何かと気にかけるようになる。実はヒロインは触ふれることで他人の心を読むマインドリーダー。でも主人公の声だけはなぜか聞こえずに、それがきっかけで主人公に惹ひかれていく」

　……おお、なんかちょっとミステリアスな雰囲気のストーリー！

　サービスイベントでしかないと思われた最初の出会いを、ストーリーの深い部分に直結させているわけか。なるほど、そういう発想もあるんだな……。

「んー？　なんだか難しい感じだよ？　ラブコメなんだからもっと単純で明るい感じにした方がいいと思うな！」

「……ほう？」

　水無月さんの言葉に、秋乃さんがゆらりと振ふり向く。

　表情は相変わらず変化がないが、なんかこれ、静かに怒ってないか……？

「もっとわかりやすい方がいいよ！　たとえば……、主人公が家に帰ったらヒロインがいて『お兄ちゃん！』って出で迎むかえるの！」

「それはただの妹モノ」

「ううん。主人公の妹はまだ小さくて、そんな女の子なんて見たことないの。それで主人公がおかしいなって思ってると、ヒロインが言うの！　『未来から来た妹だよ』って！」

　み、水無月さんがまさかのＳＦ!?

「真ま面じ目めなお兄ちゃんは未来ですごく苦労しちゃうの。だから妹が過去に戻もどって来て、そんなお兄ちゃんを甘やかして癒いやしてあげることにしたんだよ！　主人公はビックリするんだけど、ヒロインにいきなり抱だき寄せられていい子いい子ってされるんだよ！　お兄ちゃんに甘えられちゃう妹もいいよね！　えへへ……」

　……な、なんか、いろいろツッコミどころはあるけど、すごく自由な発想だ。

　ただ純粋に願望充じゆう足そくだけを主眼にしてるように見えるが、突つき詰つめると家族をテーマにした物語にもなり得る。水無月さんがそこまで考えてるかどうかは怪あやしいけど、俺には思いつかないくらいの柔じゆう軟なんさだった。

「待ちなさい！　あんた達みたいにそういうわけのわからない要素を入れると、後で必ず説明が必要になってラブコメ要素が薄うすれるわよ！」

「えー？　説明なんていらないよぉ。それを言うなら炎竜先生だって、山と谷が多すぎてラブラブ描びよう写しやが邪じや魔まされそうですよ？」

「同意。でも説明が不要というのも違ちがう。そこも含ふくめて主人公とヒロインの絆きずなを強化していくのが作家の使命」

　俺が感心していると、それぞれ意見を表明した三人が議論し始めていた。

　みんな自分のラブコメの方がいいと信じて、一歩も譲ゆずらず言い合っている。

「……ふむ、ところで春菜はどう思う？　春菜も意見を言うべき」

「え？　わ、私？」

　その時、秋乃さんが神坂妹に話を振った。

「漫画家になりたいなら、ストーリーに対する自分の意見をちゃんと持ってないとダメ。議論に参加する」

「わ、わかったわよ……。私は……、そうね、最初のインパクトが重要って話もわかるけど、どっちかって言うと、最初の出会いのところでヒロインの可愛かわいさを印象付けるのが一番大事かなと思う」

　みんなの視線が神坂妹に集まる。もちろん、俺も同じだ。

「みんなゼロからヒロインと出会うことを考えてるみたいだけど、それだけがボーイミーツガールじゃなくない？　今まで知ってる女の子との関係が急に変わっちゃうことだって立派なボーイミーツガールよね？　だから、今まで知り合いだったけど主人公がそういう目で見てなかったヒロインがいて、なにかをきっかけにそのヒロインの全く違う面を見ちゃうのよ。それが読者にも主人公にも可愛いと思われるようなのがいいと思うわ」

　……お、おお、神坂妹スゲェ！　た、確かにそれも一種のボーイミーツガールだ！

　そうか……、主人公にとって正しよう真しん正しよう銘めいの新キャラじゃなく、今までと違う一面を見せて知り合いを一種の新キャラとみなすやり方か……！

　言われてみれば確かにそういった作品は多くある。けど、なるほどそういう理論だったのか。まさか神坂妹からこんな目から鱗うろこな話が聞けるとは……。

「春菜、具体的に詳くわしく」

「え、えーと……、たとえば今までケンカ友達みたいな関係だった主人公とヒロインなんだけど、ある時主人公が誰かから告白されたのを見て焦あせったヒロインが、今までとは全く違った乙女おとめな姿を見せて告白してきたりして──」

「それって先生とルナちゃんがモデルなんデス？」

「は、はああああああああああああああぁっ!?　なっ、んなっ!?　ななななに言ってんのよアッヒー!?　なんで私がこいつ相手にそんな妄もう想そうしなくちゃいけないのよ!?」

「春菜。焦り過ぎ」

「いやー、ルナちゃんは本当に純情デスね！」

　なんか神坂妹が真っ赤な顔でＷピース先生と戯たわむれているが、俺はさっき神坂妹から聞いたストーリー案のことを考えて聞いちゃいなかった。

　……なるほど、急激な人間関係の変化を物語の起点にするやり方か。

　それならその変化の理由を自然とストーリーラインに組み込めるし、今神坂妹が言ったような王道展開も無理なく可能だ。俺が今までやったことのない手法だな……。

「そ、そんなことよりアッヒーはどうなのよ！　まだ自分の意見を言ってないじゃん！」

「私デスか？　私もルナちゃんの意見に大賛成デスね！　既にある関係性から変化させていった方が、変化の理由と過程が描えがける分キャラに深みが出マスし、一から人間関係を描写しなくてもいいから楽デスしね！」

「な、なかなかメタな意見ね……。でもまあ、ラノベは尺との戦いみたいな部分もあるから、その見方も重要だわ」

　舞の言葉に、Ｗピース先生が「そうデショう！」と胸を張る。

「エロゲはいかに早くエロシーンに移行できるかが鍵かぎデスからね！　無む駄だな要素は省きつつキャラを描かないといけないから苦労するんデスよ！　……って、うちのシナリオ担当が言ってマシた！」

「あんたの意見じゃなかったうえにエロゲの話だったの!?」

「いえいえ舞、私も同意見デスし、ラノベにも通じることデスよ？　そのうえで、イラストレーターとしての意見を言わせてもらえば、変化はもっとわかりやすく、かつアイコンになるものが欲ほしいデスね」

「アイコン……ですか？」

　俺が首を傾かしげると、Ｗピース先生は「たとえばデス」と続ける。

「メガネをかけているヒロインがいるとしマス。彼女は普ふ段だんは明るい女の子なんデスが、メガネを外した途と端たん、とっても恥はずかしがり屋の乙女チックな女の子に変へん貌ぼうしてしまうのデス！　そして偶然その秘密を知った主人公にすっかり依い存そんしちゃいマス！」

「あのあの、なんでメガネを外すと性格が変わるんですか？」

　水無月さんの質問に、Ｗピース先生は「知りマセん！」と堂々と答える。

「そんなことは後から考えればいいんデス！　重要なのは、そうやってわかりやすいアイコン付きで新しい関係を構築した方が、ラブコメっぽくなるということデスよ！　まあ、私としてはメガネを外すとエロエロなキャラになってほしいんデスけど！」

「……そのキャラのモデルはアッヒーじゃないわね。アッヒーはメガネを外さなくても十分アレだし……」

　神坂妹は呆あきれているが、俺はＷピース先生の意見は一理あると思ったし、内心で大いに頷うなずいていた。

　……確かにそういったわかりやすい展開は楽しいし、コメディ具合も増す。

　なぜそうなってるかって理由も、シリアスなものからコミカルなものまでいろいろ融ゆう通ずうが利きくし、何より葛かつ藤とうとかを用意せずに違う一面を見せられるのが大きい。

　……そうか、そういう考え方もあるのか……。

「あんたねぇ……、どうでもいいってわけにはいかないでしょ！　不思議イベントはちゃんとストーリー上で綺き麗れいに回収しないと、作家の沽こ券けんにかかわるんだから！　書きたいことだけ書けばいいってわけじゃないんだからね!?」

「でも、そういった勢いだけで読ませるのも一つの技術。アッヒーの意見は一理ある」

「桜も気楽に読める方がいいな。あ、でも妹要素は必ひつ須すで！」

「それはあなた個人の好みでしょ……。やっぱりプロなら読者を意識しないと」

「でもルナちゃんのも、相当個人の趣しゆ味みが入ってると思いマスけど」

「う、うるさいわね！　アッヒーは適当すぎるのよ！　なによメガネって！　ラブコメじゃなくて、ほとんどギャグマンガじゃない！」

　喧けん々けん囂ごう々ごう。

　気づいたら、全員がテーブルに身を乗り出して激しく言い合っていた。

　全員が全員、確固とした自分の考えを持っていて、しかもそれを譲ろうとしない。

　論争はますます過熱していき意見が次々と飛び交かっているが、俺はそれを聞きながら密ひそかに興奮していた。

　……やっぱり、みんなの意見を聞くことにしてよかったぜ。この短時間でいろいろと、今までやってこなかったボーイミーツガールの技法を知ることができたからな……！

　本当は今すぐこの場でメモ帳でも取り出して、次々と出てくる知識や方法論を片かたっ端ぱしから書き留めていきたいところだ。

　けど、さすがに表向きとはいえ永遠野誓がそこまでするわけにはいかないので、代わりに俺は一言一句頭に刻み込もうと、集中してみんなの議論に耳を傾かたむけていた。

　こんな貴重な機会は二度とないんだから、絶対に聞き漏もらすことのないように──

「お、お兄ちゃんお兄ちゃん……」

　とその時、議論に加わっていなかった涼花がクイクイと俺の服を引っ張ってきた。

「なんだ？　悪いけど今は集中してて……」

「そ、それはわかってるんですけど……！　でも、その……、わ、私の考えるボーイミーツガールも、あの……」

　涼花は何か言いたそうに口を動かしていたが、もにょもにょと小声だったうえに議論の喧けん騒そうでほとんど聞こえなかった。

　そうこうしているうちにも話はどんどん進んでいってるみたいで「ギャップ萌もえが大事！」とか「秘密の共有が王道！」とか、気になる単語が漏れ聞こえてくる。

　俺は焦って居ても立っても居られなくなり、

「……す、すまん涼花……！　何か話があるなら後でちゃんと聞くから、今だけは勘かん弁べんしてくれないか……！　俺自身のラブコメを書くために、みんなの議論を聞く必要がどうしてもあるんだよ……！」

「で、ですから私も……！」

「……勝手にこんなこと始めたのはごめん……！　謝る……！　家に帰ってから何時間でも説教を聞く覚かく悟ごだから……！　だからせめて今だけは見み逃のがしてくれ……！」

「だ、だからそうじゃなくて……。も、もう、そんなに拝まないでください……！　確かにちょっとは怒おこってますけど、そうじゃなくて私の意見も……！」

　と、俺達がそんなやり取りをしている時だった。

「よおし！　もうこうなったら実際にやって証明してみるしかないわね！」

　そんな舞の声が聞こえてきて、みんなが急に今までと違った雰ふん囲い気きでわっと盛り上がったのだ。

　俺は慌あわてて「あ、お兄ちゃん！」と呼び止める涼花を残し、何か名案が出てそれを聞き逃のがしたんじゃないかと振ふり向いたが──

　ガシッ！

「へ？」

「ほら祐、前に出なさい！」

　いきなり舞に腕うでを摑つかまれて、部屋の前方──ステージの方へと引っ張り出された。

「……え？　え？　な、何が起こってるんだ？」

　もちろん俺は戸と惑まどう。だが俺と一いつ緒しよに前に出た舞と、席に残った他ほかの連中はさも当然と言った顔をしてるじゃないか。

　唯ゆい一いつ涼花だけが、俺と同じように何事かと言った顔をしていたが、それもつかの間、すぐに拗すねたように唇くちびるを尖とがらせながら俺を睨にらみつける表情に変わった。

　……い、いや、マジでなんなんだこの状じよう況きようは……？

「じゃあ早さつ速そく始めるわよ祐！」

「ちょ、ちょっと待て。始めるって何を？」

「話を聞いてなかったの？　誰だれのボーイミーツガールが一番か、実際にやってみて決めようって話になったじゃない。ついさっき」

「えええ!?」

　聞いてねえよそんなことは!?　ちょっと俺が聞き逃してる間に、なんで話がそんな斜ななめ上の方向に進んでるんだよ！

「いやー、いくら話し合ってもみんな全然譲ゆずらないし、話が平行線だったんデスよ。だからもう、こうなったら各自の理想のボーイミーツガールを演じて、そのインパクトで勝負しようってことになりマシて」

　Ｗピース先生が笑え顔がおで補足してくれたが、言ってることは無茶苦茶だった。

「だ、だからって実際にやるとか……！」

「体験する取材が重要というのは永遠野誓直々の発想。弟で子しとして、師し匠しようの教えを忠実に守るのは当然」

　ふんすと誇ほこらしげな秋乃さん。

　……や、ヤバイ。言われてみればその通りだし、今までが今までだっただけにその言葉に反論できない……！

「け、けど、なんで俺まで引っ張り出されてるんですか……！」

　俺はそう言って、せめてもの抵てい抗こうを試みるが、

「元はと言えばあんたが言い出したことでしょ。それにやろうとしてるのはボーイミーツガールの実演なのよ？　この場にあんた以外のボーイがいるの？」

　舞に完全な正論を叩たたきつけられて、一いつ切さいの反論ができなかった。

　……うう、今まで涼花の取材には散々付き合ってきたが、まさか舞達にまで付き合わされる羽目になるとは思わなかった……。

　二重の意味で自分の蒔まいた種とはいえ、いきなりの事態に困こん惑わくする俺。

　けど、すぐにハッと気がついて、頭を切り替かえる。

　……いや、これは考えてみればいいチャンスじゃないか？　みんなの技法を実際に体験できるんだから……、そうだ、いきなり引っ張り出されて混乱してたけど、願ってもない機会じゃないか！

「……よし！　そ、それで、俺は何をすればいいんだ？」

「おお、先生もやる気だね！」

「普段からこういうことに慣れてるから適応力が高いのね……」

　水無月さんの楽しそうな声と神坂妹の呆れた声が聞こえてくる。

「あんたは合わせてくれればいいのよ。今回は私達が実演するんだからね」

　なるほど。なら俺は、どんなシチュエーションでも対応しながら、バッチリ『取材』してやるぜ！

「……じゃ、じゃあ、まずは私から行くわよ……！」

　そんな感じで俺がやる気をみなぎらせていると、舞が顔を真っ赤にしながら俺の方を向いて、少し身構えるような体勢になった。そして、

「うわっ!?」

　何をするんだろうと思っていた矢先、俺はいきなり舞に押し倒たおされたのだ。

　背中が床ゆかにぶつかる衝しよう撃げきはそれほどでもなかった。だが続いてやって来た、身体からだの前面にのしかかるむにゅぅとした柔やわらかい感かん触しよくに、俺はギクリと身体を強こわ張ばらせる。

　そして、よく見ると舞の顔が文字通り目と鼻の先にあって──

「な……っ！」

　俺は絶句して、一気に顔がかああぁと熱くなるのがわかった。

　一方で舞の方も、今にも爆ばく発はつしそうなほど顔を赤くしている。だが視線は真まっ直すぐに俺の方を見下ろしていて、あろうことか「ど、どうよ……！」と少し得意げでさえあった。

「ど、どうってお前……！　な、なんだよこの体勢は……！」

「だ、だから言ったじゃない！　初めにキスだって……！　事故でこんな体勢になって、偶ぐう然ぜんキスしてしまう所から始まるボーイミーツガールなのよ……！」

「キ……ッ!?　お、お前まさか今から……!?」

「ば、ばばばバカなこと言わないでよ！　さ、さすがに今は──じゃなくって！　そ、そこまでは実演できないわよ！　あくまでもキスするっていうポーズよポーズ！」

　さすがにそこまで無茶なことはやらないと知って少しはホッとしたけど、それでも相変わらず、ちょっと間ま違ちがえれば本当にキスしてしまいそうな距きよ離りに舞の唇があるし、そうじゃなくても全身が密着するような姿勢だったので、全然落ち着くことなどできない。

「そ、それで祐、どんな感じよ……！　こうやって偶然キスをして、そこから始まるラブコメなのよ……！　インパクト十分でしょうが……！」

　ふふ、ふふふ……と、テンションがおかしくなっているのか、怪あやしい笑い声を漏らしながら言う舞。

　……た、確かにインパクトは十分だけど、でも十分すぎて何が何だかわかんねえよ！

　舞が喋しやべるたびに身体がかすかに揺ゆれてむにゅむにゅするし、顔が近いから息いき遣づかいまではっきりわかるし、その上なんかいい匂においまでするし！

　舞は「や、やっぱり私の案が一番よね！」とか言ってるけど、もはや取材なんて意識してる余よ裕ゆうがなくなってきたんだが……!?

「い、いつまでそうやっているんですか！」

　そんな感じで正常な思考が遠ざかりつつあった時、涼花の鋭するどい声が聞こえてきてハッと我に返った。

　舞も同じだったらしく、ビクッと身体を震ふるわせてから急いで立ち上がる。

「と、とにかくこれが私の考えだから！　どうよ！　で、出会いのシーンとしては最高のインパクトだったでしょうが！」

　まだ顔が真っ赤なまま、舞は照れ隠かくしのようにまくし立てる。

「た、確かにインパクトはすごかった……！」

　そして俺もそれは認めざるを得ない。確かにあんなことになったら、主人公もヒロインも意識し合うしかない。ラブコメの始まりとしては十分なエネルギーだった。

　舞は「当然よ！」と得意げに言って、自分の席に戻もどっていく。それを涼花が恨うらめしそうな目で睨んでいたが、さっきの実演の恥はずかしさが残ってて余裕がないのか、舞はまるで気づいた様子がなかった。

「じゃあ、次は私」

　と、今度は舞と入れ替わるようにして秋乃さんが前に出てきた。

　そして無表情のまま、俺をジッと見上げる。

「……な、何でしょう？」

　俺がその視線の意味を計りかねていると、

「屈かがんで」

「え？」

「私と同じ目線まで屈んでほしい」

　そんなことを言われて、俺は慌てて秋乃さんと同じ顔の高さになるようしゃがみ込む。

「え、ええと、それでどうするんですか……？」

「こうする」

　言うが早いか、秋乃さんはいきなり自分の額を俺の額にそっとくっつけた。

　いきなり秋乃さんの顔が間近に来て、しかもさっきの舞とは違ちがい実際に顔の一部分が密着していたので、俺はこの不思議な事態も相まって大いに慌てた。

「あ、秋乃さん!?　ここここれは……!?」

「さっきも言った。接せつ触しよくすることで心を読み取るマインドリーダーなヒロイン。彼女は今まで人と接触することを避さけてきたけど、偶然主人公と触ふれ合った時、心が読めなくて驚おどろく。そんなことは初めてだから、驚いて確かめようとする。今がそれ」

　俺が焦あせってる一方で、秋乃さんはいつも通りの表情を動かすことなく、淡たん々たんと状況を説明していく。

「心を読もうと必死に集中する。……うーんうーん。うん、何か聞こえてきた気がする。これは…………、私に対する確かな愛情。間違いない」

「ちょっとあんた！　お姉ちゃんになんてテレパシーを送ってんのよ！」

「送ってねえよ！　秋乃さんも勝手にそんなこと読み取らないでください！」

「と、こんな風に読み取ろうとするけどやっぱり読めない。そこでふと気づく。……ぽっ、顔が近い……」

　そう言って秋乃さんは、本当に顔をポッと赤らめる。……え、演技だよな!?

「お、お兄ちゃん……!?」

　その時、再び涼花の地の底から響ひびくような声が聞こえてきて、俺はビクッと震えた。

　同時に秋乃さんがスッと俺から離はなれて、なぜか「ほぅ……」とため息を吐つき、

「こんな感じ。肉体接触。ストーリー要素。そしてギャップ萌もえ。全すべてを兼かね備えたボーイミーツガール。先生にも満足してもらえたと思う。私も満足した」

　そう言って、少しフラフラした足取りで自分の席へと戻った。

　……な、なるほどな。最初は驚いたけど、確かに密着というサービス要素にストーリー上の意味を持たせたわけか。これもインパクトがある……。

「じゃあ次は桜が行くね！」

　そんなことを考えていると、今度は水無月さんがステージに上がってきた。

「えへへ、お兄ちゃん！」

　そして満面の笑みでお兄ちゃん呼び。

　……確か水無月さんは、未来から来た妹がどうとか言ってたけど──

「はーい、お兄ちゃんいい子いい子～」

「うえぇっ!?」

　と、次の瞬しゆん間かん、俺はなぜか水無月さんの胸むな元もとに抱だき寄せられながら、頭をナデナデされていた。そのあまりの意味不明さに思考がストップする。

「な、何を……っ!?」

「だから、桜は今未来からお兄ちゃんを甘やかしに来た妹なんだよ！　真ま面じ目めな性格で未来で苦労してるお兄ちゃんを救うため、甘え心を覚えさせに来たんだよ！」

　そんなことを言いながら、いい子いい子と頭を撫なで続ける水無月さん。思いっきり顔を柔らかな胸に押し付けられ、トクントクンという微かすかな心音まで聞こえてくる。

「ちょ、ちょっとさすがにこれは……！」

「だーめ。桜は本当は妹だけど、でも今は未来から来たから年上なんだよ。だからお兄ちゃんは、お姉ちゃんな妹のいうことをきかないとダメなんだよ！」

　なんだそりゃ、意味がわからん！

　……けど、インパクトという点ではすさまじかった。有う無むを言わせぬ展開に、そのなんだそりゃという気持ちが合わさって、物語を進めるエネルギーになっている。

「な、なんてことをしてるんですか桜さん！　年上じゃないですけど、そういうのは本物の妹である私の役目で……！」

「大だい丈じよう夫ぶだよ涼花ちゃん！　涼花ちゃんも、もうちょっとしたら包容力が出てくるに違いないよ、きっと！」

「それって、今はないって言ってるのと同じですよね!?　と、とにかく離れてください！　いつまでやってるんですか！」

　涼花に言われて、水無月さんは「はーい」と俺から離れていく。

「えへへ、どうでした先生？」

　そして席に戻る前にそう訊たずねてきたので、俺は「……い、いいアイデアかと思います」と反射的に答えてしまい、ギロッと涼花から睨にらまれた。いや、もちろんラブコメの手法としての意味だからな!?

「そろそろ春菜も行く」

「え!?　ちょ、ちょっとお姉ちゃん!?　私はいいわよ！」

　そうこうしているうちに、今度は神坂妹が秋乃さんに背中を押されて出てきた。

「確か、ケンカ友達なヒロインだったけど、主人公が告白されたことに刺し激げきされて自分も告白するってシチュエーションだった。さあ、どうぞ」

「だ、だから私は実演とか……っ！」

「ダメ。春菜もやる。プロを目指してるなら恥ずかしがってちゃいけない」

　秋乃さんにそう言われて、神坂妹は「う……」と言葉を詰つまらせる。

　しばらくは迷っていたようだが、やがて諦あきらめたのか、重い足取りでこちらにやって来て俺の前へ立った。

「う……、わ、私は……」

　恥ずかしさで顔を真っ赤にしながら俯うつむいてしまう神坂妹。

　しかし次の瞬間、ギュッと目を閉じながら、ヤケクソ気味に口を開いた。

「あ、あんたのことが好きだったのよ！　ずっとずっと好きだったの！　でも、何でも遠えん慮りよなく言い合える友達みたいな関係が心ここ地ちよくて、今までは言い出せなかったのよ……！　あ、あんたが誰だれかにとられるとか、そんなの絶対嫌いやなの！　だから……、だから私と付き合ってよ！」

　その告白が終わった時、室内はシーンと静せい寂じやくに包まれていた。

　はぁはぁという神坂妹の荒あらい息遣いだけが妙みようにハッキリと聞こえていて、誰も一言も発しなければ物音一つ立てない。

　俺もただ、呆ぼう然ぜんと神坂妹の姿を眺ながめているだけしかできなかった。

「……あ、あれ？」

　やがて神坂妹も場の異変に気がついたみたいで、きょろきょろと辺りを見回した後、何があったのって感じで俺の方に向き直った。

「……いや、あの、今のって、演技なんだよな……？」

「わ、私には春菜さん自身の告白にしか聞こえなかったんですが……」

　俺に続いて、涼花もまた正直な感想を述べる。

　すると神坂妹は「え？」と何を言われたのかわからないといった顔をしていたが、

「……なっ!?　なななな!?　そ、そんなの演技に決まってるでしょ!?　な、なにトンデモナイ誤解してんのよ!?　あ、あり得ない……！　バッカじゃないの!?」

　しばらくして意味を理解したのか、これ以上ないくらい顔を真っ赤にして、手足をバタつかせながら全身で思いっきり否定するのだった。

「わ、私も一いつ瞬しゆんビックリしたわね……」

「あんなにキャラになりきれるなんて声優さんでも難しいよ？　すごい！」

　舞と水無月さんの言葉が追つい撃げきのように飛んできて、神坂妹はついに耐たえられなくなったのか「ち、違うったら！」と逃にげるように自分の席に戻った。そしてその肩かたをポンポンと叩たたきながら「がんばった」と頷うなずいている秋乃さん。

　……な、何だったんだ。メチャクチャ驚いたけど、でもあれがギャップ萌えか……。

　普ふ段だん絶対あんな台詞せりふを言わないであろう神坂妹が告白なんかすると、あんなにも衝しよう撃げき的なことになるとは。ある意味で、今までで一番インパクトがあった。

　それにしても神坂妹ってあんなに演技が上手うまかったんだな……、と考えていると、

「ふっふっふ、最後は私デスね」

　いつの間にかＷピース先生がススス……と近寄って来ていて、当たり前のように俺の腕うでに抱だきついてきた。

「ちょ、ちょっとＷピース先生、何するんですか……！」

「もちろん私のボーイミーツガールデスよ？　……さあ先生、ちょっと私のメガネを取ってみてくだサイ……」

　後半は、なぜか俺にしか聞こえないように小声で呟つぶやくＷピース先生。

　俺は何のことかと思いつつも、言われた通りそっとＷピース先生のメガネを外した。

「……え？　ええ!?　きゃああぁっ！」

　すると突とつ然ぜん、Ｗピース先生が真っ赤になって涙なみだ目めで悲鳴を上げた……だと!?

「ど、どうしたんですか!?」

「……だ、ダメなんです！　私、メガネがないとダメで……！　あううう……！」

　本当に恥ずかしそうに、ぷるぷる震ふるえながら縮こまるＷピース先生。

　……な、なんだ!?　こ、こんなＷピース先生初めて見たんだけど……！

「ほ、本当は私とても臆おく病びようで……！　メガネをかけてる時だけは何とか取り繕つくろってるんですけど……、それがないと、もう本当にダメダメで……！　お、お願いです！　何でも言うこと聞きます！　あなたの奴ど隷れいになりますから、どうかこのことは秘密にしておいてください……！」

「え、えええ!?」

　驚きよう愕がくする俺に抱きついて、Ｗピース先生は震えながら胸にすがりついてくる。

「ちょ、ちょっと……！　で、でもこれは……、ええ……？」

　それを涼花が咎とがめようとするが、涼花も涼花で混乱している様子だった。

「うう、ううう……」

　Ｗピース先生が俺の胸に顔を当てながら泣いてるし……。

　なんなんだこの状じよう況きようは？　俺は一体何をすればいいんだ……!?

　そんな感じで、俺がどうしようもなく困こん惑わくしていると、

「う、ううう……、うへへへ、うへへへへへへ……！」

「え？　だ、Ｗピース先生!?」

　不意に、Ｗピース先生の雰ふん囲い気きが変わった。

「うへへへ……、やっぱり先生は温かいデスね、すりすり……」

「な、何やってんですか!?」

　いつの間にか元に戻もどっていたＷピース先生を、俺はベリッと引き剝はがす。

「あんっ、先生は乱暴デスね！　でもそういうのも、私は嫌きらいじゃないデスよ！」

「なんの話をしてるんです!?　そ、それより、今のは一体何だったんですか!!」

「だから、私が言ってたメガネを取ることによるキャラ変化デスよ。どうデシたか？　驚おどろきマシた？」

　いつもの底そこ抜ぬけの笑え顔がおに戻ったＷピース先生を見て、俺は呆あつ気けにとられる。

「じゃ、じゃあ、さっきのは演技……？」

「そうデスよ？　ギャップ萌えと、ヒロインの秘密を知ることによる関係性の構築、それに意外性という三点セットデス！　お気に召めしマシたか？」

　い、いや、ただ普ふ通つうに驚いた……。Ｗピース先生にあんな演技ができたとは……。

　それにしても、いや、確かにインパクトはあった。キャラのギャップの見せ方を小道具を使ってわかりやすくしてるのもいいし、変化の前後でいろんなバリエーションが考えられるし、普通にアリだと思える……。

「……一瞬、本当にＷピース先生の性格が変わったのかと思いました……」

「残念ながら、メガネをしてなくても私は私デスよ！」

　メガネなしでも、いつも通り笑顔でＷピースしているＷピース先生。

「マジで一本取られましたよ……。あ、はい、メガネです」

「ありがとうございマス！　さて、じゃあ次は……メガネを外したらエロエロになるバージョンの実演もしマショうか！」

「え!?」

　そう言って、怪あやしい笑みを浮うかべて迫せまるＷピース先生に、俺がたじろいでいると、

「い、いい加減にしてください！　もう騙だまされませんよ！」

　さっきは見事にＷピース先生の演技に騙されていた涼花が、今度こそ声を上げた。

　Ｗピース先生は「仕方ないデスね。じゃあまた今度で！」と言って自分の席に戻り、涼花は「今度なんてありません！」とさらに怒おこっている。

　なにはともあれ、これで全員が実演を終えたわけだが──

「やっぱり私のが一番よ！　ラノベはサービス要素が重要なんだから！」

「そればかりを全面に押し出すのは邪じや道どう。私のように物語性を重視するべき」

「やっぱり萌もえが一番大事だって、桜は思います！」

「あ、あんだけ恥はずかしい思いをしたんだから、私が一番でしょ……！　うう……！」

「エロにも使える汎はん用よう性の私がナンバーワンデスね！」

　結局状況はまるで変わっておらず、みんな自分の方法論が一番だと譲ゆずらないので、再度論争が始まってしまった。

　俺としては、全員の考え方でそれぞれ参考になる部分があったと思う。

　実演させられてみて手て応ごたえみたいなものを感じたし、目もく論ろ見みとしては大成功だった。

　……け、けど、どうやってこの場を収拾すればいいんですかね……？

　きっかけになったのは俺の一言だから、何とかする責任があるんだけど……と、そうやって俺が途と方ほうに暮れていた時だった。

　バンッ！

「…………っ！」

　不意に、涼花がテーブルを叩いて立ち上がった。

　その音で、全員がピタッと動きを止めて、涼花の方に振ふり返る。

　場が急に静まり返る中、涼花が真っ赤な顔をしてキュッと口をつぐんでいた。

　……な、なんだ？　涼花のやつ急にどうしたんだ？

　俺がそんな涼花らしからぬ行動に困惑していると、

「わ、私は……！　実は私は、お、お兄ちゃんのことが大好きだったんです！」

　いきなり、意を決した感じでそんなことを口走ったのだ。

「……へ？　……ええ!?」

　もちろん俺は驚愕するが、涼花はさらに続けて、

「わ、私はお兄ちゃんのことがずっと大好きだったけど、素す直なおじゃない性格でそのことがずっと言えなかった妹だったんです！」

　と、すさまじい爆ばく弾だん発言を繰くり返した。

「お、おまっ、お前!?　な、なななななに急に意味不明なことを言ってんだ!?」

「お、おおお落ち着いてくださいお兄ちゃん！　ここここれは、私の考えたボーイミーツガールですから！」

　……は、はぁっ!?　ますます意味がわからないんだが!?

「つ、つまり、ある日突然妹が兄に、今みたいな感じで告白してくるところから物語が始まるんです！　ど、どうですか！　インパクトもあるし、今までの妹とのギャップもあります！　これから先に待つ、素晴らしい物語も想像させてくれるでしょう!?」

　涼花は身振り手振りを加えながら、必死な様子でそう力説する。

　そこで、俺はようやく涼花が何を言いたいのか理解した。

　……つまり、涼花はみんなの論争を聞いて、自分も議論に加わろうとしているんだ。

　涼花が面おも白しろいと考えるボーイミーツガールが、つまり今言ったような感じだということらしい。……でも、しかし今のは……。

「涼花さん、それってもうやってるじゃない」

　その時、舞が俺の考えを代弁するかのようにそう言った。

「え？　も、もうやってるとは？」

「だから、そういう妹からの告白で始まる物語は、永遠野誓のデビュー作〈お兄ちゃんのことが好きすぎて困ってしまう妹の物語です。〉で、もうやっちゃってるってこと」

「そ、それはそうですけど、でも私はお兄ちゃんの参考にと……」

「さすがに新作でも同じ展開というのはマズイと思う」

「あ、秋乃さん？」

「うん。桜も妹モノは大賛成だけど、全く同じなのはダメだと思うな」

「さ、桜さんまで!?」

「ま、変化をつけなきゃワンパターンって言われちゃうわよね」

「は、春菜さん……、ううう……」

「私は見せ方を変えればいいとは思いマスけど、肝かん心じんの先生がどう判断するかデスね」

　Ｗピース先生の言葉を聞いて、涼花がすがるような視線をこちらに向けてくる。

　だが俺は、思わずそれから目を背そむけてしまった。

「う、ううう、ううううう～……！」

　涼花が悔くやしそうに唸うなりながら俺を睨にらむ。

　そこで涼花の話は終わったと判断されたのか、再度涼花以外の面々でラブコメ論争が再開されていた。本物の永遠野誓だけが蚊か帳やの外にいるというすごい状況だった。

　俺はそのいつ果てるともわからない議論を聞きながら、心の中で涼花に対して何度も謝る。けれど、そんなものが伝わるはずもなく、涼花はその後も延々と俺に唸り声と視線を送り続けるのだった。




　　　　▼




「お兄ちゃん、どうしてあの時頷うなずいてくれなかったんですか……！」

　当然のことだったが、帰り道で涼花が俺にそう詰きつ問もんしてきた。

　あの後、結局ラブコメ論争は決着がつかないまま、次回に持ち越こしという謎なぞの評決で終しゆう了りようし、それに合わせて打ち上げ会も幕を閉じた。

　結局全員が一歩も引くことなくクリエイターとしての自負を見せたわけだ。

　それ自体はいいことだし、俺も大いに参考になったから、あの議論自体は悪いものじゃなかったと思う。……ただ、一点だけ問題が残ってしまった。

　言うまでもなく、それは涼花だ。

　本物の永遠野誓にもかかわらず議論に参加できず、しようと思ったらあんな形で弾はじかれてしまったんだから、一人だけもろに割を食った形だ。……とはいえ、

「ごめん……。でも仕方なかったんだよ。俺は一応永遠野誓ってことになってるから、あそこで参考になるとか言ったら変じゃないか。自分の前作の出だしとまったく同じなんだから……」

「そ、それはそうかもしれませんけど……！　でも本当はお兄ちゃんの作品のことなんですから、私の作品を参考にしてもいいじゃないですか……！」

　それはそうだけど、それをみんなの前で言うことはできないってのは、涼花自身もわかっているはずだ。わかっているからこそ、俺を問い詰つめる声にもどこか力がない。

「まったく……！　この世の物語は全すべて妹からの告白で始まればいいんです……！」

「か、過激な意見だな……」

　それだけ涼花は自分の作品の構造に自信を持ってるのかもしれないが、そこまで言い切れるのはお前くらいだろうなと、俺は内心で苦く笑しようしていた。

「……それで、どうなんですか」

　その時、ふと涼花が訊たずねてきた。

「どうって、何が？」

「お兄ちゃんの作品の……、ボーイミーツガールの部分です。今日のあれで、いいものが書けそうなんですか？」

「あ、ああ、それは、うん……。みんなのおかげで、何とか書けそうな気がしてる」

「それならよかったですが……。私に何の相談もなく、いきなりあんな勝手をしたことに対するお説教は、家に帰ったらちゃんとしますからね」

「そ、それは、はい……。覚かく悟ごしております……」

　俺がそう答えると、涼花は「まったく……」と不ふ機き嫌げん顔を見せたが、ふとその雰ふん囲い気きが変わって、なぜか急に頰ほおが赤く染まったように見えた。

「と、ところでお兄ちゃん。どんなボーイミーツガールを書くか決まれば、当然そのシーンの取材が必要ですよね？」

「え？　あ、ああ、そうかな……？」

「ひ、必要だと思います。それでその時は……、ひ、非常に不本意ではありますが、私がお相手をしようと思います。今までずっと私の作品の取材に付き合ってもらってきましたから、これくらいの恩返しは自然ですよね!?」

　そんなことを言われて、俺は何とも答えられないでいた。

　そしてその時、突とつ然ぜん脳のう裏りに、自分の考えたラブコメの筋書き通りに涼花とイチャイチャする自分が浮かんできて、俺は慌あわててぶんぶんと頭を振った。

「……？　お兄ちゃん、どうかしましたか？　顔が少し赤いみたいですけど」

「い、いや、何でもない。それより早く家に帰ろうぜ！」

「そんなに早くお説教してもらいたいんですか？　お、お兄ちゃんはそんな趣しゆ味みが？」

「違ちがう！　そうじゃなくて……！　と、とにかく帰るぞ！」

「あ、待ってください！」

　結局俺は、涼花との取材については何も答えずうやむやにしたままだったが、なぜそうしたのか、自分でもよくわからなかった。

　涼花との取材なんて、今まで何度もやって来たはずなのに……。

　気づいたら、俺は歩く速度を速めていた。まるで、自分の中でくすぶる正体不明の感情から逃にげようとでもするように。

　そしてその時ふと、俺はどうして尊敬する永遠野誓の──涼花の作品を参考にしようという発想が自分の中にないのだろうと、そんなことを思ったのだった。








第三章　取材から逃げてはいけません！









『わたし、　実はお兄ちゃんのことが大好きなんだよ？』




「どうですか!?　ここ！　このシーン！　桜さくら、もう本当に妹になりきってたんですよ！　こんな魂たましいから声を出せたの、生まれて初めてかもしれない！」

「……これは、素直に素晴らしいですね。悔しいですが、兄を想おもう妹の気持ちがちゃんと表現されていると思います。も、もちろん私にはそんな気持ちはわかりませんけど？」

「もしクソアニメだったら筆頭ファンとしてアニメ会社に突とつ撃げきしようかと思ってたけど、クオリティ最高じゃないのよ！　ま、永と遠わ野の誓ちかい作品をアニメにするんだから、これが当然よね！」

「作画もいいデスね！　自分のデザインしたキャラがアニメになるって初めての経験デスから、なんだか不思議な気分デスよ！　それで、この後にはもっとエロエロなシーンが用意されているんデスよね？」

　夏休みが始まって、数日程ほどが経たったある昼下がりのこと。

　わーわーきゃーきゃーと、女性陣じんの賑にぎやかな話し声がリビングに響ひびく。

　全員がテレビ画面に視線を釘くぎ付づけにしているが、それもそのはず、そこに映し出されているのは永遠野誓原作のアニメ〈お兄ちゃんのことが好きすぎて困ってしまう妹の物語です。〉だった。

　ちなみにこれはテレビ放送されたものじゃなく、先日原作者宛あてに送られてきた完成版のディスク──いわゆる「白箱」と呼ばれているものの映像だ。

　なぜそれを今、うちのリビングでみんなで見ているのかというと、白箱が家に届いたのとほぼ同時に水み無な月づきさんから電話がかかって来て「せっかくだからみんなで集まって見ましょう！」と提案されたからだ。

　いい話だと思えたし、真の原作者である涼すず花かもそれに賛成したので、今日こうやってうちで観賞会が開かれることになった。

　参加者は俺と涼花、メインヒロインの声優を務める水無月さんと、原作イラストを担当したＷピース先生。それと話を聞きつけて絶対参加するときかなかった舞まいも含ふくめた五人。

　神かん坂ざか姉妹しまいにも声をかけたが、今ラノベと同人の仕事がものすごく忙いそがしいらしく、残念がっていたが今日は不参加となった。

　そんな経けい緯いで、現在みんなは画面で繰り広げられている〈妹〉の世界に夢中になっているというわけだ。

　熱ねつ狂きよう的な原作ファンである舞も認めるほどのクオリティと、高い再現度。

　キャラクターデザインを担当したＷピース先生お墨すみ付つきの作画。

　水無月さんをはじめとした実力のある声優さん達の演技。

　そして、原作者である涼花も頷く納なつ得とくの出来。

　間ま違ちがいなく、これは神アニメと呼ばれるに値あたいする仕上がりだ。

　もう今から放送された時の視し聴ちよう者の反応が楽しみになるくらいのレベルで、約束された勝利のアニメと言っても過言じゃなかった。だから涼花の作品の大ファンである俺も、興奮しながら映像に見入って──……いるはずなんだけど……。

「…………」

　実際の俺は、盛り上がっている女性陣達を尻しり目めに、一歩引いたところでぼんやりと画面を眺ながめていた。

　……いや、別にアニメ自体に不満があるわけじゃないんだ。

　ってか、そんなものは一いつ切さいない。素す晴ばらしい出来になってるのは客観的な事実だし、俺も心の底からそう感じながら映像を見てる。

　じゃあ、ずっと完成を待ちわびていたはずのアニメを前にして、どうしてこんなにも集中できないでいるかというと、その原因はハッキリしていた。

　つい数日前のことだ。

　この前の打ち上げ会でみんなから得たボーイミーツガールの知識と技法を基もとに、俺はラブコメのプロットを書き直し榊さかきさんに送った。

　で、それを見た榊さんから連れん絡らくが来たんだけど、俺はその時の会話を思い出す。




『んー、まあ指し摘てきしてたボーイミーツガールの部分はかなり良くなってんじゃない？　前に比べてちゃんとインパクトもあるし、ストーリーへの導入になってるし』

「ま、マジですか！　じゃあこれで……！」

『これで第一関門はとりあえず突とつ破ぱって感じかなー』

「だ、第一関門ですか」

『当たり前っしょ。面めん倒どうくさいけどちゃんと売れるもんに仕上げないとねー。じゃないと私も家賃払はらえないしご飯にオカズは付かないし」

「思いっきり私情が聞こえた気がしたんですが……」

『毎日塩だけでご飯食べ続けるって結構キツイんだよ？　知ってた？』

「知りたくなかったんですけど!?」

『まあそんな感じで、あたしのおまんまのためにも徹てつ底ていしてやっていこうってことでー。次に直す部分はやっぱ肝かん心じんのラブコメパートだろねー』

「ラブコメパートですか……。でも、それはプロットじゃなくて実際に書いてみないとわからないと思うんですが」

『んなの、書くほうも読むほうも面倒くさいじゃん。それに、プロットの字じ面づらだけでも面おも白しろそーって思わせるくらいのイベントじゃないとダメよ』

「な、なるほど」

『水着ーとかパンチラーとか、キャッチーでインパクトがあって触さわりだけでも読者を引き込めるようなラブコメイベントを中ちゆう盤ばんに展開させないとね。現代人はけしからんことに面倒くさがりばっかだから、あー、なんだ、そういうの必要ってこと』

「その現代人の代表みたいな榊さんが言うと説得力がありますよ！　……でも、そうか、中盤のラブコメイベントか……」

『そ、しかも思いっきりはっちゃけてるようなやつねー。次はそれをがんばって考えてちょうだいよ。だんだんよくなってきてるのは間違いないから』

「ま、マジですか!?　よくなってますか!?」

『うん。もうちょっと改善すれば出版できるんじゃないの？　多分』

「出版……！　わ、わかりました！　寝ねる間も惜おしんで考えます！」

『あ、そう？　ま、私は今から昼寝するけど。そーいや知ってる？　金がかかるのは起きてるからで、寝てたらその時間はタダで生活できるんだってさ。確かにお腹なか空すいてても食べ物がない時は寝るに限るって──』




　……と、そっから先は別に思い出さなくてもいいような内容だったうえに俺もまともに聞いてなかったので割かつ愛あいするが、大体はこんな感じの話をしたわけだ。

「…………ふへ」

　思わず、気の抜ぬけた声が漏もれる。

　ヤバイヤバイ……。思い出してたら自然と口元が緩ゆるんでくるな……。

　俺はグッと表情を引き締しめるが、しかしまたすぐに笑えみがこぼれそうになる。

　……でも、仕方なくないか？　だって榊さんが、プロの編集がよくなってるって言ったんだぞ……？　しかも直々に！　リアルタイムで！

　さらにさらに、もうちょっとで出版もできるってさ！

　こんなの、顔がニヤケても仕方ないだろ!?　なんせ俺は、今まさにラノベ作家デビューの道を一歩一歩確実に歩んでいるわけなんだからな！

「……ふ、ふふふ、くくく……」

　とまあそんなわけで、俺は自分の作品のことばかりが頭に浮うかんで、涼花のアニメにも集中できないでいたってわけなのだ。

　だが──俺はその辺りでいい加減、今度こそ本当に気の緩みを引き締める。

　よくなってるとはいえ、まだ出版もデビューも決まったわけじゃない。あくまでも今はそれに徐じよ々じよに近づいているに過ぎない。榊さんが言ってた通り、俺は第一関門をクリアしただけで、夢がかなうかどうかはこれからにかかってるんだ。

　画面では水無月さんが演じる妹の佑ゆう花かが兄の涼りように頭をナデナデしてほしいとおねだりする名シーンが流れており、女性陣がますますヒートアップしていたところだったが、俺は自分の思考に没ぼつ頭とうしていた。

　ラブコメの肝きもであるラブコメシーン……。それをいかにインパクトがあって、なおかつ読者にとってうれしいものにするか……。

　それは、榊さんに連絡もらって以来ずっと頭を悩なやませている問題だった。

　例によって俺は、電話でアップしたテンションのまま頭に浮かぶいろんなラブコメシーンを大量に書いて榊さんに送ったのだが──

『全部ボツ。読むのも大変なんだから数撃うちゃ当たる式に送ってくんな』

　と、既すでに怒おこられた後だったりする。

　確かにちゃんと考えて書かないとな……と反省したのだが、そうすると今度はなかなかこれといったものが思い浮かばず、ここ数日ずっと悩んでいるというわけだった。

　今も俺は、見るでもなくぼんやりとテレビ画面を眺めながら、そのラブコメイベントのアイデアについて考えていたのだが、

「……お兄ちゃん、またボーッとしているんですか」

　ふと気がつくと、涼花が女性陣の輪から離はなれていつの間にか俺の隣となりに座っていたので、俺はギクリと身体からだを強こわ張ばらせた。

「どうせまた、自分の作品について悩んでるんでしょう？」

　涼花は別に怒っている様子はなく、あくまでも仕方ないとか呆あきれたとかいった感じだったのだが、俺は図星を突つかれたことと、涼花のアニメを見ている最中に上の空になっていたことで、非常に気まずい気分だった。

「ここ数日間また変でしたしね。……そ、それで？　どうなんですか？」

「ど、どうとは？」

「また編集の人から何か言われて悩んでいるんでしょう？　この前のボーイミーツガールのことは解決したけど、また何か新しく指摘されたことがあるんじゃないですか？」

　……す、鋭するどすぎだろお前。なんで完全に当てられるんですかね……。

「まったく、仕方ないお兄ちゃんですね。どんな指摘かは知りませんけど、悩んでいるということは解決してないということですよね？　な、ならまた取材をしないといけませんが、こ、今度こそは私がその相手にですね──」

　涼花は俺と目を合わせずに話し続けている。

　だが俺は、涼花の口から『取材』という単語を聞いた瞬しゆん間かん、なぜかドキリとして、

「い、いや、そうじゃなくて、今年の夏休みの予定について考えてたんだよ。なんか、その、今までしたことがないことをしようかなって」

　気づいたら、そんな感じで謎なぞの誤ご魔ま化かしをしていた。

　べ、別に隠かくす必要なんてないのに、口が勝手に……！

「夏休みの予定……ですか？」

　涼花もいきなりそんな話をされて意外だったのか、キョトンとした顔をしている。

　だが、やがて「……あっ！」と何かに気がついたような顔をして頰ほおを染めると、いきなり「えへへ……」とだらしない笑みを浮かべ始めた。……な、なんだ？

「お、思いがけずこれはチャンスでは……!?　お、お兄ちゃんと二人の夏休み……！」

「す、涼花？」

「ふ、二人きりでの大人旅行……！　どうやって話し出そうかと思っていましたけど、今がまさに絶好の機会では……！　あの口ぶりならお兄ちゃんに予定はないみたいですし、自分の作品のことじゃないなら……、それを理由に断られることも……！」

　俺に背を向けて、何やらブツブツと呟つぶやき始めた涼花。

　小声なうえにものすごく早口なので、何を言ってるのかまるで聞き取れない。

　俺は取り残された形でどうすることもできずにいたが、

「お、お兄ちゃん！　な、ななな夏休みの予定ですけど！」

　やがて涼花がものすごい勢いで振ふり向くと、そのままズイッと身を乗り出してきた。

　俺がのけ反りながら呆あつ気けにとられていると、涼花は「あ、あの……！」とか「ですからその……！」と口ごもっている。

　そして、何かを決意するように口を開いたその時、

「あ、祐ゆう、そういえばもうすぐ合宿だから準備しときなさいよね」

　そんな声が全然関係ないところから聞こえてきて、俺も涼花も「え？」とその方向を振り向いた。

「ん？　なによ、どうしたの二人とも？」

　見ると、舞が不思議そうな顔をしてソファにふんぞり返っているところだった。

　テレビ画面は既に消えており、どうやらアニメ観賞は終しゆう了りようしたみたいだが、そうじゃなくて今こいつが言ったのは……。

「合宿とか聞こえたけど……？」

「そうだけど？　だから、なんでそんな不思議そうな顔してんの？」

「いや、合宿って何の話だ……？」

「はあ？　あんた何言ってんの？　合宿といえば、夏休み恒こう例れいの合宿に決まってるじゃない。去年行ったのも忘れたの？」

　……いや、それは覚えてるよ。去年合宿って名目で、みんなでプライベートビーチ付きの舞の別べつ荘そうに行ったんだ。あの時はいろいろ大変なことがあったわけだけど、今問題なのはそこじゃなくてだな……。

「夏休み恒例って、まさか今年も行くのか……？」

「え？　当然でしょ？　毎年行くって決めたじゃない」

「いつそんなこと決めた!?」

　……反射的にツッコんじまったけど、そ、そんなの決めてないよな……!?

　俺は慌あわてて記き憶おくを探さぐってみるが……、うん、そんなことは決めてないはず！

「今さっき、みんなで話し合って決めたのよ」

「その話し合い、俺は参加した覚えがないんですがねえ!?」

「な、なによ！　別にいいじゃない！　クリエイター同士が集まって合宿とか、もうそれだけで有意義なんだから、なにも損はないじゃないのよ！」

　……少なくとも去年はそんな有意義なことは起こらなかったぞ。

「まあまあ先生、いいじゃないデスか。みんなで旅行は楽しいデスよ？　それに、先生も夏休みの予定を決めかねてたんデショう？」

　う……、さっきの話が聞かれてたのか……。

「先生先生、桜、すごく合宿に行きたいです！　去年みんなで行ったって聞いて、すっごく羨うらやましかったから、今年は絶対桜も参加したい！」

　さらに水無月さんもはいはいと手を上げる。

　……た、確かに去年は水無月さんとはまだ本格的に知り合ってなかったからな。

　そ、それにしてもどうしよう？　合宿それ自体は（……まあ、そこはかとなく嫌いやな予感はするけど）どうしても断るってほどじゃないんだ。

　みんなで海で遊ぶって考えるなら悪いイベントじゃないし、涼花が海の取材がしたいといえばむしろこちらから頼たのみたいくらいだ。

　でも、今の俺はそんなことをしている余よ裕ゆうがない。

　涼花のアニメを前にしても考えにふけってしまうくらい、俺は今自分の作品をどうすべきかで頭がいっぱいなんだ。とてもじゃないけど合宿なんて行ってる暇ひまはなかった。

「が、合宿!?　そんなことをしたらお兄ちゃんとの大人旅行が……！　だ、ダメです！　そんなこといきなり言われても……！」

　さらに、涼花もまたぶんぶんと首を振る。

　肝かん心じんの涼花が合宿に否定的な以上、いよいよ行く理由がなくなってしまった。

「そもそも合宿って言ったって、具体的に何をするんだ？　明確な目的がなければ、ただ単に遊んで終わるだけじゃないか」

　なので断る方向に話を持っていこうとするが、

「こ、今年はちゃんと目的があるのよ！　この前のラブコメ勝負の決着を、合宿でつけようってことになったんだから！」

　舞がそう反論してきて、俺はその『ラブコメ勝負』という単語にピクリと反応した。

「ラブコメ勝負って、この前の打ち上げの……？」

「そうよ。あの時結局、誰だれが一番か決着がつかなかったじゃない。だから、またみんなで合宿って形で集まって、そこで今度こそ誰のラブコメが一番か決めようってこと」

「そ、それって、具体的にどんな勝負をするつもりなんだ？」

「お、お兄ちゃん？」

　急にそんな質問をする俺に、涼花が慌てた様子で振り向く。

　だが俺はそんなことを気にする余裕もなく、気がつけば前のめりになっていた。

　……な、なんか今、ピーンと何かが引っかかった気がする。もしかして……！

「ま、またボーイミーツガールのアイデアを出し合うのか？」

「違ちがうわ。そこじゃ決着つかないから、今度はメインになるラブコメイベント自体のアイデアで競きそおうって話を──」

「合宿！　是ぜ非ひ参加させてくれ!!」

「えええええ!?　おおおお兄ちゃん!?」

　俺は思わず立ち上がりながら、そう高らかに宣言していた。

　涼花が驚きよう愕がくに目を見開いているが、そんなことはどうでもいい。

　舞やＷピース先生や水無月さんまで、突とつ然ぜんの俺の心変わりに驚おどろいている顔だが、だからどうしたって気分だった。

　うおおおおおおおおおお！　神さま！　ラノベの神さまありがとうございます！

　チャンス！　これは絶好のチャンスだ……！

　ちょうど今、俺はメインになるようなインパクトのあるラブコメイベントについて頭を悩ませていたんだ。

　そんな時にまた舞達によるラブコメ論争が、しかもまさにクリティカルな議題で再び行われようとしているんだぞ!?　こんなの参考にしない手はないだろ!?

　まさか、こんな絶好の機会が向こうからやって来るとは思わなかった……！

　やっぱり神さまは俺のラノベ愛を見ててくれたんだな……！

「そ、それで、合宿はいつからだ!?　俺は今からすぐでもかまわないけど!?」

「な、なんで急にやる気になってんの!?　さ、さすがにそんな急には無理よ。別荘を管理してくれてる人達にも連れん絡らくしないといけないし……」

「この際、浜はま辺べでキャンプでも俺は全然ＯＫだぞ！　なんなら野宿でも！」

「ええ!?　なんか祐、キャラ変わってない!?　そ、そりゃ私だって祐とならキャンプでも野宿でも全然いいんだけど……！　で、でもやっぱり準備があるから数日後ね！　日時が決まったらまた全員に連絡するから」

　舞にそう言われて、俺はじれったい気分になる。

　……だが、ここで焦あせっちゃダメだ……！　こうなったら、当日はみんなのアイデアや技法を決して見落とさないよう、今から万全の準備を整えておこう！

「なんだかよくわからないけど、でもこれでみんなと一いつ緒しよに合宿ができるんだね！」

「ふふふ、先生はヤる気デスね！　今年の合宿は去年以上に盛り上がること間ま違ちがいなしデス！　私もコス以外に、いろんなグッズを用意しないといけマセんね！」

　水無月さんとＷピース先生も、予定通り合宿が行われることに喜んでいるようだった。

　その調子で、ラブコメ論争でもまた素す晴ばらしい意見を聞かせてください！

「お、お兄ちゃん……！」

　そんな感じで俺がワクワクしていると、ふと隣となりから絞しぼり出すような声が聞こえてきた。

　見ると、涼花が身体からだを小刻みに震ふるわせながら、俺を睨にらんでいるじゃないか。

　……正直に言おう。この時の俺は、少々浮うかれすぎていた。

　だから、涼花がその時どんな心理状態だったか、よく考えてみればすぐにわかるはずだったのに、俺は全然気がつかなかった。

　しかもそれだけじゃなく、

「涼花、今年も合宿楽しみだよな！」

　なんて言ってしまったんだから救いようがない。

　結果としてそれはトドメとなり──……俺はみんなが帰った後に、自業自得という言葉の意味を痛感する羽目になるのだった……。




　　　　★




　怒おこりました。

　当たり前だと思います。すっごく怒りました。

　もちろんお兄ちゃんは、私がこの夏にお兄ちゃんと二人きりで大人旅行に行きたいと思ってたなんて知らなかったわけですから、その点で責めるのは酷こくです。

　でも、作家同士の合宿という名目なのに、私に何の相談もなく一人で勝手に参加を決めるのは明確なルール違い反はんです！　わ、私達は二人で一人のラノベ作家なのに……！　いわば一心同体で、た、魂たましいの伴はん侶りよと言っても過言ではないのに！

　なので、あの日皆みなさんが帰った後に、私はお兄ちゃんにお説教をしました。

　お兄ちゃんも自分が悪かったと自覚はしてたみたいで、最初から全面的に謝りました。

　ですが、どうしても合宿にだけは行きたいと、それだけは譲ゆずらなかったのです。

　そして私はその理由を聞いて、怒いかりが吹ふき飛んでしまいました。

　お兄ちゃんが語った理由──それはやっぱり、お兄ちゃん自身の作品のことでした。

　先日の打ち上げ会のおかげで（私は不本意なんですけど……）話の始まりであるボーイミーツガールについては編集の方に認めてもらったそうなのですが、今度はメインとなるラブコメイベントについて、再び頭を悩なやませていたそうなんです。

　そんな中、氷ひ室むろさん達が合宿で再びそれについて議論をすると知り、この機会を生かして是非自分の作品に生かそうと思ったのだとか。

　……はぁ、我がお兄ちゃんながら、なんて短たん絡らく的な思考ですか。

　私はそれを聞いて呆あきれました。心の底から呆れました。

　……でも同時に、そんなひたむきで真まっ直すぐで、涙なみだぐましいお兄ちゃんの気持ちが、ものすごく愛いとおしく思えたのです……！

　ただひたすらラノベ作家になりたいという一心で何でもするというその姿勢。

　もう一いつ所しよ懸けん命めいすぎて可愛かわいい以外の感想が思い浮かびません……！　そんなこと聞かされたら怒るどころじゃないですよ！　応おう援えん以外何ができるって言うんですか！

　というわけで、お説教はしましたが、それは早々に取りやめて私も合宿行きに同意しました。あんな、私に断られて行けなくなるんじゃないかってオドオドしてるお兄ちゃんを見たら、庇ひ護ご欲よくで溺おぼれてしまいますからね。

　……とはいえ、です。

　確かに、勝手に合宿行きを決めたお兄ちゃんに対する怒りはなくなりました。

　しかし、そうするとまた、別のモヤモヤした感情が私の中に浮かび上がってきます。

　それは、お兄ちゃんと大人デートする機会を逸いつしてしまった──……というのも当然あるんですが、それよりもモヤモヤするのはお兄ちゃんの『取材』についてです。

　……お兄ちゃんは、どうして私相手に取材をしてくれないんですか？

　ラブコメに悩んでいるんなら、私と沢たく山さんイチャイチャして面おも白しろいイベントを探さぐるのが正しいやり方なんじゃないでしょうか!?

　なので、私はお兄ちゃんに婉えん曲きよくにそのことを指し摘てきしたのですが、

「ほ、ほらあれだよ。取材って言っても今は具体的に何をするかを決める段階だからさ。まずはアイデア出しを優先しないと」

　と、なぜか視線を逸そらしながら、この前と同じような答えを返すばかり。

　確かに、その意見にも一理はあります……。

　ですが、どこか引っかかるんです。やっぱりお兄ちゃんは最近、私のことを避さけているのでは……？　い、いえ、こんな恐おそろしい想像なんてしたくはないですし、そんなことがあっていいはずはないんですが、どうしてもそんな考えが頭から離はなれません……。

　この前の打ち上げ会の時だって、皆さんの意見には熱心に耳を傾かたむけていたうえに実演にまで付き合って……。

　なのに私のことは全然相手にしてくれなかったですし……！

　私だって、お兄ちゃんが私の作品にそうしてくれたみたいに、いっぱいお兄ちゃんのお役に立ちたいのに……！　も、もちろんそのついでにイチャイチャしたいという下心はありますよ？　ええ、そこはもう全面的に認めますけど！

　なのになぜか、その機会が全然訪おとずれないんです。しかもそういう状態を、なんとなくお兄ちゃんが意図的に作り出しているような気がして、ますますモヤモヤしたフラストレーションがたまるばかりです……。

　そもそも、お兄ちゃんの理想のヒロインは私みたいな女の子なんですから、だったらやっぱり私といっぱいイチャイチャすることでアイデア出しをすべきですよね!?

　そうですよ、間違いなくそうすべきです！　私はいつでもウェルカムなのに、どうしてお兄ちゃんはその選せん択たくをしないのか、まったく理解に苦しみます！

　……お兄ちゃんの様子がおかしいのもまだ続いていますし、やっぱりお兄ちゃんは意識的に私との取材を避けているのでは……！

　い、いえ、いけません。そういうネガティブなことを考えていると、思考がそっちに傾いてしまいます。大体、そんなことがあるわけがないんですから、あり得ないことを考えて勝手に悩むなんて無む駄だな行こう為いです。

　そんなことより、私はどうやってお兄ちゃんの力になりつつイチャイチャできるかを考えるべきです。そういう意味で、今がまさに気を引き締しめないといけない時なんです！

「わーい！　海だ海だー！　桜、海に来るの久しぶりだよ！」

「海。水着。お泊とまり。先生と一緒。何も起きないはずがなく。……ふふふ」

「……お姉ちゃん、なに変なこと考えてるの……」

　私はその声に、思考を打ち切って顔を上げます。

　目の前には雲一つない空の下に、青い海と白い砂すな浜はまが広がっています。

　去年も来た氷室さんの別べつ荘そう──そこに隣りん接せつしたプライベートビーチに、水着に着き替がえた皆さんが立っているところです。

　そう、今まさに合宿が始まろうとしているわけですが、私の使命はこの機会に絶対にお兄ちゃんとイチャイチャすることです！

　も、もちろんお兄ちゃんの作品に役立つ取材という意味合いでですが、とにかく今度こそ皆さんに負けないようなイチャイチャをする必要があります！　お兄ちゃんの視線を独ひとり占じめにするつもりでいきますから、覚かく悟ごしておいてください！

「ど、どうした涼花？　なんか視線が怖こわいんだけど……」

　私が決意を込こめながらお兄ちゃんに熱い視線を送っていると、お兄ちゃんがそんな失礼な反応を見せます。……むう、相変わらず鈍どん感かんですねお兄ちゃんは。私の視線はお兄ちゃんへの愛でできているのに……。

　でもまあ、確かに視線に力を込めすぎていました。お兄ちゃんの水着姿を目に焼き付けておこうともしてましたからね。えへへ……、お兄ちゃんの水着……！

「ね、ねえねえ祐、私の水着似合ってると思う？　去年のとは違うんだけど！」

「私もデスよ！　さあ先生、思う存分視し姦かんしちゃってくだサイ！」

　そんなことを考えてえへえへしていると、氷室さんとＷピースさんがそろってお兄ちゃんのところへとやって来ました。

　お二人ともビキニで、氷室さんは純白で清せい楚そな感じの、Ｗピースさんは赤くてセクシーな感じでした。けど、両方どことなく布面積が小さいような気が……。

「そ、その、二人とも似合ってると思うけど……」

　お兄ちゃんが顔を赤くしながらそう答えますが、その間もチラチラとお二人の方を──さらに具体的に言うなら、お二人の豊満な胸むな元もとに視線を送っていました。

　……む、むうううぅ！　ど、どこを見ているんですかお兄ちゃんは！　や、やっぱり胸ですか！　胸がないとダメなんですか！　というか、お二人ともズルイです！　そんなの使ってお兄ちゃんを誘ゆう惑わくするなんて、反則以外の何物でもありません！

「あ、先生！　桜の水着姿も見てください！」

「私も。現役ＪＤのアダルトな水着姿にメロメロになってほしい」

「ちょ、ちょっと私は別にいいから、ジロジロ見ないでよね！」

　さらに桜さん、秋あき乃のさん、春はる菜なさんもお兄ちゃんに自分の水着を見せに来ます。

　お兄ちゃんはさらにしどろもどろになりながらも、律りち儀ぎに一人一人褒ほめています。

　……む、ある程度想定していた光景とはいえ、やっぱりモヤモヤしますね……。

　ま、まあ私も新しい水着を用意してましたし？　合宿に出発する前日にいち早く家でお兄ちゃんに見てもらってたので、悔くやしくなんてないですけどね!?

「そ、その、みんなよく似合ってて、可愛いと思います。はい……」

　え？　か、可愛い!?

　そ、そそそそんな羨うらやましい言葉、私はかけてもらいませんでしたけど!?

　見ると、そう言われた皆さんが明らかにうれしそうに顔をほころばせていました。

　……ちょ、ちょっとお兄ちゃん！　軽々しく可愛いなんて言葉を使わないでください！　女の子にとってそれは特別な意味のある言葉なのに……！　し、しかも私の時は可愛いなんて言ってませんでしたよね!?

「お、お兄ちゃん、私の水着はどうですか!?」

　私は慌あわててお兄ちゃんの前に出て、自分の水着姿を見せつけます。

「え？　お、お前は昨日見ただろ？　ちゃんと似合ってるよ……」

　ですがお兄ちゃんは、やっぱり気まずそうに目を逸らして、可愛いとは言ってくれませんでした。

　……な、なんで私だけ言ってくれないんですか！　水着姿の皆さんに囲まれて頰ほおを赤くしてるくせに、私だけは真っ直ぐ見もしないで……！

　ううう……！　そうですか、そういうことをしますかお兄ちゃん……！

　言っておきますが、私はそんなことでへこたれたりなんてしませんからね！　むしろ、俄が然ぜんやる気が湧わいてきましたから！

　こうなったら、この合宿中は意地でもイチャイチャして、お兄ちゃんの意識を強制的に私に向かせてあげます！　きょ、去年までと違ちがって、今年はもう私は高校生なんですからね！　お、大人な魅み力りよくでお兄ちゃんをメロメロにするんです！

「さてと、じゃあ早さつ速そく合宿を始めるわよ！」

　そんなことを考えていると、氷室さんが意い気き揚よう々ようとそう宣言していました。

　そうです、私達は海に遊びに来たわけじゃありません。

　普ふ通つうこういう場面では、みんなで海に入ってワイワイやったりするところなのでしょうが、そうはならないのがこの集まりなんです。

「もちろんやるのはラブコメの研究よ！　ボーイミーツガールでは決着がつかなかったから、今度はメインになるようなラブコメイベントのアイデアで勝負！　祐もそれでいいわよね！」

「ああ……、望むところだ！」

　氷室さんの問いかけに、お兄ちゃんはグッと拳こぶしを握にぎりしめます。

　……む、自分の作品のためだから、相変わらずやる気満々ですね。

　私との取材の時は、嫌いや々いやではないですけど、どこか腰こしが引けてる感じがするのに……。

「よし、じゃあこの前の決着をここでつけるわよ！」

　それはともかく、お兄ちゃんが積極的な態度を見せたおかげもあって、全員「おー！」といった感じで盛り上がっています。

　私もそれに同調します。この機会に、お兄ちゃんの意識を私に向けさせないといけません。この前の打ち上げではうまくいきませんでしたが、今度こそは……！

　そして私は真しん剣けんに、どんなラブコメイベントならお兄ちゃんと思う存分イチャイチャできるかを考え始めます。

「はいはい！　桜、先生と海に来たらやりたかったことがあったんです！」

　その時、桜さんがいち早く手を上げてきました。

　……おや？　あの手に持っているのは……。

「じゃーん、サンオイル！　海といったらサンオイルを塗ぬってもらうイベントですよ！　お互たがいドキドキでラブコメイベントとしてもバッチリ！」

「む、待った。それなら私も用意してきた。まさかアイデアがかぶるとは」

　さらに秋乃さんまで自前のサンオイルを取り出して前に出てきます。

　……このお二人、見た目も性格も正反対ですけど、なんだか通じるものがあるような気がするのは、私の錯さつ覚かくでしょうか？

　と、それはともかく、

「ふっふっふ、残念デシたね二人とも！　実はサンオイルイベントは、去年の合宿の時に体験済みなんデスよ！」

「えええ!?」

「なに……っ!?」

　勝ち誇ほこるＷピースさんに、絶句する桜さんと秋乃さん。

　Ｗピースさんの言う通り、お兄ちゃんにサンオイルを塗ってもらうイベントは去年やってしまっているんですよね。

　あの時のことを思い出すと今でも恥はずかしさで顔が熱くなってしまいますが……。

「お姉ちゃんがサンオイルを取り出した時も引いたけど、まさかもう経験済みとか、さらにドン引きだわ。あんた、どんだけなのよ……」

「う、うるさい。取材の一いつ環かんなんだから仕方ないだろ」

　春菜さんが呆あきれた様子でお兄ちゃんに話しかけています。

　……そういえば、春菜さんは何気にお兄ちゃんに近い位置にいることが多いような気がしますね。なんだか気安い間あいだ柄がらっぽい雰ふん囲い気きなのも少し気になります。

「むうう、ズルイよ！　もう体験済みとか、私達はまだなのに！」

「同意。私達も先生にしてもらいたい。同じ待たい遇ぐうを要求する」

　それはともかく、諦あきらめきれない様子のお二人が抗こう議ぎの声を上げます。

「ラブコメイベントの研究が目的でもあるんだから、もう経験済みのイベントをもう一度取材する必要なんてないでしょ？　ふふん」

　ですがそれに対して、氷室さんが得意げに正論で返します。

　お二人は「ぐぬぬ」と唸うなりますが、しかし次の瞬しゆん間かんハッと何かを思いついた顔になり、

「待った。ならまだ経験していない要素があればいいということ」

「あ、そうだよ！　……じゃあさじゃあさ、ただサンオイルを塗ってもらうだけじゃなくて、こうしようよ！」

　そう言って、桜さんはいきなりお兄ちゃんの顔にタオルを巻きつけて──……って、なにをしてるんですか!?

「うわっ!?　ちょ、ちょっと水無月さん何を!?」

「目め隠かくしだよ！　先生はこの状態で桜達にオイルを塗るの！」

「その通り。声の誘ゆう導どうだけで正確にサンオイルを塗る。いわば、浜はま辺べでの定番イベントであるスイカ割りとのコラボ。実に斬ざん新しん」

「そんな無茶苦茶な!?」

　ま、まったくです！　お兄ちゃんの言う通り無茶苦茶です！

　そんなことをしたら、お兄ちゃんの手が間ま違ちがってどこに触ふれるか……！

「ほら、春菜も一いつ緒しよに先生に塗ってもらう」

「ええ!?　わ、私はそんなの……！　ちょ、引っ張らないでよお姉ちゃん！」

「ちょ、ちょっと待ってください秋乃さん！　本気でやるんですか!?」

「もちろん本気。それにこれはラブコメイベントとしてもいいと思う」

「……え？」

「今までにない形だし、サービスイベントとしてもインパクトがある。咄とつ嗟さに思いついた割には、ラブコメとしてしっかりしてる。先生もそう思わない？」

「…………そうかもしれません。わかりました、やります！」

「お、おおおお兄ちゃん!?」

　ちょ、ちょっと何を言ってるんですか!?

　……ああ、ダメです！　ラブコメイベントの参考になるかもということで頭がいっぱいみたいで、普ふ段だんの躊ちゆう躇ちよが今は全然感じられません！

　私がオロオロしている間にもお兄ちゃんは手にサンオイルを受け取り、桜さんと秋乃さん、それに無理矢理付き合わされている春菜さんがシートの上に寝ねそべります。

「あ、あの、ちゃんと誘導してくださいよ？　マジで見えないんで……」

「大だい丈じよう夫ぶですよ！　先生は桜の言う通りにしてくれればいいんです！　……じゃあそのまま真まっ直すぐ手を伸のばして……、きゃんっ」

「え!?　ど、どうしたんです!?」

「えへへ……、おへその近くをなでられて、ちょっとくすぐったかったんです！」

　うう……！　桜さん、なんでそんなにうれしそうなんですか……！

「先生、今度は私にも塗ってほしい。……もうちょっと上の方。うん、そこ」

「……あの、ちなみには俺は今どの辺りを塗ってるんですか？」

「胸の真下。あと少し上に手をやると触れる。……覚かく悟ごはできてる」
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「んなもんしないでください！　ってか、なんでそこに誘導したんです!?」

　あ、秋乃さんは完全にこの状じよう況きようを楽しんでいるみたいですし……！

「わ、私はいいからね!?　こ、こっち来ないでよ！」

「これも体験。春菜も観念する。先生、もっと右のほうに手をやって」

「うひゃああああぁっ!?　お、男の手が……！　あ、ああ……っ！」

「ちょ、変な声出すな！　ここ背中だよな!?　そうだよな!?」

　春菜さんは真っ赤になって、お兄ちゃんの手の感かん触しよくにされるがまま……。

　お兄ちゃんも目隠ししているからか、去年よりもドキドキして動きがぎこちなくなっているようです。

　それにしても……、ちょっと楽しそうで、しかもお兄ちゃんの参考にもなってるっぽいのがすごく複雑な気分です……！　うう、で、できれば私も……！

「く……っ、なかなかやるじゃないのよ……！」

　全員分塗り終わり、お兄ちゃんが目隠しを外すと同時に、今まで黙だまっていた氷室さんが悔しそうな声を出します。見ると、Ｗピースさんも少し苦く笑しようした感じで「これはやられちゃいマシたねー」と呟つぶやいていました。

「ふ、ふん！　でも私のアイデアの方がもっとすごいわよ！　次は私の番だからね！」

「ちょっと待ってくだサイ舞。私だってこの日のために、いろいろとラノベでも使えるエロエロイベントを考えてきたんデスよ？　次は私のターンデスね！」

「待って待って！　今のサンオイルイベントは、去年桜達が参加できなかった分だから、今からが本格的なスタートだよ！」

「その通り。まだまだ海でのラブコメのアイデアはある。次も私がいかせてもらう」

「ううう……、もうお嫁よめに行けない……！」

　今のを見て火がついたのか、いつの間にか打ち上げの時よりも激しい論争が勃ぼつ発ぱつしてしまいました。皆みなさん「私の方が……！」とか「それよりもこっちのアイデアが……」とか、自分のラブコメイベントの方がいいと一歩も譲ゆずらず議論を戦わせていて、容易に決まる様子がありません。

「ふ、ふふ……、こ、これは次も楽しみだな……！」

　そんな様子を、お兄ちゃんが一歩引いたところで眺ながめています。

　さっきの刺し激げきが強かったのか、若じやつ干かん疲つかれているように見えましたが、その目は参考になるラブコメのアイデアを待ち構えるように燃えていました。

「……ど、どうすれば……！」

　一方で、私はそんな皆さんを見て焦あせっていました。

　全員真剣ですし、アイデアも独創的です。私もその中に飛び込んでお兄ちゃんに振ふり向いてもらえるようなラブコメイベントを提示したいのですが、なかなか皆さんを圧あつ倒とうできるようなものが思い浮うかびません。

　……し、しかしここで諦めるわけにはいきません……！　お兄ちゃんに私だけを見てもらえるような、そんな素す晴ばらしいラブコメイベントを探さないと……！

　そうして、私が今までにないくらい集中していた時でした。

「……？」

　ふと、沖おきの方にあった小さな島が目に入ってきました。

　あれは……、以前氷室さんから聞いたことがあります。確か、あそこもプライベートビーチに付属していた土地らしいのですが、何があるわけでもないただの島だとか。

　つまりは無人島──と、そこまで考えて、私の全身に衝しよう撃げきが走ります。

　ああ……っ！　……こ、これです！　これ以外あり得ません……！

　私は突とつ如じよ閃ひらめいたそのアイデアを実行に移すべく、すぐさまお兄ちゃんに声をかけます。

「ん？　なんだ涼花──って、お、おい？」

　そして、まだ論争を続けている皆さんに気づかれないように、お兄ちゃんの手を引いてその場から距きよ離りを取ります。バレないように、慎しん重ちように……！

「ど、どうしたんだよ涼花、いきなり……」

「お、お兄ちゃん、いいラブコメイベントを思いつきました……！　なので、今から私と一緒にあの島まで行ってください……！」

「あの島……って、あそこか!?　な、なんでまたそんな!?」

「内容は行ってから説明します……！　きっとお兄ちゃんの作品にも役立つと思いますから、どうかお願いします……！」

　私が誤ご魔ま化かす余よ裕ゆうもなく真っ直ぐにそう頼たのみ込むと、お兄ちゃんは「う……」と言葉を詰つまらせてから、

「お、お前がそこまで言うなら……」

　と、私から視線を外しながらもそう言ってくれました。

　……や、やりました！　このチャンスを逃のがしてはいけません！

　そこで私達は、あらかじめ用意してあったビーチボールとかパラソルといった道具の中から、既すでに空気を入れておいたゴムボートを引っ張り出し、皆さんからさらに離はなれてから海に浮かべ、沖へと漕こぎ出しました。

　幸いまだ論争は続いているらしく、誰だれもこちらに気づいた様子はありません。

　私はホッと胸をなで下ろしてから、お兄ちゃんと一緒にオールを漕いで、およそ二百メートルほど離れたその小島へと向かいました。

　幸い波は穏おだやかで、あっという間に到とう着ちやくし、私達は無事その島へと上陸できました。

「へー、こんな感じの島だったのか……」

　そこは、中心部にわずかに木々が生えており、あとは砂すな浜はまに囲まれただけの本当に小さな島でした。こんなところで何ができるでもありませんでしたが、重要なのはここが曲がりなりにも無人島だということです。

　……つまり、外界から隔かく絶ぜつされた、私達二人だけの空間というわけなのです！

「で、ここでどんなラブコメイベントをするんだ？」

　お兄ちゃんのその質問に、私は満を持して答えます。

「こ、このシチュエーションそのものが、そのイベントです。……つ、つまり、無人島にヒロインと二人で遭そう難なんするということです！」

「……は？　……え、ええええええええええええええええええ!?」

　驚きよう愕がくに目を見開くお兄ちゃんに、私は続けます。

「誰も来ない無人島で、二人で協力して生き延びるんです！　その過程で発生する様々なラブコメを、私相手に再現してください！」

「ま、待て待て待て！　無人島に遭難ってお前……！」

「リアリティを出すために、既にボートの空気は抜ぬいておきました！」

「何やってんのお前!?!?!?!?」

　お兄ちゃんが振り向くと、そこには既にペチャンコになったボートの亡なき骸がらが。

「い、いやマジでどうすんだよ!?　ボートがなくなったら、どうやって帰る気だ!?」

「お、落ち着いてください。いざとなればあれくらいの距離なら泳いで帰れます」

「……ま、まあお前なら余裕だろうし、俺でもがんばれば行ける距離……か？　けど、それにしたってこれはやりすぎでは……？」

「で、ですからリアリティを追求するためです！　こうすればより真しん剣けんに、このシチュエーションの取材ができるじゃないですか！　無人島での遭難と、そこでのラブコメは、インパクトの点で十分だと思いませんか!?」

「そ、それは……！　確かに、その通りかも……！」

　私の言葉に、お兄ちゃんはハッとして考え込みます。やはり、今のお兄ちゃんはラブコメイベントに貪どん欲よくなぶん、こんなシチュエーションでも真剣にならざるを得ないんです。

　この状況なら私を避さけることができないからお兄ちゃんといっぱいイチャイチャできるし、お兄ちゃんはそれで取材ができる。まさに一挙両得の素晴らしい考えです！　思いついた自分を褒ほめてあげたいくらいです！

「でも、無人島でのラブコメって言っても何をすればいいんだ……？」

　……っと、いけません、ここは考える暇ひまもないくらい、このシチュエーションにのめり込んでもらわないと……！　ウソをつく形になりますが、これもお兄ちゃんの──それからイチャイチャのためです！　今だけは許してください……！

「あ、いたた……」

「涼花!?　どうしたんだ!?」

　私が右足首に手を当ててうずくまると、お兄ちゃんは心配そうに駆かけ寄ってきました。

「……それが、さっき上陸する時に足首をくじいたみたいで……」

「ええ!?　そ、それじゃ泳いで戻もどれないじゃないか！　取材どころじゃない！　ど、どうしよう……！　うーん……」

　お兄ちゃんは真剣な顔で私の足首を見つめます。騙だましていることが申し訳ないですが、それ以上に、その眼まな差ざしに胸がキュンとなります。

「……仕方ない。俺が泳いで戻って助けを呼んでくるから、ここで待っててくれ」

「え？　そ、それはダメです！」

　私は慌あわてて止めます。離れ離れになってしまっては本ほん末まつ転てん倒とうじゃないですか！

「そ、その……！　こんなところで一人で待っているのは嫌いやです！　私を一人で置いていかないでください……！」

　私がわりと本気で引き留めると、お兄ちゃんは「う……！」と言葉を詰まらせてます。

　そしてしばらく逡しゆん巡じゆんした顔をした後「わかったよ……」と諦あきらめたようにふわりと笑いかけてくれました。私はそれを見て、一いつ瞬しゆん演技も忘れて本気でうれしくなったのです。

「しかし、じゃあどうすりゃいいんだ……？　こっから脱だつ出しゆつする方法を他ほかに考えないといけないぞ……」

「あ、そ、その、足首の痛みはそれほどではありませんから、少し休めばよくなるかもしれません」

　お兄ちゃんにはラブコメの方に集中してほしいので、あまり深刻にならない程度にしておかないといけません。なので私はそう答えたのですが、

「そうか……。あ、じゃあちょっと待っててくれ」

　お兄ちゃんは何を思ったのか、木の生えている方へと歩いて行って、少ししゃがんでいたかと思うとすぐに戻ってきました。

「捻ねん挫ざに効果があるかわからないけど、一応添そえ木でもしとこう」

　そう言っていくつかの枝を地面に置いてから、私の足首に向かいますが、

「……あ、しまった、添え木を固定するものがない。ここにある木には蔦つたなんて生えてなかったし、どうしよう……」

　そう言って頭を抱かかえるお兄ちゃん。

　一方で私はというと、私のことを考えてくれているお兄ちゃんの気持ちがうれしくて、今にもえへえへとだらしない笑えみを浮かべそうになる顔を引き締しめるのに必死でした。

　……えへへ、お兄ちゃんはやっぱり優やさしいです……！

　それにしても、なるほど、添え木ですか。でも確かに、それを固定するために包帯も紐ひもの類たぐいもありません。ゴムとかでもいいんですが、当然そんなものも──

「…………っ！」

　とその時、私の頭の中にトンデモナイアイデアが浮かびます。

　……い、いえ、さすがにそれは……！　で、でも、お兄ちゃんにいい作品を書いてもらうためなら、私はなんだってやらないと……！

　私は激しく逡巡しますが、今も枝を片手に私のために頭を悩なやませているお兄ちゃんを見て、やがて覚かく悟ごを決めます。

　……お、落ち着くんです私。落ち着いて言い出すんです……！

「お、お兄ちゃん、固定するものならあります……！」

「え？　そんなのどこに……？」

「そ、それは…………、ここに……！」

　私はそう言って、自分の胸むな元もとを──着けていたビキニのトップを指さします。

　お兄ちゃんはそれを見てしばらくキョトンとしていましたが、やがて、

「ま、まさか、水着を使って固定するとか言うんじゃ……!?」

　私の意図を読み取ったらしく、かああぁと顔を真っ赤に染め上げていきます。

　一方で、私も頷うなずきはしましたが、自分で自分の提案にこれ以上ないくらい顔が熱くなります。……な、なんてはしたないことを考えるんですか私は……！

　で、ですが、私ももう高校生です……！　大人なんです……！　お兄ちゃんに振り向いてもらうためにも、ここで躊ちゆう躇ちよしている場合ではありません……！

　私は覚悟を決めて、水着のトップに手をかけます。その瞬しゆん間かん、お兄ちゃんは慌てて視線を逸そらします。私は片かた腕うでで胸元を隠かくしながら、トップを脱ぬいでいきます。

　……恥はずかしい恥ずかしい恥ずかしい……！

「お、おおおお兄ちゃん、こ、これで固定してください……！」

「お、おおお俺がやるのか!?」

　と、当然です、私は胸から腕を動かせないんですから……！

　震ふるえる手で私から水着を受け取ったお兄ちゃんは、一瞬だけ私の何も着けていない胸元に目を向けて、慌てて顔を背そむけます。そして私は、恥ずかしさで微び動どうだにすることもできず、ただひたすらお兄ちゃんの行動を待つしかありません。

　やがてお兄ちゃんは真っ赤な顔で、とにかく私の足首だけに視線を固定させながら、手早く添え木を固定していきます。そしてその作業が終わると、息を荒あららげながらまたそっぽを向いてしまいました。後ろ姿からでも、耳まで真っ赤になっているのがわかります。

　……うう、恥ずかしいですけど、これでお兄ちゃんは私のことを、少しは意識してくれるようになりますよね……!?

「…………」「………………」

　お互たがい黙だまり込んで、気恥ずかしい空気が辺りを漂ただよいます。

　そうして私がドキドキと一向に収まらない心音に耳を傾かたむけていると、不意にお兄ちゃんが立ち上がりました。

「ど、どうしたんですかお兄ちゃん」

「……ず、ずっとそのままってわけにもいかないだろ？　その……、なんか隠せるような葉っぱとかないか、探してくる」

　そう言って、また木の生えている方へと歩き出そうとするお兄ちゃん。

　その時、私は反射的に立ち上がって、お兄ちゃんの腕を摑つかんでいました。

「わ、私も行きます……！」

「え!?　で、でもお前は足が……。それにそんな格好じゃ……」

「ゆ、ゆっくり歩けば大だい丈じよう夫ぶですから！　そ、それに私の身に着けるものですので、私自身がいないとどうにもならないでしょう……!?」

　本音を言うと「恥ずかしいけどお兄ちゃんの傍そばにいたい」「お兄ちゃんの傍にいたいけど恥ずかしい」というほとんど混乱に近い状態でしたが、私は気づいたらこんな行動に出ていました。

　お兄ちゃんは一瞬迷った様子でしたが、やがて何も言わずに腕を差し出しました。

　私はそれに、もたれかかるように抱だきつきます。何も着けていない胸が少しだけお兄ちゃんの腕に当たって、恥ずかしさと謎なぞの期待で頭の中がグチャグチャになります。

「ゆ、ゆゆゆゆっくり行くからな……！」

「あ、ああああありがとうございましゅ……！」

　そんなこんなで木の近くまで歩いて行ったのですが、肝かん心じんの使えそうな大きさの葉っぱは見当たりませんでした。

　考えてみればここは南国とかではないので、そういった葉っぱの大きな木など生えているはずがなかったんです。冷静に考えればわかることが思い至らないほど、私もお兄ちゃんも緊きん張ちようしていたのでした。

　そうして元の浜はま辺べに戻り、お互い視線を合わせないで座っていると、やがてにわかに空が曇くもってきました。遠くで微かすかに雷かみなりの音がして、気温も少し下がってきたようです。

「…………っ！」

　その時、身体からだが一度ぶるっと震えた瞬間、私の頭の中に再びあり得ない妄もう想そうが浮うかび上がったのです。

　……こ、これはさすがに……！　で、でも取材ですし、もう大人ですし、ここまできたら徹てつ底てい的に……!?　あうあうあうあう……！

　すっかり混乱状態の私は、気づいたら理性など振ふり切って、妄想に突つき動かされるままに口を開いていました。

「お、お兄ちゃん……？　少し寒くなってきたので、くっついてもいいですか……？」

　もはや私の頭の中には「取材」と「大人の魅み力りよく」と「お兄ちゃんと一いつ緒しよにいたい」という単語だけが飛び回っていて、自分でもわけがわからなくなっていました。

　お兄ちゃんは私の言葉に「そ、それは……!?」と焦あせった様子でしたが、私は答えを待つことなく、お兄ちゃんの大きな背中に自分の背中をピタリと合わせます。

「す、すすす涼花!?」

「かかかかか勘かん違ちがいしにゃいでください!?　取材ですから！　これはラブコメですから！　おおおお兄ちゃんはこの状態を参考に……！」

　お兄ちゃんの温かさに意識の大半を持っていかれ、私は自分が何を口走っているのかわかりませんでした。

　お兄ちゃんと触ふれ合っている箇か所しよからジワリと「幸せ」が湧わいてくる感じがして、私は無意識のうちに自分の身体をさらに強く押し付けていました。

　そうしてお互いに声も発することができない状態になった後、私は今お兄ちゃんがどんな顔をしているのかがとても気になり始めました。

　そして、我が慢まんできずお兄ちゃんの顔を覗のぞき見ようと振り向いた時でした。

「うわっ!?」「きゃあっ!?」

　突とつ然ぜんの雷らい光こう。そして雷らい鳴めい。

　大きな音が空に轟とどろいて、私とお兄ちゃんは思わず立ち上がります。

　そして私は振り返りかけた体勢のまま、思わずお兄ちゃんに抱きついたのです。

　……つまり、お兄ちゃんの背中に、私は前向きになって……！

「…………っ！」

「………………はうぅ……っ！」

　お互いが同時に息を吞のみ、そして状じよう況きようを正確に理解してしまいました。

　ですが二人とも動けません。身体がガチガチに緊張しているのがわかりましたし、少しでも動いたら何かトンデモナイことが起こりそうな気がしたからです。もう、既すでにトンデモナイ状態の真っただ中にいるというのに。

　私とお兄ちゃんは、その場で固まってしまったように動けなくなりました。

　ただ、少しずつ強くなってくる風とバクバクとうるさい心音だけが、時間が確かに動いていることを知らせてくれていました。

　やがて少しだけ冷静さを取り戻もどした私は、今いま更さらながらに慌てながら、必死に考えます。

　……と、とにかく何か言わないと……！　これはあくまで取材の一いつ環かんで、ラブコメイベントを実演しているだけなんだと……！

　ですが、

「お、お兄ちゃん……？」

　気がつくと私は、全く意図していないことを口に出そうとしていたのです。

「な、な、なんだ……!?」

「あ、あの……、最近お兄ちゃんは、私のことを避さけてなんていませんよね……！」

「……っ!!」

　お兄ちゃんが息を吞む音が聞こえてきました。

　私はその意味をさらに問いただそうとしたのですが、




「……こんなところで何やってんの二人とも……？」




　次の瞬間、背後からそんな声が聞こえてきて、私とお兄ちゃんは同時にビクッと身体を強こわ張ばらせた後、ギギギ……と壊こわれたロボットのような動作で振り向きます。

　するとそこには、

「いないいないと思って探してたら、こんなところで密会してたんデスねー」

「……涼花ちゃん、これは桜もちょっとズルイんじゃないかって思うなー？」

「油断した。まさかこんな行動に出るとは」

「妹と二人で無人島にしけこむとか、あんたどんだけ……」

　氷室さん、Ｗピースさん、桜さん、秋乃さん、春菜さんが、なぜか一様に笑え顔がおに見えない笑顔を浮かべて立っていたのです。

　ゴクリと、お兄ちゃんの喉のどが鳴る音が聞こえました。

「ち、違ちが……っ！　これには事情があって……！　ってか、どうしてみんながここに!?　ここって無人島のはずじゃ……!?」

「無人だけど、正確には島じゃないわよ。ビーチの端はしの方から浅あさ瀬せでつながってて、歩いて来られるのよ。ここのビーチって、入いり江えみたいな構造になっててね」

　淡たん々たんと説明する氷室さんに、お兄ちゃんは「あ、そうだったの……」と何とも言えない反応を返します。……そう、だったんですね……。

　しかし氷室さんは「そんなことより」と言って、今度はニッコリと笑顔を浮かべます。

　それは実に美しい、そしてあからさまな笑顔でした。

「事情を説明してもらうからね？」

　その瞬間、皆みなさんの背後で再び雷鳴が轟き、お兄ちゃんがビクリと震えます。

　私は来たるべき戦いに備えるように、そんなお兄ちゃんに抱きつく力を少しだけ強めて──……そして今の自分の格好を思い出し、慌あわててその場にしゃがみ込むのでした。




　　　　★




「……しかし、ヒドイ目に遭あった」

　俺は傘かさを傾けて、ポツポツと雨が降り落ちてくる曇どん天てんを見上げながらそう呟つぶやいた。

　何のことかと言うと、もちろん涼花との無人島での『取材』のことだ。

　あの後、舞達に見つかった俺は案の定猛もう然ぜんと問い詰つめられることになった。

　その過程は……思い出すと辛つらいので省略させてもらいたいのだが、結果としては涼花のおかげでギリギリ許してもらえたってところだ。

　涼花がみんなの前に立ちはだかり、自分が俺を連れ出したんだとか、これも取材のためだとか、その甲か斐いあって臨場感のあるラブコメ体験ができたとか、そんな感じでがんばって主張してくれたため、なんとかその場は収まった。

　その時にはもう夕方になってたし、ちょうど雨も降りだしてきたので、俺を糾きゆう弾だんする場は仕方なくお開きにして、みんなで別べつ荘そうに戻ることになったってわけだ。

　……で、なんで俺は今雨の中外に出ているかというと、とりあえずの罰ばつということで近くの商店街に買い出しに行かされ、今はその帰りだったりする。

　とりあえずってことは要するに他ほかの罰もあるってことで……、別荘に戻る足取りも自然に重くなるってもんだよ。はぁ……。

「ひ、ヒドイ目って、それはどういう意味ですか。あ、あの無人島での取材がそんなにもダメだったと言うんですかお兄ちゃんは……！」

　俺の呟きに、隣となりを歩いていた涼花が赤い顔でキッと睨にらんでくる。

　一応共犯ということで涼花も一緒に買い出しに来ていたのだが、それはともかく、

「そ、そうじゃなくて、ヒドイ目ってのは舞達に散々怒おこられたことを言ってんだよ。それに別荘に戻った後のことも考えるとさ……」

「で、では、あの取材自体はその、悪くなかったということですか……？」

「そ、そうだな」

　俺は気まずさを誤ご魔ま化かすように、涼花から視線を外して答える。

　ただ、あの取材が悪くなかったことは事実だ。いや、悪くなかったどころか、あの無茶苦茶さが逆に参考になった。インパクトのあるラブコメイベントを書こうと思ったら、あれくらいはっちゃけないとダメなんだと身をもって理解した気がする。

　……ただ、取材の内容に関しては具体的には思い出さないようにしてるけどな。

　刺し激げきが強すぎるし、なにより当の涼花本人から「わわわ忘れてください！」と言われてるし、思い出そうとすると脳のう味み噌そが茹ゆだるようになって、まともな思考ができなくなる恐おそれがあるからだ。現に今だって──

「……お、お兄ちゃん？　まさかさっきのことを思い出したりしてないでしょうね？」

「……っ!?　し、してないっすよ!?」

「そ、それならいいのですが……。参考にするのはいいですけど、具体的に思い出すのは禁止ですからね……！　でも、お兄ちゃんのお役に立てたのならよかったです……」

　真っ赤な顔をしながらもどこか安あん堵どしたような涼花を見て、俺はドキリとする。

　あの取材以来ますます涼花のことを意識している自分に気がついて、何を考えているんだ……、と邪じや念ねんを追い払はらうように頭を振った。

　……とにかく、涼花にあそこまで協力してもらった以上、なんとしても榊さんを唸うならせるようなラブコメを書かないといけないな。がんばろう。

「あ」

　そんなこと考えながら歩いていると、ふと涼花が声を出して立ち止まった。

「どうした？」

「買い忘れがあることに気がついたんです。今から戻って買ってきます」

「あ、じゃあ俺も一緒に行くよ」

「いえ、一人で大だい丈じよう夫ぶです。すぐに戻ってきますので、この辺りで待っていてください」

　言うが早いか、涼花は傘を片手に駆かけ出してしまった。

　仕方ないので俺は、片手に下げたスーパーの袋ふくろの重みを感じながら、雨の道路に立って涼花を待っていた。

　だがその時、ふと視線を向けた先に、小さな古本屋があるのを見つけた。

　俺は何とはなしに、雨宿りのつもりでその店へと入る。店内には気の良さそうなおばあさんが一人カウンターの向こうに座っていただけで、他の客はいなかった。俺は適当に時間でも潰つぶそうと考えながら、本ほん棚だなの間をゆっくりと歩き出した。

　うーん、ジャンルも巻数もバラバラに置かれてるな。小さい店ならではな感じだけど、なんかこういう雰ふん囲い気きって妙みようにワクワクするよな？

「ん……？　あれは……？」

　そんなことを考えていると、平積みになった一冊の文庫本に目が留まった。

　表紙にちょっと古めのデザインの二次元美少女が描えがかれたラノベだったが、俺はそれを見た瞬しゆん間かん、何とも言えない懐なつかしい感覚に襲おそわれた。

　……なんかあのイラスト、どこかで見たような？　キャラの髪かみ型がたとかポーズとか、全体的な印象にうっすら見覚えがある気がする……。ってか、あれはもしかして……？

　俺は反射的にその本に手を伸のばしかけたが、

「お兄ちゃん、ここにいたんですか。買い物終わりましたよ」

　その寸前に声が聞こえてきて、振ふり向くと店先から中を覗いている涼花が見えた。

　俺は慌てて店を出ると、再び涼花と一いつ緒しよに別荘への道を歩き出した。

「古本屋さんだったんですね。何か面おも白しろそうなものはありましたか？」

「いや、特にこれといった本はなかったよ」

「でも、さっき何かを手に取ろうとしてませんでしたか？」

「あ、ああ、大したもんじゃない」

「……も、もしかしてイヤラシイ本じゃないでしょうね？」

「違ちがうわ！　ただのラノベだよラノベ！」

「ラノベ？　どういったラノベだったんです」

「いや、詳くわしくは見なかったんだけど、もしかしたら俺が初めて読んだラノベだったんじゃないかなって……」

「お兄ちゃんが初めて読んだラノベですか？　どんなものだったんです？」

「い、いや、実はよく覚えてないんだ。なにせ小学生の頃ころだったし、タイトルも全然思い出せないくらいで。さっきも表紙ばっかり見て確かく認にんし忘れたしな」

　俺は少し焦あせりながらそう答えた。

　内容をよく覚えてないのも、読んだのが小学生の頃だったのも本当だが、全然記き憶おくに残ってないわけじゃない。むしろある一点だけは、今でもハッキリと思い出せる。

　……ただ、それを涼花相手に口に出すことはできないんだよな。

　ってか、涼花にだけは絶対に言えない。口が裂さけても。

「そうなんですか。……じゃあ、今から戻もどって買ってきますか？」

「い、いいよ、ちょっと懐かしくなったくらいで、別に今いま更さら読みたいわけじゃないし」

　俺がそう答えると、涼花は少し不思議そうな顔で「そうですか？」と首を傾かしげた。

　鋭するどいこいつのことだから、俺の態度に少し不ふ審しんなところを感じているのかもしれない。

　俺は気取られないように、涼花から視線を外して少しだけ歩く速度を速める。

　別に後ろ暗いところがあるわけじゃないんだが、……なんというか、この話題は早々におしまいにしたかったんだ。

「それより早く帰らないと。またみんなの機き嫌げんを損そこねるとどんな目に遭うか……」

「大丈夫ですよお兄ちゃん。つ、次のラブコメ論争でも、私が勝ちますから！」

「俺はその論争自体を危き惧ぐしてるんだがな……！」

　実は涼花との取材でラブコメイベントに関してはある程度道筋が見えてきたので、これ以上は取材しなくても書けそうな気がしてたりする。

　とはいえ、参考は多い方がいいからみんなの論争は有り難がたいのだが、昼間の一件が尾おを引いて、主目的がラブコメ論議自体じゃなく俺をやり込めることにシフトしそうな気配がひしひしとするんだよな……。

　俺は涼花の「わ、私がお兄ちゃんを守ってあげます！」という、有り難くも情けない言葉を聞きながら別荘への道を歩く。

　その途と中ちゆう、一度だけまたあの古本屋で見つけたラノベのことが頭をよぎった。

　……一番最初に読んだラノベ……か。

　今更読もうと思わないってのは本当だけど、せめてタイトルくらいは確認しておいてもよかったかもしれないな……。




　　　　▼




　結果から言うと、俺は運がよかった。

　本当ならその夜に繰くり広げられてたであろう、昼間のリベンジの様相を呈ていしたラブコメ研究の続きは、結局開かい催さいされなかったからだ。

　……というのも、

「ふ、伏ふく線せん回収をミスるなんて……！　合宿のために急いで原げん稿こうを仕上げたから……！　でもなんで、このタイミングで編集からの指し摘てきが来るのよ！」

「ふっふっふ、仕事を放ほうり出して合宿に来マシたが、逃にげ切れマセんデシた！」

「帰ってすぐにあの収録の台本を読み込まないと……！　マネージャーさんに我わが儘まま言って無理矢理合宿に来ちゃったから……！」

「……先生と過ごす夜を仕事で潰すなんて。作家辞やめたい」

「いいからお姉ちゃんは書いてよ！　私もいっぱいいっぱいなんだから！」

　……別荘に戻ると、なぜかみんなが修しゆ羅ら場ばモードに突とつ入にゆうしていたからだ。

　聞くと、突とつ然ぜん仕事の連れん絡らくが入ってきたり、元から苦しいスケジュールの中を無理に合宿に参加してたりで、夜はどうしてもやらないといけないことに追われて昼の続きどころじゃない状態らしい。

　みんなには気の毒だが、俺はそれを聞いてホッと胸をなで下ろした。

　ラブコメを書くために協力してくれた（本人達はそんな意識皆かい無むだろうが）ことへのお礼はまた後日別の形でするとして、その日は俺も、昼間の取材で得たことをプロットに反映させたいと思っていたからちょうどよかった。

　そんなこんなで、みんなで涼花の作った夕食を食べた後は、各自割り振られた部屋にこもって自分の作業をすることになった。

　俺も部屋で持参したノートＰＣを取り出して、自分のプロットの改良作業に勤いそしんでいた。……うん、これなら榊さんも納なつ得とくしてくれるんじゃないか？

「……と、もうこんな時間か」

　そして、気づけば夜ももう結構いい時間になってるじゃないか。

　プロットの書き直し作業もある程度目め途どがついたし、ここらで一度休きゆう憩けいするか。

　そう思って俺が水でも飲もうと一階に下りた時、ふと先客がいることに気がついた。

「ん？　祐も休憩？」

　それは舞で、俺と同じく何か飲み物を取りに来ていたらしく、手にはオレンジジュースっぽい液体の入ったペットボトルを持っていた。

「ああ、水でも貰もらおうかなって思って」

「冷蔵庫にいろいろあるから、好きに飲んでいいわよ」

　じゃあお言葉に甘えて、缶かんコーヒーを一本ちょうだいするかな。

「はー、まったく……。なんでこういう時に限って仕事の連絡が来るのかしらね。まあ、何とかなりそうな感じにはなってきたけど……。祐の方はどんな感じなの？」

「俺の方もなんとかなりそうだ」

「ふうん、さすがね。永遠野誓がどんな仕事してるか、今すぐにでも見たい気分だわ」

　……勘かん弁べんしてくれ。今永遠野誓の仕事をしてるのは涼花で、俺が取り組んでいるのは自分の作品なんだから、絶対見られるわけにはいかないぞ……。

「と、ところでさ、今ちょっと時間あるの？」

　俺は舞を警けい戒かいしていたが、意外にもその話題が続けられることはなかった。

「まだ少しやらないといけないことがあるけど、何かあるのか？」

「な、何かってほどじゃないけどさ、その……、実はあんたに渡わたしたいものがあったのよね。それで、ちょっとあんたの部屋に行こうかなって思ってたのよ」

「それくらいなら別にかまわないけど、渡したいものって？」

「そ、それは……、ちょっとしたものよ！」

「……密ひそかに俺を隠かくし撮どりした写真集が出来上がったとかじゃねえだろうな」

「そ、それは自分で楽しむ用だから、あんたにあげたりしないわよ！」

「マジでそんなのあるのかよ!?　冗じよう談だんで言ったつもりだったのに！」

　……お、恐おそろしいやつだ。うっかりジョークも言えやしない。

「と、とにかく、手間はとらせないから部屋で待っときなさいよね！」

　あ、おい！　……って、行っちまいやがった。

　それにしても、渡したいものって何だ？

　見当がつかないけど、舞のことだからまたロクでもないもんな気がするな……。

　嫌いやな予感はしたが、いつまでもここにいるわけにもいかず、俺は自室へと戻る。

　すると、間もなくコンコンとノックの音がして「き、来たわよ」という舞の声も続いて聞こえてきた。

「わ、渡したいものっていうのは、これなんだけど……！」

　ドアを開けると、舞は一歩だけ中に入ってそれ以上は進もうとせず、ほんのりと頰ほおを染めながらいきなり俺の方に小さな箱を押し付けてきた。

　その箱は綺き麗れいに包装されており、俺は反射的に受け取りつつも、想定外にまともそうなものだったので驚おどろいていた。

「こ、これは？」

「えっと、その……、腕うで時ど計けい、よ……」

「腕時計？　なんでそんなのを俺に？」

「ふ、深い意味はなくて……！　あのその……、そ、それは期末テストの対策に付き合ってくれたお礼なの！」

　舞は顔を真っ赤にしながら続ける。

「何かお礼をしないとって思ったけど、何を贈おくればいいかわからなかったから、それでネットとかで調べて、なんかよさそうだったから買ったんだけど……」

　最初は勢いよくまくしたてていたが、話していくにつれ段々声が小さくなっていく舞。

　そして最後にはちょっと涙なみだ目めで「……や、やっぱりダメだった？」と不安そうに俺の顔色を窺うかがっていた。

「い、いや、全然ダメなんかじゃないよ。まさかお礼なんてされるとは思ってなかったから驚いただけで……。その、ありがとう」

　俺がそう答えると、舞は「よ、よかった……」と心底安あん堵どしたような笑えみを浮うかべた。

　その表情があまりにも純じゆん粋すいに見えて、俺は少しドキリとする。

「で、でもあれだな、お前から腕時計を贈られるなんて思ってなかったな」

「さ、さっきも言ったけど、何だったらいいのかわからなかったのよ。最後まで腕時計とシークレットカメラ内蔵型ぬいぐるみのどっちにするかで迷ったわ」

「待て！　なんだその怪あやしげなもう一つの選せん択たく肢しは!?」

「目の部分にカメラが仕込んであって撮さつ影えいできるのよ。普ふ通つうにいいと思わない？」

　……真顔で返された。

　聞けばいかにもストーカーな舞らしい品物だが、まさか僅きん差さでそんなヤバイものを回かい避ひしていたとは思わなかったぜ……。

「……そ、その話を聞いて、腕時計で本当によかったと思えたよ……」

「そ、そう？　ならよかったけど……」

　無む邪じや気きにえへへと笑う舞に、深いため息を吐つく俺。

　とその時、不意にどちらともなく黙だまり込んだことで、何とも言えない静せい寂じやくが訪おとずれた。

　とりあえず用は済んだはずなので、もう戻ると言い出すべき場面だが、舞はなぜか無言でチラチラと俺の方を窺うばかりだ。

「…………」

　なぜか無む性しように気き恥はずかしい気分になって、俺は何か言おうとするが、

「あ、あのさ、祐」

　その寸前で、先に舞が口を開いた。

「そ、そのお礼はさ……、祐に贈ったものだからね？」

「え？　そ、それはわかってるけど？」

「そ、そうじゃなくて！　……その、永遠野誓へのプレゼントじゃなく、永なが見み祐へのプレゼントだからってことよ……！」

　……うん？　ど、どういう意味だ？

　そりゃ期末対策のお礼ってんなら、永遠野誓は関係ないからその通りなんだろうけど。

「…………！」

　顔を赤らめてジッと俺の方を見つめている舞を眺ながめていると、なぜかその言葉に他ほかの意味合いがあるような感じがしてくる。

　俺がどう反応していいかわからず黙っていると、舞は「つ、つまり私は……！」とさらに何か言おうとしたが、

「お兄ちゃん、いますか？　……って、氷室さん？」

「……っ!?」

　ちょうどそのタイミングで涼花がドアを開けて入ってきたため、舞は息と同時に言葉も飲み込んでしまったようだった。

「こ、こんな時間にどうして氷室さんが……」

「な、何でもないわ！　そ、そろそろ私、自分の部屋に帰るから！　じゃあね祐！」

　あ、ちょ……、って舞のやつ、行っちまいやがった……。

　さっきは一体何を言いかけてたんだ？　と俺が首を傾かしげていると、

「お、お兄ちゃん、これはどういうことですか……!?」

　涼花が物もの凄すごく剣けん吞のんな雰ふん囲い気きで迫せまってきたので、俺は慌あわてて経けい緯いを説明する。

「期末対策のお礼……、ですか」

「ああ、わざわざ永遠野誓じゃなくて俺へのプレゼントだとか言ってたけど、そんなの言われなくてもわかってるのにな」

　俺がそう言うと、なぜか涼花は「むむむ……！」と難しい顔になって、

「ひ、氷室さんはまさか……？　いえ、さすがにそんな性急には……。いえいえ、ですがその言葉の意味は一つしかないじゃないですか……！」

　一人でブツブツと呟つぶやき始めた。……なんなんだ。

「……そういや、お前は何しに来たんだ？」

「え？　わ、私はあれです！　……その、心配になってお兄ちゃんの様子を見に来たといいますか……！　そ、そしたら案の定氷室さんが……！」

「涼花？」

「そ、その……！　お兄ちゃんを守りに来たんです！」

　は、はぁっ!?　お、俺を守るって……!?

　俺が突とつ拍ぴよう子しもないことを言い出した涼花に啞あ然ぜんとしていると、

「そ、そうですよ。今晩予定されていたラブコメ研究がなくなってしまったことで皆みなさんのフラストレーションがたまり、突然お兄ちゃんの部屋に、よ、夜よ這ばいに来るなんてこともあり得ますから！」

「よ、よば……っ!?　ななな何言ってんのお前!?」

「げ、現に先ほどは氷室さんが来てましたし……！　と、とにかくお兄ちゃんが間ま違ちがいを犯おかさないためにも、私が一晩中傍そばにいて見守るということです！」

「い、いや待て！　一晩中ってことは、つまり……！」

「そ、そうです。不本意ですが寝ねる時も一いつ緒しよということになります。で、ですがこれは合宿という特とく殊しゆな状じよう況きようですから、致いたし方ないことですね！」

　真っ赤になってそっぽを向きながらそんなことを言う涼花だが、俺はそれを聞いてものすごく焦あせった。

　……ね、寝る時も一緒って、部屋にはベッドが一つしかないんだから、つまりはそういうことだよな？　となると……！

　その時、昼間の取材の光景が俺の脳内でフラッシュバックした。

　水着のトップを脱ぬぎ、腕うでだけで隠している涼花の姿。

　そして、背中に抱だきついてくる、何も着けてない涼花の身体からだの感かん触しよく──

「……っ！　だ、ダメだダメだ！　ほら、お前もさっさと自分の部屋に戻もどれ！」

　俺は気づいたら、全力で涼花を部屋の外に押し戻していた。

「お、お兄ちゃん!?　な、何をするんですか!?」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだから！　夜の間は誰だれも部屋に入れないって誓ちかうから、お前は安心して自分の部屋に戻ってくれ！　と、とにかく一晩中一緒なんて、そんなのはダメだ！」

「な、なぜですか!?　去年はそうしてたのに……！」

「あ、あの時とは状況が違うんだよいろいろと！　と、とにかくお前の厚意はありがたいけど、俺は一人で大丈夫だから！」

　俺は必死でそうまくしたてながら、部屋のドアを閉めようとする。

「ま、待ってください……！　お兄ちゃんはそんなにも、私と一緒に寝るのが嫌だと言うんですか……!?」

「い、嫌とかそういうことじゃなくて……！　と、とにかく今だけは勘かん弁べんしてくれ！」

「そ、そんな……！」

　愕がく然ぜんとした表情を浮かべる涼花を廊ろう下かに残しながら、俺はやっとの思いでドアを閉め、すぐさまその場に膝ひざをついた。

「はぁはぁ……、あ、危なかった……」

　息も荒あらいし、心臓もバクバクとうるさい。

　こんな状態で涼花と一晩中同じ部屋で過ごしたらどうなるか、考えただけで頭がどうにかなりそうだった。

　俺は乱暴に締しめ出すことになってしまった涼花に心の中で何度も謝りながら、よろよろとノートＰＣのところへと戻る。

　まだプロットの書き直し作業が残っていたし、なにより他のことに集中していないと、頭の中が涼花のことでいっぱいになりそうだったからだ。

　……ああくそ、本当に俺はどうしちまったんだよ……！

　俺はその晩、余計なことを一いつ切さい考えないよう、ただひたすら自分の作品に打ち込もうと必死にノートＰＣを見つめ続けるのだった。
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第四章　始まりの妹









「いやー、かなりよくなってきてるねー。ラブコメイベントの方も形になってきてるし、そろそろプロットは完成しそうな勢いだね」

「そ、そうですか！　じゃあそろそろ書き始めて……！」

「焦らない焦らない。それより何か飲む？　こっちが呼び出したわけだから、好きなものを注文してよ。お金なら──……一枚、二枚……、うん、きみ一人くらいなら大丈夫だからさ」

「……い、いえあの、ありがとうございます。お気になさらず……」

「あ、そう？　じゃああたしが頼たのんでいい？」

「どうぞご自由に!?」

　合宿から帰って数日後の、とある昼下がり。俺は再び榊さかきさんと会っていた。

　今日はこの前のように出版社ではなく、榊さんの提案でその近くにある喫きつ茶さ店てんでの打ち合わせということになっていた。

「そ、それで、この次は何をすべきですか？」

　俺は、榊さんが追加で注文したメロンソーダを飲み終えるのを待ってから、はやる気持ちを抑おさえてそう訊たずねた。

　なにせ、プロットのＯＫがそろそろ出そうな雰囲気なんだ。そうしたら後は本編を書いて、いよいよ作家デビュー……！　前のめりになるのも仕方ないだろ!?

「いやー、そろそろ本編に移ってもらってもいいかとは思うんだけどねー」

「そ、それならすぐにでも書きます！　一週間……、いえ、三日で書き上げますから、それじゃ今からすぐに帰って──」

「待った待った。ちょっときみは焦りすぎ。やる気があるのはいいけど、突つき進むだけってのはよくないよ。うん、今あたし、いいこと言ったねー？」

　うう、篠しの崎ざきさんとはまた違った意味でマイペースな人だな……。

　俺が焦りすぎってのはその通りだけど、榊さんはのんびりしすぎだと思うぞ……。

「それにさ、きみの作品にはまだ一つだけ気になることがあるんだよね。えーと、……何だったっけ？」

「いや知りませんけど!?　ってか、気になることですか……？」

「そうそう。……ああ、そうだ。きみの没ぼつにした原げん稿こうを読んでた時も思ったんだけど、どうしてこうしないんだろうって感じたことが一つあったんだよ」

「そ、それは何ですか！」

「うん。なんできみって、妹モノを書かないの？」

　そう質問をされた時、俺は一いつ瞬しゆん「……え」と言葉を失ってしまった。

「な、なんでと言われても、質問の意図がよくわからないんですが……」

「いやさ、きみの書くヒロインってなんかすごく妹っぽいじゃん？　年下だし基本的に小こ柄がらだし、主人公を頼たよる描びよう写しやが必ずあるし、雰囲気もすごくそれっぽく感じるんだよねー」

　……そ、それは涼すず花かをモデルにヒロインのキャラを書いてるからで。

「だったらさー、最初っから妹モノにした方がよくない？　根強いジャンルだし、読者的にもわかりやすいし、妹モノにしてもストーリー的に問題があるわけじゃないし。一度プロットもその方向で──」

「申し訳ないんですけど、俺は妹モノは書きません」

　気づけば俺は、榊さんの言葉を遮さえぎる形でそう言っていた。

「ん？　なんで？」

　榊さんは俺の不可解な反応に首を傾げる。そのリアクションはある意味当然で、客観的に見て榊さんの意見にはおかしなところなど何もないからだ。

　だが俺にはそんなことは関係なかった。感情的になっていることに自分でも気がついていたが、それでもこの話題に関してだけは一歩も引けないという気持ちだった。

　俺は妹モノだけは書けない。

　なぜかって？

　……そんなの、リアル妹の涼花がいるからに決まってるじゃないか！

　俺は確かに妹萌もえだし、リアル妹の涼花をすごく可愛かわいいと思うし、見捨てられたら生きていけないくらいのショックを受けるに違いないシスコン兄貴だ！　それは認める！

　けど、そんな俺でもさすがに妹を題材にしてラノベは書けない。

　それだけは、リアル妹のいる兄貴として絶対にやっちゃいけない行こう為いだと思ってる。

　いわゆる、越こえちゃいけない一線ってやつだ。

　……ただでさえ最近、涼花を見てると変な気持ちになることがあるんだ。

　そんな時に、妹モノのラノベなんて書けるわけがないだろ……。

　それだけは、それだけはダメなんだよ。絶対に……。

「と、とにかく、俺は妹モノだけは書きたくないんです」

　とはいえ、そんな心情を吐と露ろすることなんてできるわけもなく、俺は説明になってない言葉を繰くり返すしかなかった。

　すると榊さんは、ほんの少しの間だけキョトンとした顔をしていたが、

「ふーん。ま、書きたくないなら仕方ないよねー」

　と、幸いにもそれ以上は追つい及きゆうしてこなかった。

　俺の態度に何かを感じたのか、それとも単に面めん倒どうくさくてどうでもよくなかったのかわからないけど、なんにせよ助かった……。

「うーん、じゃあどうしようかね。幼おさな馴な染じみとかだとちょっと弱いし、きみの作風を生かせるようなパンチのきいた属性を考えないといけないなー、面倒くさい」

　いつも通りの半分だけ開いた眠ねむけ眼まなこで、誰にともなくそう呟つぶやく榊さん。

　不ふ機き嫌げんになってるわけじゃなく、ただ普ふ通つうに面倒がってるだけっぽいけど、俺は自分の我わが儘ままで手を煩わずらわせてしまっていることに「すいません……」と謝るしかなかった。

「んー、私も考えとくけどさ、その辺りのことを念頭にきみの方でもプロットを練り直しといてよ。悪いけど今日はもう時間がないから、これで打ち合わせは切り上げないといけないんだよね」

「はい。……本当にご迷めい惑わくをかけます」

「迷惑なんてかけられてないから頭は下げないでほしいねー。これも編集の仕事の内なんだから。……でも、これからやらないといけないことは、編集を超こえた仕事だよねー」

「え？」

「んーにゃ、何でもないよ。そいじゃ、また連れん絡らくするからさ」

　そう言って榊さんは、コップに残っていた氷を一気に口に入れ、ガリガリとかみ砕くだいてから席を立って行ってしまった。

　ふと見ると、テーブルの上には伝票が残ったままで目が点になったが、迷惑料と考えれば安いくらいだと思い直して、俺はそれに手を伸のばした。

「……妹モノ、か」

「…………どうして妹モノだとダメなんですか……？」

　その時、不意に背後からそんな声が聞こえてきて、俺はギクッと動きを止めた。

　地の底から響ひびき渡わたるような重い声。後ろを確かく認にんするのが怖こわいが、かといってこのままでいるわけにもいかず、俺はギギギ……と振ふり返る。

「どうして妹モノだけは書きたくないのか、説明してほしいですね……！」

　するとそこにはやはり、恐おそろしく不機嫌な顔をして俺の方を睨にらんでいる涼花がいた。

　なぜ涼花がこんな所にいるのかというと、今回の打ち合わせは喫茶店ということで、実はずっと後ろの席に座って俺達の様子を窺うかがっていたのだ。

　……マジで最近ストーカーじみてきた俺の妹が心配な件について！

「それで、どういうわけなんですお兄ちゃん？」

「え、えーと……！　と、とにかく先にこっから出ようぜ！」

「あ、待ってください！」

　俺は逃にげるように喫茶店を後にする。

　涼花も追って店から出てくるが、俺はなるべく目を合わせないようにしながら「さ、さあ帰るか」と白々しいことこの上ない台詞せりふを吐はいて歩き出した。

「どうして妹モノじゃダメなんですか！　編集の方もおっしゃってた通り、お兄ちゃんの作風には妹属性が合ってるんでしょう？　わ、私をモデルにしてるんですから当然だと思いますけど、だったらそれでいけばいいんじゃないんですか!?」

　当然そんなことで涼花が誤ご魔ま化かされるわけもなく、店から出てきたこともあって、今度は猛もう然ぜんと詰つめ寄ってきた。

　……どうしてだって？　まさにお前をモデルにしてるからだよ!!

　と反論したかったが、もちろんそんなことができるわけもない。

　というか、妹モノを書きたくない理由そのものである涼花に問い詰められたところで、返す言葉は文字通り何一つないに決まってんだろうが……！

　第三者に口が裂さけても説明できない理由だが、涼花相手にはそれこそ魂たましいが裂けたって説明できない。リアル妹をモデルにして、しかも妹モノのラノベを書くとか、もうどう考えたって有罪だ。弁護士だって投げ出すレベルの絶対的有罪。

「お、お前も聞いてただろ？　俺は妹モノが書きたくないの！　な、なんつーか、俺には合わないんだよ。その、感性的なアレが！」

　なので、俺はとにかく本心を隠かくしたままなんとか取り繕つくろうしかなかった。

　自分で言ってても無理があると思える説明でも、ひたすら強弁する以外ない。

「な、なんですかそのフワフワした理由は！」

「俺のラノベセンスと合がつ致ちしてないんだから仕方ないだろ！　要するに、俺の書くべきジャンルじゃないってことだよ！　うん！」

「そういう偉えらそうなことは、本当にラノベ作家になってから言ってください！」

　ああ全くその通りですよチクショウ！

　……くそ、さすが涼花だ。的確に俺の心を抉えぐることを言ってきやがる。

　でも、いくら罵ば倒とうされようが本当のことだけは絶対に口に出さないからな！

「む、むむぅ……！」

　俺がキッパリと妹モノを拒きよ絶ぜつし続けていると、涼花は悔くやしそうな表情を浮うかべ、

「な、なんですか……！　お兄ちゃんはどうしてそこまで……！　や、やっぱり妹だとダメだと言うんですか……！」

　やがて気落ちした風にシュンとしてしまったが、しかしそんな様子もすぐに変わり、

「い、いえ、落ち込んでいる場合ではありません……！　こうなった以上は、何としてもお兄ちゃんに妹モノを……！」

　何かを決意するように拳こぶしを握にぎりしめ、キッと表情を引き締しめた。

　……く、何を考えてるか知らないけど、俺は絶対妹モノだけは書かないからな！

　そうこうしているうちに家に着いた俺達だったが、そこでその話はおしまい──なんてことには当然なるはずもなく、

「お兄ちゃん、お説教があります」

　玄げん関かんのドアを閉めた瞬しゆん間かん涼花にそう言われて、俺は涼花の部屋へと連行されてしまったのだ。……まだまだ戦いは続くらしいが、耐たえるしかない！

「さて……」

　そしてクッションの上に正座させられる俺。

　一方涼花は立ったまま俺を見下ろしていて、その小柄な身体からだから発せられてるとは思えないほどの威い圧あつ感かんで、俺の精神を圧あつ迫ぱくしてくる。

「お兄ちゃんは妹モノを書きたくないということですが、ラノベ作家になるのが夢だというなら、妹モノでも書かないといけないのではないですか？」

　で、今度は一転して正論で攻せめてきた。こ、これはマズイな……。

「そ、それはそうかもしれないけど、でも自分に合ってない作品だと……」

「合ってないわけじゃないですよね？　編集の方もお勧すすめしていたくらいですし。ただお兄ちゃんが書きたくないと我儘を言ってるだけで」

「わ、我儘って言うな！　ラノベは感性で成り立ってるんだから、そこは大事だろ！」

「……お兄ちゃんのラノベ作家になりたいという夢はその程度だったんですか？」

「ぐ……っ、そ、そんなことはないぞ。どうしてもなりたいからこそ、万全を期してるんじゃないか！」

「む……、でもそのせいで、結果として作家になるという夢から遠ざかってるのは事実じゃないですか」

「違ちがうね。作品をより良くするために一歩引いただけだ！」

「で、では一歩引いた代わりに得られたものは何なんです？　妹モノではない、より良い属性はあるんですか？」

「い、今から探すんだ！」

「そんなものはないって言ってるのと同じじゃないですかそれは！」

「ぐぐぐぐぐ……！」

「むむむむむ……！」

　お互たがいを睨みながら唸うなり合う俺達。

　涼花は何とか俺の考えを翻ひるがえそうと、時にはなだめ、時にはすかし、時にはあからさまに怒ど気きを強めて、かと思ったら理り詰づめでくるなど、手を変え品を変え迫せまってくる。

　一方で俺の方も、絶対に妹モノだけは書かないという強い意志で、そういった涼花の説得を跳はね除け続けた。

　俺も涼花も一歩も引かず、論争は果てしなく続いていく。

　そして気がつけば、こんなことを始めてもう一時間近くも経たっており、お互いはぁはぁと息を荒あららげて疲ひ労ろう困こん憊ぱいといった状態になってしまった。

「お、お兄ちゃん、どうしてそこまで……！　長年の夢を後ろに置いてでも妹モノが書きたくないなんて……！」

　悔しそうに俺を睨む視線にも、段々と力がこもらなくなってきている。なんだかちょっと涙なみだ目めになってきてるようにも見えるが、さすがに泣くほどじゃないだろ？　た、頼たのむから止やめてくれよ？　お前に泣かれるとマジで死にたくなるほど苦しいんだから！

「そ、そんな姿勢でどうするんですか……！　今のお兄ちゃんを、かつてラノベ作家を夢見た時のお兄ちゃんが見たらどう思いますか……！」

　だが幸いなことに、涼花は泣き出すことなくまた違う論理で攻めてきた。

　……ふう、助かった。しかしまあ、よくもここまでいろんな説得の仕方を思いつくもんだよ。今度はかつての俺ときたぜ……。

「そうですよ……！　かつての、ラノベ作家になると志した時のお兄ちゃんから見れば、今のお兄ちゃんの姿勢がどれほど情けなく見えることか──」

　す、好きに言えばいいさ。なんと言われようと俺の考えは決まってるんだからな！

　俺は、涼花がどんな論理を展開しようが決して折れないぞと身構えていたが、

「…………あ」

「……ん？　す、涼花？」

　なぜかその瞬しゆん間かん、涼花が前のめりの姿勢のまま、急に黙だまり込んでしまったじゃないか。

　……な、なんだ？　フェイントか何かじゃないだろうな……？

　俺が訝いぶかしんでいると、涼花は「……そういえば」と謎なぞの呟きをして、次になぜかうんうんと頷うなずき始めた。そしてバッと顔を上げると、

「お兄ちゃん、聞きたいことがあります」

　今までとはどこか違った雰ふん囲い気きで、そんなことを言い出した。

「な、なんだよ急に。聞きたいこと？」

「はい、今ふと思い至ったことがあるんです。……そういえば、私はまだお兄ちゃんから聞いてなかったことがあったって」

　そして涼花は俺に真まっ直すぐな視線を向けながら、こう続けた。

「お兄ちゃんがラノベ作家になろうと決意した理由は何なんですか？　お兄ちゃんの夢の原点……、そのことについて、私はまだ聞いたことがありません」

　涼花の言葉が、シーンと静まり返った室内に響く。

　しかしその静せい寂じやくは長くはもたなかった。なぜなら質問の意味を理解した瞬間、俺はあからさまに狼ろう狽ばいした反応を見せてたからだ。

「お、俺の夢の原点……だと!?」

「はい。考えてみれば、私はその辺りのことを何も知らないんです。お兄ちゃんがラノベ作家を目指すのは当たり前だと思ってました。……でも、そんなはずはないですよね？　何か理由があったから、お兄ちゃんはそういう夢を持ったはずなんです」

　一方で涼花はどこまでも冷静に、俺にというよりは自分に言い聞かせるように言葉を並べていく。

「……ではそのきっかけは？　自然とそうなったわけではないでしょうから、やはり何かに影えい響きようされたというのが最も考えやすいです。ではそれは何かと言われたら、ラノベ作家なのだからやはりラノベということに──」

　そこまで言ったところで、涼花はハッと顔を上げて、

「そうです！　お兄ちゃんが一番最初に読んだラノベって、一体何なんですか!?」

　ついに、その疑問点に到とう達たつしてしまった。

　……や、ヤベエえええええええええええええええええええぇ……っ!!

「い、いや、それは……！」

「教えてください！　きっとそれが、お兄ちゃんの夢の原点のはずです！」

　……ぐっ、お前、鋭するどすぎるのもいい加減にしろよ!?　バッチリ正解じゃねえかよ！

「わ、私も是ぜ非ひ読んでみたいんです！　お兄ちゃんの『最初の一冊』を！　今も持っているんですか!?」

　ものすごい勢いでまくしたてる涼花に、俺はしどろもどろになる。

　……ど、どうしよう!?　こんなことになるなんて、どうすればいいんだ……!?

「言っておきますが、誤魔化そうとしても無む駄だですからね！」

　そして、なんとか矛ほこ先さきを逸そらそうと考えた矢先に釘くぎを刺さされた。

　ま、まずい、涼花のやつ本気の目だ。これじゃ誤魔化そうにも誤魔化せない……！

　しかも俺は今テンパってて、とてもじゃないけど冷静な対応なんてできない。

　普ふ段だんなら万が一でも誤魔化せる可能性があるかもしれないが──

「じいいいいいいいいぃ……っ」

　こ、こんな涼花相手じゃ無理だ！　絶対見破られる！

「う……、最初の一冊って言われても子供の頃ころだから記き憶おくも曖あい昧まいで、タイトルも思い出せないんだよ……。買って読んだわけじゃないから、当然持ってもいないし……」

　なので俺は、仕方なくそう答えるしかなかった。

　ちなみに今言ったことはウソも誤ご魔ま化かしもない真実だ。俺は人生で初めて読んだラノベについて、ある一点を除いては内容もほとんど覚えていないくらいなんだ。

　……ただ、その『ある一点』だけは、決して忘れることはないと思う。

　まさにそれは──……涼花の言う通り、俺の夢の原点なのだから。

「……本当ですか？」

「本当だって！　お前ならわかるんだろ!?　だからもうそのことは諦あきらめてだな……！」

「諦めるわけないじゃないですか。お兄ちゃんがそのラノベについていろいろと忘れているのは本当かもしれませんが、夢の原点だっていうことについては間ま違ちがいないと、その反応からハッキリ読み取れます！」

　読み取るなよ！　兄にプライバシーはないのかよ！

「これはますます読まないといけなくなりましたね！　それで、どこにあるんですか!?」

「持ってないんだから知らないよ！　ってか、ないものは読めないんだから諦めてくださいよマジで！」

「ないなら探すまでのことです。ネットで探せばすぐに見つかるのではないですか？」

「だからタイトルも忘れてるんだって……！　検けん索さくしようにも、検索するワードがわからないんじゃどうしようもないだろ……!?」

　俺がそう言うと、涼花は「む……」と少し言葉に詰つまって、

「でも、ちょっと待ってくださいよ？　購こう入にゆうしてないということは、お兄ちゃんはその最初の一冊を、どこでどうやって読んだというんですか？」

「え？　だからそれは、図書館で偶ぐう然ぜん手に取って……」

「ではその図書館に今から行きましょう！」

「ま、待て、残念だがそれは無理だ。あそこは数年前に取り壊こわされちまった」

　これも事実。だからこそ、俺はずっとあの作品を読み返す機会がなかったんだ。

「な……っ!?　そ、それではどうしようもないじゃないですか！」

　その通りだ。その通りだからこそ、これで諦めてほしいんだが……。

「……仕方ありませんね。お兄ちゃん、出かけましょう」

「え？　で、出かけるってどこにだ？」

「決まっています。そのラノベを探しに行くんです。本屋さんで探せば見つかるかもしれません」

「いやいやいや、あんな古いラノベを置いてるわけがないだろ!?」

「では古本屋さんです。とにかく虱しらみ潰つぶしにするしかありません。ほら、なにをグズグズしてるんですか！　お兄ちゃんがいないと始まらないんですよ？　表紙のイラストくらいは覚えているんでしょう!?」

「た、確かにちょっとは記憶に残ってるけど……！　でもそれもぼんやりした全体の印象程度で、せいぜいキャラの髪かみ型がたとポーズくらいしか……！」

「それだけ覚えてれば十分です！」

　涼花はまるで諦めた様子はなく、それどころかさらにやる気を燃やして、早く早くと俺の腕うでを引っ張っていく。その勢いはすさまじくて、俺はなんとか抵てい抗こうを試みたがまるで歯が立たなかった。

　……うう、こうなったらもう涼花の気持ちを変えるのは無理だ。一度これと決めたら絶対にやり遂とげるやつだからな……。俺も言われるがままに協力するしかないけど、せめて見つかりませんようにと祈いのるくらいしかできない……。

　そんなこんなで俺達は家を出て、近所に数件ある古本屋を回ることになった。

　本当に一冊一冊虱潰しで探す羽目になったのだが、個人経営の古本屋は品物の数が少ないうえに、そもそもラノベを置いていないところが多かった。当然探しているラノベは見つからず、涼花も早々にこれではダメだと判断したようだ。

　そして次に行ったのは、家から少し距きよ離りのある大型のリサイクルショップだ。本だけじゃなくゲームやＣＤも置いてあり、ラノベも専用コーナーがあるくらいで品しな揃ぞろえは多かったのだが、

「……ないな。ってか、こういうところは新しいやつか、流通量の多い人気シリーズは置いてあるけど、レア本の類たぐいはあまり期待できないからな……」

「つまりお兄ちゃんの最初のラノベは、流通量も少ないし続編もないっぽいマイナーな作品というわけですか。どうしてお兄ちゃんはそんなのを最初の一冊に選んだんですか！」

「そんなこと言われても、偶然出会ったもんなんだから仕方ないだろ!?」

　リサイクルショップも結局空から振ぶりに終わり、涼花は不ふ機き嫌げん顔で考え込む。

　……近くにはもう古本屋はないし、これでもう打つ手はないはずだけど……。

　しかし涼花の顔を見ると、その表情からはまるで諦めた様子が見えなかった。

「……うん、そうですね。探すなら中ちゆう途と半はん端ぱにではなく、徹てつ底ていしないといけなかったんです。ではお兄ちゃん、行きましょう」

「え？　行くってどこにだ？　この辺の古本屋は探し尽つくしたと思うんだけど……」

「決まっています。探し物は、それが集まる場所で探さないといけなかったんです。というわけで今から秋あき葉は原ばらに行きますので、お兄ちゃんは案内をお願いします」

「あ、アキバ!?　今から!?」

「何を驚おどろいているんですか？　あそこはオタクの聖地なんでしょう？　だったら古いラノベでも必ず見つかるはずです。さあ、行きますよ」

「あ、おい！　ちょっと……！」

　涼花は俺の手を引いて、駅の方へとズンズン歩いて行く。

　まさか涼花の口からアキバ行きなんて考えが出てくるとは思ってなかったので、俺はそこまでして探し出そうとするその意志に圧あつ倒とうされる思いだった。

　……こ、これは、本当に見つけるまで諦めないのかもしれない。

「……ふんふん、秋葉原の古本屋はこことここと……」

　途と中ちゆうの電車の中でスマホを使って古本屋の位置を調べている涼花を横目に見ながら、俺はその執しゆう念ねんが一体どこから出てくるのかと不思議でならなかった。

　そしてアキバに到とう着ちやく後、俺達は数多くある古本屋を巡めぐって、徹底的に目的のラノベを探した。涼花の熱心さに押されて、俺もまたいつの間にか本気で見つけ出そうとしたが、

「……ないな、やっぱ」

「こ、これだけあってどうしてないんですか……！」

　結局アキバ中を巡っても、問題のラノベはついに発見できなかった。

　……他ほかのレア本は結構発はつ掘くつできたのに、あれだけが見つからないなんて、そんなにマイナーな本だったのか……。今いま更さらだけどなんか複雑な気分だな……。

「む、むうう……」

「まあ、やるだけはやったよ。見つからなかったのは残念だけど、アキバ中を探してなかったらもう諦めるしかないな……」

　俺は残念そうな涼花の肩かたを叩たたきながら、心から慰なぐさめの言葉をかけた。

　最初は見つからないでほしいと思っていたが、涼花が本気で探すうちにこっちも感化されてしまったみたいだ。

　……結局見つからなかったが、さすがにこれだけやったら涼花も納なつ得とくするだろう。

「もうこんな時間か……」

　空を見上げると、すっかり夕暮れ時になっていた。

　そろそろ帰るか、と俺は涼花の方に向き直った。しかしそこで見た涼花の表情に、俺は思わず「え？」と声に出してしまった。

「…………そういえば」

　涼花はまだ諦めた様子はなかった。それどころか、さっきまでの不機嫌顔が消えて、何やら真しん剣けんな表情で考え込んでるじゃないか。

　……ま、まさかまだ探すつもりか？　でもアキバでなかったのにこれ以上は……。

　だが、俺は次に涼花の口から出た言葉に驚きよう愕がくする。

「お兄ちゃん、今から氷ひ室むろさんの別べつ荘そうに行きましょう」

「……へ？　……は、はぁっ!?」

　ま、舞まいの別荘って……、なに考えてんだお前は!?

「正確には、氷室さんの別荘の近くにあった古本屋さんです。私、思い出していたんですが、確かあそこにはお兄ちゃんの最初の一冊らしきものがあったんですよね？」

「あ……、お、お前まさか!?」

「はい。見に行きましょう」

　平然と言う涼花に、今度こそ俺は度ど肝ぎもを抜ぬかれた。

「これだけ探してなかった以上、もうあそこ以外可能性はありません」

「ま、待て待て待て！　今から!?　もうすぐ夜になるぞ!?」

「電車はありますから問題ありません」

「い、行きはよくても帰りは……」

「向こうで宿を探しましょう。お母さん達には連れん絡らくを入れておきますし、お金も心配いりません。こういう時にこそいただいた印税を使うべきです」

　呆ぼう然ぜん。愕がく然ぜん。

　と、とてもじゃないが、いつもの涼花の言葉とは思えない……。

「……で、でもあれはよく見て確かめたわけじゃないから、もしかして全然関係のないラノベだったかも……」

「それも、実際に行って確かく認にんしてみればわかることです」

　一いつ切さいの躊ちゆう躇ちよなくそう言い切る涼花に、俺は無意識のうちにゴクリと喉のどを鳴らしていた。

　真まっ直すぐに俺を見上げるその視線からは、揺ゆるぎない意志を感じる。

　俺はそんな涼花に圧倒されて、もうそれ以上何も言えなかった。

「さあ、行きましょうお兄ちゃん。時間が惜おしいです」

　そう言って、また俺の手を引いて駅へと向かおうとする涼花。

　だがその時、頭の中に、これだけはどうしても聞いておかないといけないという問いが浮うかんできて、気がつけば俺はそれを口に出していた。

「な、なあ涼花、どうしてお前はそこまでするんだ……？」

　すると涼花はピタッと立ち止まり、しばらく沈ちん黙もくした後、

「そ、そんなの……、決まってます……！」

　そう言って、さらに振ふり返ることなくこう続けた。

「お、お兄ちゃんが私に協力してくれたみたいに、私もお兄ちゃんの夢のためにできることは何でもしたいんです……！　きょ、兄妹きようだいなんだから当然じゃないですか……！」




　舞の別荘近くの停留所にバスが着いた頃ころには、もうすっかり夜になっていた。

　俺達はあの古本屋があった商店街へと歩いて行く。

　あの時買い物したスーパーはまだ開いていたが、古本屋は案の定閉まっていた。

　しかし涼花は諦あきらめることなく、閉じたシャッターを何度も叩いて呼びかけた。俺もそれを手伝って、まだ中に人がいることに一いち縷るの望みをかけた。

　やがて涼花の執念が通じたのか、シャッターが開いて、中からあの人のよさそうなおばあさんが、少し驚いた顔で現れた。

　俺達はこんな時間に訪おとずれたことを謝罪し、それから事情を説明した。

　するとおばあさんは親切に対応してくれて、店の中に入れてくれた。

　俺達は本が平積みになっていた棚たなへと直行し、そしてようやくそれを発見した。

　俺はそのラノベを手に取る。

　今度はじっくり表紙を眺ながめ、そしてタイトルも確認する。

　……間ま違ちがいない。これだ。

　俺が頷うなずくと、涼花が待ちきれないといった様子で俺の手元を覗のぞき込んできた。

　タイトルは『はちみつしすたぁ』。

　著者名は『きるりん』。

　そのラノベこそ、俺達がようやく手に入れた『最初の一冊』だった。

「「この本をください！」」

　店内に、俺と涼花の声が綺き麗れいに重なって響ひびく。

　そんな俺達に、店主のおばあさんはニッコリと微笑ほほえんでくれたのだった。




　　　　▼




「往おう生じよう際ぎわが悪いですよお兄ちゃん。そろそろ覚かく悟ごを決めたらどうですか」

　風ふ呂ろ上あがりでほんのり湯気が立った涼花が、浴衣ゆかた姿のままこちらに迫せまってくる。

　同じく浴衣姿の俺は後ずさるが、間もなく壁かべ際ぎわに追い込まれてしまった。

「ふふふ、もう逃にげ場はないようですね……」

　ジリジリと距離を詰つめてくる涼花。

　すると、まだ少し湿しめっていた涼花の髪かみからほんのりとシャンプーの香かおりが漂ただよってきて、俺の動どう悸きはますます速くなる。身体からだもかああぁと熱くなり、風呂上がりの火ほ照てりがまだ残っていたことも相まって、頭がクラクラしてくるみたいだ。

「お、お前は恥はずかしくないのかよ……！」

　俺はせめてもの抵てい抗こうでそう言うが、

「そ、それは、恥ずかしくないと言えばウソになりますけど……！　で、でもそれ以上にお兄ちゃんの『初めて』に興味があるんです……！」

　涼花は顔を赤らめながらも、さらにズイッと前に出る。

　俺は反射的に横に逃げたのだが、その拍ひよう子しに床ゆかに敷しかれた布ふ団とんを踏ふんでしまい、バランスを崩くずして尻しり餅もちをついてしまった。

「さあ、もう諦めなさいお兄ちゃん……」

　その隙すきに、涼花は俺にまたがるようにして身体を拘こう束そくする。客観的に見ると、妹が兄を布団の上に押し倒たおしているような感じの非常に危ない光景だった。

　俺は「ま、待て！」とか「落ち着け涼花！」などと呼びかけてみるが、涼花は怪あやしい笑みを浮かべるだけでなにも答えない。ってか、目が完全に据すわっていた。

「で、では、お兄ちゃんの『初めて』をいただきます……！」

　そして涼花は、ついに俺へと向かって手を伸のばしてきた。

　身体を微かすかに震ふるわせながら、俺の浴衣の隙すき間まへとその手を差し込む。

　突とつ然ぜん胸むな元もとから涼花の温かくて柔やわらかな手の感かん触しよくがして、俺はビクビクと悶もだえながらその刺し激げきから逃のがれようとする。しかし涼花は俺を決して逃がさないよう、さらに前のめりになってきた。

「ここですか？　お兄ちゃん……」

　その拍子に涼花の顔が間近に迫ってきて、息づかいまでがハッキリと感じられるようになった。涼花ははぁはぁと呼吸を荒あららげながら、俺の胸元をまさぐり続ける。

　……だ、ダメだ……！　もう限界だ……！

　そして、俺がそんな状じよう況きように耐たえられなくなったその時、




「ありました！」




　涼花は大きな声でそう言って、俺の懐ふところから手を引っこ抜いた。

　その手に摑つかまれていたのは──……あの『はちみつしすたぁ』の文庫本だ。

「まったく、本当に往生際が悪いですね！　私がお風呂に行っている間に、自分の懐にラノベを隠かくすなんて！」

　涼花は文庫本片手に俺を見下ろしながら、ぷりぷりとご立腹だった。

　俺はしばらくの間、布団の上で大の字に寝ねっ転がっていたが、

「……な、なんでわかったんだ……」

　やがて観念しつつも不ふ貞て腐くされた顔で上体を起こした。

「お兄ちゃんのことだからわかります。ここにきて、やっぱり私に見せたくないと思ったけど、かといって本当に捨てる勇気はなくて、仕方なく懐に入れてしまったというところでしょう」

　……すごいな。完全に正解だよ。心情も含ふくめて図星もいいとこだ、恐おそろしい……。

　涼花は「まったくお兄ちゃんは仕方のない人ですね……」と呆あきれた様子だが、俺はもう何も言い返す気力がなく、ガクリと肩を落とす以外なかった。

　……まあ、無む駄だなあがきだってわかってたさ。でも、今のこの状況も相まって、なんか衝しよう動どう的に隠しちまったんだよな。ほんと、我ながらバカだとは思うけど……。

　しかしまあ、とりあえずは現状の説明をさせてほしい。

　あの後どうなったとか、今俺達がどこにいてどういう状況なのかとかな……。

　あ、その前に、さっきまでの俺達のやり取りで変な想像をしてたやつがいたとしたら、そういうあり得ない妄もう想そうはさっさと頭の中から排はい除じよしてくれ。俺と涼花が、その……、なんだ、そういうことになるとか、マジで絶対あり得ないからな？

　……こほん、それはともかく、現在の状況だ。

　俺達は今、舞の別荘の近くにある旅館の一室にいた。

　無事目的を達成したのはよかったが、懸け念ねんしていた通り時間が遅おそくて家に帰ることができず、仕方なく近くにあった旅館に泊とまることにしたのだ。

　ちなみに、部屋は俺と涼花で一室である。

　他ほかの部屋が全部埋うまってたとかそういう事情は一切ないが、宿を取る時に涼花が勝手にそうしてしまったんだからどうしようもない。

　俺はもちろん一人一室にすべきじゃないかと主張したんだぞ？　でも当の涼花が「か、家族なんだから相部屋の何がおかしいんですか！」とか「そもそも二人で一部屋で事足りるのに一人ずつ別々にとか、そ、そんな贅ぜい沢たくはできません！　不経済です！」とか、そう言って取り合ってくれなかったんだ。

　……お前、ここに来る前は、印税はこういう時に使うもんだとか言ってたくせに……。なんでこういう時にはその感覚が発揮されないんだよ……。

　とはいえ財さい布ふを握にぎっている涼花に逆らうことはできず、仕方なく妹と一いつ緒しよの部屋ということになってしまったのだ。

　そして夕食をとった後、それぞれ温泉に入ることになった。

　涼花は「か、家族風呂なんてものもあるんですね……」とかチラチラこちらを見ながら呟つぶやいていたが、俺は取材したいと言われる前に聞かなかったことにして男湯に逃げた。

　で、部屋に戻もどると二人分の布団が並べて敷かれていて、何となく落ち着かない気分になった俺は衝動的にラノベを懐に隠してしまい、遅おくれて戻ってきた涼花に問い詰められて今に至る──……と、まあそんな感じだったわけだ。

　……正直なところ、涼花に押される形でここまで来てしまったことに後こう悔かいしてる。

　あのラノベが見つかった時は思わず喜んじまったが、この先の展開を想像すると気が重い。今すぐにでも時間操作系の異能に目覚めたい気分だぜ……。

「お兄ちゃんはまだグズグズ迷っているんですか？」

　そんなことを考えていると、涼花が不ふ機き嫌げん顔で非難してきた。

　確かに、ここまできたらもうどうしようもないのはその通りだ。

　涼花にあのラノベを読まれてしまうことについては、さすがにもう諦めてるさ。

　……でもな、

「……なあ、マジで俺も一緒に読まないとダメなのか？」

　なんでお前は、俺と二人で読むなんて言い出したんだ!?

　本ってのは一人で読むもんだろ!?　一人で、静かに、妄想たっぷりに……！

「と、当然じゃないですか。お兄ちゃんの『最初の一冊』なんですよ？」

「全然理由になってないと思うんですけど!?」

「お、お兄ちゃんも久しぶりに読みたいでしょう？　だったら一緒に読めばいいじゃないですか！　時間の節約にもなりますし、手間が省けます！」

「いや、俺は別に読みたいなんて……」

「自分の夢のために何でもするという姿勢を忘れたお兄ちゃんは、原点を思い出すためにも読まないといけません。そうでしょう!?」

　う、うぐぐ……、まるで論理的じゃないけど、なぜか涼花に反論できない。

　だけど、やっぱり素す直なおに「はいそうですね」と頷けるか！

「だ、大体お前は恥ずかしくないのかよ！　そのラノベ、タイトルとあらすじからもわかるように、モロに兄妹きようだいもののラブコメなんだぞ!?　それを兄妹で一緒に読むとか、どんな罰ばつゲームだよ！」

「わ、わわわ私は気にしません！　た、たとえお兄ちゃんと一緒に兄妹のイチャイチャシーンを読むことになっても、それはそれで──じゃなく！　これもお兄ちゃんのために必要な行こう為いだと理解しているから、耐えられるんです！」

　……お、お前は耐えられるかもしれないけど、俺は無理だよ。

　妹と一緒に妹モノラノベを読むとか、最悪の羞しゆう恥ちプレイじゃねえか……。

　俺がゲンナリしていると、涼花は真っ赤な顔のまま「そもそも！」と口を開き、

「お兄ちゃんの言う通り、このラノベは妹モノじゃないですか！　原点ともいえる『最初の一冊』が妹モノなのに、どうしてお兄ちゃんは妹モノを書きたくないなんて言ってるんです!?　おかしいじゃないですか！」

「う、そ、それは……っ」

「その謎なぞを解き明かすためにも、お兄ちゃんは私と一緒にこのラノベを読まないといけないんです！　これはお兄ちゃんのためなんです！」

　そう言い放って、ふーふーと荒い息を吐はく涼花。

　ここまで感情的になっている涼花を見たのは、ひょっとしたら初めてかもしれない。

　……しかもそれが自分のためじゃなく、あくまでも俺のためなんだ。

　そう考えると、俺はもうそれ以上反論できなかった。同時に、涼花の言う通りいよいよ覚悟を決める時が来たのかもしれないと思った。

「…………っ！」

　そして、何か反論しようと思って結局言葉が出なかった時、俺はもう諦あきらめざるを得ないことを悟さとってしまったのだ。

「……はぁ、わかったよ……。俺の負けだ……」

　肩かたを落とし、力なく俯うつむきながら、俺はついに降参した。

　その瞬しゆん間かん、涼花の顔がパァッと輝かがやく。

「わかってくれましたかお兄ちゃん！　で、では早さつ速そく読みましょう！　もちろん二人一緒に、並んで読むんです……！」

　そう言って涼花は、俺と並ぶように自分も布団の上に腰こしをおろした。

　そして身体が密着するくらいの近い距きよ離りまでやって来て、スッと文庫本を俺達の間へと差し出す。俺はその表紙をまじまじと見つめ、今いま更さらになって懐なつかしさを感じていた。

　はちみつしすたぁ……か。

　まだ俺がラノベなんてものの存在を知らなかった頃ころに、偶ぐう然ぜん図書館で出会った一冊。

　この表紙のイラストも、タイトルのデザインも、今になってこれだと思い出す。

　あの頃の感覚が、段々とよみがえってくるな……。

「さあ、最初の表紙はお兄ちゃんがめくってください」

　涼花に言われ、俺はおもむろに表紙をめくった。

　そして俺は──いや、俺達は、すぐにその物語に没ぼつ頭とうし始めたのだった。




　はちみつしすたぁの内容は、ぶっちゃけて言えば特にこれといったところがない、ごく普ふ通つうの妹モノといった感じだった。

　そのストーリーも、何の変へん哲てつもない兄妹がちょっとしたすれ違ちがいから仲なか違たがいし、ラブコメ展開を通じてその関係を修復していくという王道的な──……悪く言えばベタで代わり映ばえのしないものだった。

　今の俺が初見で読んだとしたら、間違いなく苦く笑しようしながら本を閉じて、二巻以降は買わないかなーと思えるものだ。

　だが、

「お兄ちゃん、待ってください。まだ読んでいる途と中ちゆうです……」

「あ、悪い……」

　俺はそんな感じで涼花と二人で読み進んでいくうちに、何とも言えない感情が自分の中に渦うず巻まいてくるのを感じていた。

　確かにこのラノベはお世辞にも名作とは言えないし、数多くある同じような作品の中に埋もれて、すぐに消えて行ってしまう程度のものだろうと思う。

　アキバをあれだけ探しても見つからなかったほどのレアさや、この本以降で同じ作者が一つも作品を出していないことを考えても、その辺りの評価はほぼ客観的な事実と言って差し支つかえないだろう。

　……けど、時々そういった世間的評価とは関係なく、自分にとってすごく面おも白しろいと思えるような──いわゆる『刺ささる』作品に出会った経験はないだろうか？

　俺は何度かそういった経験をしたことがある。たまたま手に取ったラノベがめちゃくちゃ面白くて、興奮しながらネットで他の人の評価を検けん索さくし、そこでボロクソに叩たたかれているのを見て愕がく然ぜんとした経験は、一度や二度じゃない。

　だが他人の評価がどうであれ、自分の中で面白いと感じた事実には間違いないし、そういった感情はずっと残り続けるものだと俺は思ってる。

　今まで数多くのラノベを読んできたけど、俺はそういった経験をとても大事にしているし、そういう蓄ちく積せきが自分の感性を形作ってきたんだと確信している。

　そして、

　……そんな蓄積の根底にあるのが、他ならぬこの作品だったんだ。

　今こうやって読み返していて、俺は初めてそのことに気がついた。

「お兄ちゃん？　まだこのページ、読み終わってないんですか？」

「い、いや、今めくる……」

　そして、俺の心臓はいつの間にかドキドキと高鳴り始めていた。

　気がつけば涼花と一緒に妹モノラノベを読んでいる恥はずかしさも忘れ、俺は物語の中の兄妹達を追いかけるのに夢中になっていた。

　……面白い。

　この作品、すごく面白いぞ……っ！

　キャラはありきたりだし、描びよう写しやも大したことないし、ストーリーも平へい坦たんで簡単に先が読めるし、実際その通りに起き伏ふくもなく進んで行く。それこそ、涼花の作品と比べたらクオリティに天と地ほどの差があるのは間違いない。

　だが、そんなことはまるで関係がなかった。

　面白かった。理由は全然上手うまく説明できないけど、とにかく面白かったんだ。

　なにがどうなってるのかまるで不明だけど、とにかく物語に心が揺ゆり動かされる感じだった。まさに『刺さる』としか言いようがない感じだ。

　頭ではなく、心で読んでいるような、言葉では説明できない何かを受け取っているような、そんな感覚。

　……なんで、なんで俺は、この作品にこんなにも惹ひかれるんだ……？

「…………」

「……お兄ちゃん？」

　その時、俺はふとあることを思い出した。

　……この感覚には覚えがあるぞ？　ってか、これって俺が子供の頃にこのラノベを初めて読んだ時と、同じ感覚なんじゃないか？

　そうだ、俺はあの時もこう思いながら読んでたんじゃないか。

　面白い。こんな面白いものがあったんだ。

　これがラノベか──って。

「あ」

　その瞬間、俺の頭の中で何かが弾はじけた。

　今までモヤがかかったように曖あい昧まいだった記き憶おくが、急に鮮せん明めいになって浮うかんできたのだ。

　初めて図書館でこのラノベを見つけた時のことも。

　それを持ってテーブルに向かう自分も。

　夢中で読み終えて窓の外を見ると、すっかり夕方になっていたことも。

　……全部、全部思い出した……！

「どうしたんです？　もう次に行っていいですか？」

　俺は涼花の言葉に慌あわててページをめくり、目は文面を追いながらも、頭の中では次々と思い出される記憶に意識を向けていた。

　……そうだ、あの時のことや、その前のことも少しずつ思い出してきたぞ……。

　俺がこのラノベと出会った頃は、ちょうど涼花との間に決定的な亀き裂れつが走ってしまったのと同時期だった。

　涼花から「お兄ちゃんなんて嫌きらい！」と言われ、代理人になって仲が修復されるまで続いたあの冷え切った関係──その始まりの時期が、まさにその頃だったんだ。

　そんな時期に俺は、それまでも時々行っていた近くの図書館に向かった。

　その理由まではさすがに詳くわしく覚えてない。

　単に本が読みたくなったからか、それとも家で涼花と一いつ緒しよにいるのが気まずかったからか……、今となっては思い出すこともできない。

　とにかく俺は図書館に行った。そして俺は、普ふ段だんならコミックや図ず鑑かんしか読まないはずなのに、その日はなぜかラノベコーナーに足を踏ふみ入れたんだ。

　これまた理由はわからない。涼花との一件が影えい響きようしたのか、もしくは単に何気なくブラブラしていたのか……。とにかく、そうやって到とう着ちやくしたラノベコーナーで、俺はこのラノベを偶然発見し、手に取ったんだ。

　この辺りの経けい緯いも謎だ。当時小学校低学年だった俺は、それまで小説の類たぐいは一いつ切さい読んでいなかった。それなのになぜその日に限って読もうと思ったのかは、それこそ気まぐれだとか運命だとかで片付ける以外ないのかもしれない。

　なんにせよ俺は、そのラノベ──はちみつしすたぁを持ってテーブルに向かい、そこで夢中になって読みふけった。

　そして読み終えた時、ラノベってこんなにも面白いものだったんだと感じたんだ。

　そこから、俺は小こ遣づかいやお年玉を全すべてラノベにつぎ込むようになり、果てはラノベ作家になりたいと思うようになった。

　つまり、このラノベは俺の最初の一冊であり、かつ原点であることに間違いない。

　……ただ、その時に抱いだいた感情はそれだけじゃなかった。

　ラノベの面白さに目覚めた以外に、俺はこの妹モノラノベを読んで感じたことがあったんだ。それこそが、他ほかの全てを忘れていたのに、唯ゆい一いつ覚えていたことに他ならない。

　……つまりそれは、絶対に涼花にだけは知られたくないことであり、同時に妹モノだけは書かないと心に決めた理由……！

　まさか、それをこんな形で再確かく認にんさせられるとは……。

「…………」

「………………」

　俺も涼花もいつの間にかすっかり無言になり、物語を読み進めていた。

　ページをめくる音だけが定期的に部屋に響ひびく。

　物語はいよいよクライマックスに至り、すれ違いを解消した兄妹きようだいが仲直りの印にと、夜一緒に寝ねながらいろんなことを語り合うシーンが展開されていた。

　やがて眠ねむってしまった妹の頭を、兄がやさしく撫なでる。

　そうして日常が戻もどってきたエピローグに続き、ストーリーは幕を閉じた。

「……ふう、こういうお話だったんですね」

　読み終えた後、お互たがいしばらくの間黙だまったままだったが、やがて涼花が少し頰ほおを染めながら口を開いた。

「これがお兄ちゃんの最初の一冊ですか……。わ、私はとても面白く読めましたが、内容の是ぜ非ひはさて置き、やっぱり妹モノだったんですね……」

　そして、少し拗すねたような表情でこちらへと向き直る。

　……う、ジーッと見られてるけど、この先の展開が予想できてしまうのが嫌いやだ。

　俺は「そ、そうだな」と視線を外したが、そんなことで勘かん弁べんしてくれるほど、涼花は甘い妹じゃなかった。

「お兄ちゃん、これがお兄ちゃんが人生で初めて読んだラノベで間違いないですよね？」

「あ、ああ」

「そして、これが元でお兄ちゃんはラノベに興味を抱き、ラノベ作家になりたいとも思うようになった……」

「ま、まあな」

「つまり、この作品がお兄ちゃんの原点と言っていいわけですね？」

「そ、そうとも言えるかもしれないな」

　そんな会話をしていると、涼花は不意に「はぁ……」と深いため息を吐ついた。

　だが次の瞬しゆん間かんキッと俺を睨にらみつけると、

「だったらどうして妹モノを書きたくないなんて言うんですか！　これが原点なら、むしろ妹モノこそ書きたいってなるのが自然じゃないですか！」

　案の定、そんな当然の結論を俺にぶつけてきたのだった。

　……いやまあ、そりゃそうなるよな。当たり前だよ……。

「どうしてです!?　それなのにどうしてお兄ちゃんは、頑かたくなに妹モノを書こうとしないんですか!?　納なつ得とくのいく説明を求めます！」

「そ、それはだな……！」

　俺は何か答えようと思ったが、結局できずに言いよどむしかなかった。

　ってか、そもそも返す言葉がない。涼花の言い分は完全な正論だったからだ。

　……け、けど、その理由だけは絶対に涼花に知られるわけには……！

「……お兄ちゃん」

　俺が黙ったままでいると、涼花は怒おこるでも急せかすでもなく、ただひたすら真しん剣けんな表情で俺を真まっ直すぐに見つめてきた。

「言っておきますが、ここまできたからには、お兄ちゃんが妹モノを書きたくないと強きよう硬こうに主張するその理由を知るまで私は決して諦あきらめません。だって、そんなの絶対におかしいですから。私は納得いくまで、お兄ちゃんに訊たずね続けます」

「う、ううう……」

「もちろんお兄ちゃんにも言いたくない理由はあるのでしょう。お兄ちゃんにもプライバシーはありますから、そこに踏み込むようなことは基本的にしたくありません」

　ですがこの件に関しては別です、と涼花はハッキリ告げる。

「この件に関しては私も知るべきことだと確信しているんです。お兄ちゃんの夢を応おう援えんしている私にとっては、これはとても重要なことなんです。……それに」

「そ、それに……？」

「……そうやって苦しそうにしているお兄ちゃんなんて、見ていられません」

　涼花にそう言われて、俺は慌てて顔を擦こする。

　……く、苦しそうって、俺はそんな顔をしてたのか……？

「ですからお兄ちゃん、私に理由を話してください」

「し、しかし……」

「私はその理由がなんであれ、お兄ちゃんを決して否定しません」

「……え？」

「お兄ちゃんがそこまで苦しんでも言えないということは、それ相応の理由があるんだと思います。ですから私は、その内容を聞いても決してお兄ちゃんを否定したりしません。私はどんなことがあってもお兄ちゃんの味方でいると誓ちかいます」

「す、涼花……」

　そう言って涼花は、ジッと俺を見つめる。

　俺はその視線に、心の中がグラグラと揺れ始めるのを感じていた。

　……あ、あの涼花がここまで言うなんて……。

　い、いやでも、それでもやっぱりこの理由だけは涼花には……！

「お兄ちゃん」

　俺が内心でものすごい葛かつ藤とうをしていると、涼花はさらに口を開いた。

　そして、




「私はもう『お兄ちゃんが嫌い！』だなんてこと、魂が裂けても言うことはありません」




　そう言って、少しだけ申し訳なさそうな笑え顔がおを見せた。

「…………涼花」

　その瞬間、俺の中でストンと何かが落ちた音がした。

　全身の力が抜ぬけて、いつの間にか握にぎりしめていた手が自然と開いた。

　頭の中に、今涼花が口にした言葉が何度も繰くり返される。

　……そうか、もうあの頃ころの俺達とは違ちがうのか。

　代理人なんて引き受けて、段々距きよ離りが縮まっていって、やっと仲直りもできて……。

　それから、涼花は俺のことをこんなにも信しん頼らいしてくれるようになって。

　だったらもう、たとえ何があろうと、昔みたいな冷え切った関係に戻るようなことはないんじゃないか？　いや、たとえそうなったとしても修復できるくらい、俺達の絆きずなは昔とは比べものにならないくらい強くなったのでは……。

「お兄ちゃん、兄妹なんですから私を頼たよってください。……そ、その、私がお兄ちゃんを頼っているのと同じくらいに……」

　その時、涼花のそんな言葉が聞こえてきて、俺は最後の支えが折れた気がした。

　俺はガクリと肩かたを落とし、大きな大きなため息を吐く。

　……負けた。降参だ。

　こんなしっかり者の妹に、俺みたいな情けない兄貴が勝てるわけがなかったんだ。

　だったら……とことんどうしようもない兄貴だってことを、今いま更さら告白したくらいでどうにかなるはずもない。

　……いや、たとえどうにかなったとしても──……そん時はそん時だ。どうせ俺は、涼花の前では取り繕つくろうものなんか何一つないバカ兄貴なんだからな。

　俺は「ふー……」と大きく深呼吸をすると、バリバリと頭をかきむしった後、

「実はな……」

　そう言って、どこかヤケクソな気持ちで語りだした。

「そのラノベを読んだのって小学生の頃で……、具体的にはお前から嫌いだって言われたあの直後なんだよな……」

「え？」

「で、図書館でそれを見つけて……、手に取ったのは偶ぐう然ぜんだと思ってたけど、今思えば必然だった気もするな……。だってタイトルからもわかる妹モノだもんな」

「え、え？」

「そいつを読み終えた時は感動したもんさ。ラノベってこんなに面おも白しろいんだ！　ってな。それからラノベにハマったのはお前も知っての通りだ。……けど、その時に感じたのはそれだけじゃなかったんだよ……」

「……そ、それは一体？」

　怪け訝げんそうな顔をする涼花に、俺はついに告白する。

「……羨うらやましい」

「うら、やま……？」

「ああそうだよ！　羨ましいって思ったんだよ！　すさまじい羨せん望ぼうを抱いたってわけなんだよ！　何か文句あるか!?」

　そうまくしたてながら、俺の顔はかあっと熱くなる。

　ヤケクソになってても恥はずかしいものは恥ずかしい。ああもう、好きにしてくれよ！

　一方で涼花はよくわかっていないようなキョトンとした顔で、

「羨ましいって、何がですか……？」

　そんなことを言って俺をナチュラルに追い込んでくるからたまらない。

「き、決まってるだろ！　作中の兄妹がだよ！　お前も今さっき読んだだろうが！」

「え、兄妹って──」

「そうだよ！　当時の俺は妹とケンカした直後！　一方でこの中の兄妹は、同じような状態からしっかり仲直りをして、以前よりも仲良くまでなってるじゃないか！　これが羨ましくないわけないだろ!?」

「…………………？」

　涼花はそれを聞いて、少しの間何が何だかわからないといった顔をしていたが、

「えええええええええええええええええええええええええええええっ!?!?!?!?」

　やがて、一いつ瞬しゆんで顔を真っ赤にしてから絶ぜつ叫きようした。

「ちょ……っ、ちゃ……っ!?　えええええ!?　ま、まままま待ってください!?　おおおおお落ち着いてくだしゃい!?」

「いや、まずお前が落ち着けよ……」

「う、うらやま……!?　きょ、兄妹がケンカで仲直りで羨ましいって!?　あうあうあうあう……！　そ、それってつまり……!?」

「だ、だから、俺もお前と仲直りしたいって思いが根底にあったところに、見事にこの作品がぶっ刺ささったってわけで──」

「うにゃああああああああああああああああああああああああっ!?!?!?!?」

　涼花のさらなる絶叫。

「にゃ、にゃんにゃんですかそれは……！　わ、私はてっきり最初に読んだ妹モノを神格化してしまってて、それを越こえることができないと思い込んでるんじゃにゃいかと……！　だ、だから私が目を覚まさせてあげようと思ってたにょに……!?」

「え？　なんだそれ……」

「……にゃのにそうじゃにゃくて、わ、わた、私と仲直りが羨ましくて羨望でって……！　うにゃあああああああああああああああああっ!!」

「うわっ!?　また!?」

　涼花は再び絶叫し、そのまま倒たおれ込んで顔を枕まくらにボフッと突つっ込んだ。

「～～～……っ！　～～～～…………っ!!」

　そして声にならない唸うなり声を上げながら、ポフポフと床ゆか──もとい布ふ団とんを叩たたき始めた。

　……こ、こっちがにゃんにゃんだ、なんですが……。

　俺はそんな様子を呆ぼう然ぜんと見ているしかなかったが、やがて涼花はバッと勢いよく起き上がると、やっぱり赤い顔のまま怒った顔で俺に詰つめ寄り、

「ま、待ってください……！　お、お兄ちゃんがラノベに、妹と……、その、あの……、そういった羨望を抱いだいたというのはよくわかりました……！」

　でも！　と必死な様子で続け、

「じゃあ、どうしてお兄ちゃんは妹モノを書きたくないなんて言ったんですか……！　そんなに羨ましいんだったら、自分でも書きたいと思うはずじゃないんですか……！」

　そんな、実に当たり前の質問を投げかけてきた。

　だが俺はその問いに「う……」と詰まる。

　……だ、だってそこがまさに核かく心しんなんだから仕方ないじゃないか！

　しかし、事ここに至ってはもはや隠かくしきれるもんじゃない。

　俺はふーふーと荒あらい息を吐はく涼花を前に、まるで蚊かが鳴くような小さい声で、

「……だ、だって、リアル妹がいるのに妹モノなんて書けるわけがないじゃないか……。絶対お前にキモイって思われるし……」

　そんな、情けないにもほどがある告白をした。

「な……っ!?　そ、そんな理由で!?」

　目を見開く涼花に俺は、こうなったらもう全部ぶちまけるしかないと思って「そ、それに！」とさらに続ける。

「リアルで妹と仲直りすることもできないやつが、妹モノのラノベで願望を書いて満足するなんて、そんな情けないことできるわけないだろ!?　そんなやつに、妹モノを書く資格なんて……！」

　……あるわけない、と最後は声がしぼんでしまった。

　そしてやって来る沈ちん黙もく。

　本当に洗いざらい全すべてを打ち明けた俺は、情けないやら格好悪いやらでただ俯うつむいていることしかできないし、涼花は涼花で呆あきれて声も出ないといった感じだ。

　そうやってしばらくの間、気まずい静せい寂じやくが室内を漂ただよっていたが、

「……はぁ」

　やがてそれは、涼花のため息で破られた。

「お兄ちゃんは本当に……、本当に仕方のない人ですね……」

「うう……」

　涼花の言葉に、俺はますます縮こまるしかない。何の反論もできないからだ。

　もしかしたら、いよいよ俺は本気で涼花から愛あい想そを尽つかされるかもしれない。

　そう思うと、覚かく悟ごを決めたはずなのに全身に冷たいものが走るような感覚がした。

　……だが、

「お兄ちゃん」

　涼花はいつの間にか俺を真まっ直すぐに見み据すえていた。

　まだ若じやつ干かん顔が赤いけど、そこには俺を軽けい蔑べつするような気配は微み塵じんもなく、どこまでも真しん剣けんな様子がストレートに伝わってくる。

「お兄ちゃんにお説教があります」

「……はい」

「お兄ちゃんは正直になりなさい」

「え？」

「本当に、自分の書きたいものに向かい合いなさい。資格だとかなんだとか、そんな変な理由を考える必要はありません。ただ自分が何を書きたいのかだけを考えてください」

「す、涼花……？」

「その上で、もう一度だけ問います。……お兄ちゃんは、妹モノを本当に書きたくないと思っているんですか？」

　その問いかけに、俺はドキリとする。

　一瞬、緊きん張ちようして言葉を吞のみ込みかけたが──……だがすぐに、俺はふっと身体からだの力を抜いてしまった。

　……今更、何をどう取り繕つくろっても仕方がない。もう隠すことなんてないし、何から何まで全部言っちまった。

　だったらもう誤ご魔ま化かす必要はない。後はただ正直に自分の気持ちを口に出して、涼花の反応を待つだけだ。たとえそれがどんなものでも、俺は覚悟を決めないといけない。

「……そうだな」

　俺はようやく、全てを受け入れるつもりでその問いに答える。

「俺は妹モノが書きたい。それこそ、初めてラノベを読んだ時からそう思ってた。……だから、やっぱり俺の作品は妹モノにするよ。初めて書くから、どうなるかはまるでわからないけどな……」

　それとお前にどう思われるかも──……と心の中で付け加えて、俺は口を閉じた。

　果たして涼花はどんな反応を見せるのか。俯いたままの涼花からは表情もなにも読み取れない。だが、たとえキモイと思われても、もう一度絶交されたとしても俺は……。

「…………」

　じっと涼花の返答を待つ。

　そして、ついに涼花は顔を上げた。そこには真っ赤になって俺を睨にらむ涼花の顔が──

　……って、

「お、お兄ちゃんは……！」

「え？　す、涼花さん……？」

「お兄ちゃんはどこまでどうしようもない人なんですか！　そんな簡単な結論に至るまでに、私にどれほどの苦労をさせたと思ってるんですか！」

「えええ!?」

　ちょっ!?　な、なんか想定外の反応なんですけど!?

　そ、それにその枕まくらは一体何をするつもりで……！

「うぷっ!?　お、おい涼花……!?　やめ……！」

「妹モノが！　書きたいなら！　最初から！　そう言えば！　よかったんじゃないですか！　それを！　こんなに！　苦労をかけて！　心配させて……！」

　いきなり枕を振ふり上げたと思ったら、それを俺目がけて振り下ろしてきた涼花。

　正直感かん触しよくはポフッポフッと全然痛いもんじゃなかったが、それ以上にこんな涼花の姿を見たのは初めてで、俺は完全に混乱する。

　その間も涼花は俺に罵ば倒とうとも説教ともつかない言葉を投げかけながら、ポフポフと何度も何度も枕を振り下ろしてきた。

　そして最後にトドメとばかりに大きく振りかぶると、

「お兄ちゃんの、……バカぁ!!」

　そう叫さけんでから、今度はふにゃふにゃとその場に崩くずれ落ちてしまった。

　その時、最後に涼花の口から「……よかった」と聞こえたように思えたのは、俺の気のせいだったのだろうか……。




　……で、

「……あ、あの、涼花さん？　よくわからないけど俺が悪かったから、そろそろ機き嫌げんを直してくださいませんでしょうか……」

　それからおよそ十分間、俺はこんな感じで涼花に声をかけ続けていた。

　その涼花は部屋の隅すみに座り、俺に背中を向けてずっと「む～……」だの「う～……」だの唸りながら一言も口をきいてくれないままだ。

　俺の妹モノに対する情けないことこの上ないスタンスを聞いて、いよいよ今度こそ愛想を尽かしたのかも──と、最初はそう考えていたが、どうも雰ふん囲い気きが違ちがうな……。

　……俺が妹モノを書きたくなかった理由を聞いた上で、それでも涼花は書くことを肯こう定ていしてくれていたように思えたけど、じゃあなんで俺はあんなに怒おこられたんだろう？

　よくわからないが、とにかく妹がこうして怒っている以上、兄としては何とかその怒いかりを鎮しずめてもらうしかないのだった。

「……もう、怒ってません」

　しかしやがて、涼花は背中を向けたままポツリとそう呟つぶやいた。

　それからおもむろに振り向くと、真っ赤な不機嫌顔で俺を睨み付け、

「そろそろ寝ねましょう」

　それだけ言って、布団の方へと歩いて行く。

　……あ、あの様子はまだ絶対不機嫌のままだよな……。

　でも、とりあえず一晩寝れば、明日の朝にはもう少し機嫌が直ってるかもしれない。

「ん……？」

　しかし、俺がそんなことを考えている間に、涼花は二つ並んだ布団の一つをなぜか部屋の隅っこへと引っ張っていく。

　……って、これはあれか!?　俺と並んで寝たくなんかないって意思表示か!?

　あ、ある意味でそれは当然な行動かもしれないけど、実際に目の前でやられると拒きよ否ひ感があからさまですげー凹へこむな……。

　俺はそんな感じで結構泣きたい気分になっていたのだが、

「あ、あれ？」

　次の瞬しゆん間かん、涼花はその布団を綺き麗れいにたたむと、残されたもう一つの方へと潜もぐり込んでしまったんですが……？

「……はっ!?　ま、まさか、俺は外にでも行けってことですか……？」

　布団を一つ使えないようにしたってのは、まさにそういうことだよな!?

　や、やっぱり今度こそ、涼花に徹てつ底てい的に嫌きらわれて汚お物ぶつのような扱あつかいを……！

「な、なにを考えてるんですかお兄ちゃんは……。バカなことを言ってないで、早く寝ますよ。もう遅おそいんですから……」

「い、いやでも、俺の分の布団はあそこに──」

「で、ですから！」

　涼花は俺の言葉を遮さえぎるように声を上げて、

「……こ、このお布ふ団とんで一いつ緒しよに寝ようって言ってるんです……！」

　いつのまにか爆ばく発はつしそうなほど顔を赤くしながら、俺を見上げてそう言った。

　……え？　一緒にって……。

　え、えええええええええええええええええええええええええっ!?

「そ、そそそそそれはどどどどどどういう!?」

「おおおおお落ち着いてください！　か、勘かん違ちがいだけはしないように！」

　い、いや、そういうお前も全然落ち着いていないけど!?

「……こ、こほん。いいですか？　これはあくまでもお兄ちゃんのためを思って言ってることで、私の願望はまったく関係ありませんから！」

「お、俺のためって何のことだよ!?」

「ほ、ほら、さっきのラノベの最後で、仲直りした兄妹きようだいが一緒に寝るシーンがあったじゃないですか！　あ、あれを再現するんです！　お兄ちゃんの長年の想おもいを昇しよう華かさせるためにも、これは必要なことです！」

　強きよう硬こうに主張する涼花に、俺はもちろん困こん惑わくする。

　……お、俺の想いを昇華させるって……。

「と、とにかく早くしてください！　わ、わた、私だって恥はずかしいんですから……！」

　そう言って涼花は、仰あお向むけになったままぷいっとそっぽを向いた。

　顔だけじゃなく首筋まで真っ赤に染まっていて、しかも身体が小刻みに震ふるえている。

　俺はこの状じよう況きようの意味不明さに戸と惑まどい、涼花と一緒の布団で寝るってことに当たり前だけどものすごく躊ちゆう躇ちよしていた。

　だけど、

「うう、ううう……」

　それと同じくらいの、いや、ともすれば俺よりも遥はるかに抵てい抗こうを感じているであろう涼花が、恥ずかしさに耐たえながら必死に我が慢まんしている。

　取材って名目で添そい寝をしたことは過去にもあるけど、これはそういうこととは関係のないガチの添い寝だ。なのに、俺のために涼花がそこまでしてくれている以上、俺がいつまでも二にの足あしを踏ふんでいる場合じゃなかった。

「…………っ」

　俺は覚悟を決めてそっと布団の中に入り、涼花に並ぶ形で仰向けになる。

　ううう、自分の心音がバクバクうるさくて眠ねむるどころじゃないぞ……！

「な、なあ涼花、なんでこんなことを……」

「お、お兄ちゃんはあのラノベの兄妹が羨うらやましかったんでしょう？　自分もあんな風に妹と仲直りしたかったんですよね!?　だ、だったら同じようにすればいいんです！」

　涼花は「わ、私達はもうケンカしてませんけど！」と言いながら、いきなり俺の腕うでに抱だきついて密着してくる。

　俺はビクッと身体を強こわ張ばらせるが、緊張しているのは涼花も同じらしく、お互たがいどうしようもないくらいガチガチだった。

「わ、私はそのために協力しますから……！　だからお兄ちゃんは、お兄ちゃんにとって本当の意味で妹と仲直りをしてください……！」

「す、涼花……」

　顔は赤いままだが、どこまでも真しん剣けんな眼まな差ざしを俺に向ける涼花。

　俺はそんな妹の姿を見ていると、ふと、こんな言葉が自然と口からこぼれた。

「……俺が妹モノを書いても、お前は本当にいいのか……？」

　すると涼花は一いつ瞬しゆんキョトンとした顔を見せた後、

「当たり前じゃないですか」

　ふわりと笑いながらそう答えた。

「書きたいと思ったものを書けばいいんです。そう私に教えてくれたのは、お兄ちゃん自身じゃないですか。お兄ちゃんが妹モノを書きたいと思ったなら、ただそれを書いてください。……わ、私も大だい歓かん迎げいですし……！」

　なぜか語ご尾びを濁にごしたかと思うと、涼花は「そ、それに！」と続けて、

「余計なことは考えないでください。お兄ちゃんが妹モノを書いたからって、私は気持ち悪いだなんて決して思いません。私が魔まがさしてラノベを書いた時に、お兄ちゃんがそんなことは思わなかったように……」

「涼花……」

「……そ、それに、お兄ちゃんの好みが私みたいな女の子で、しかも妹モノを書くとなれば、それは即すなわち私とお兄ちゃんの……！　そ、そんな最高で理想的なことを嫌いやがる理由なんて何一つないじゃないですか……！　本当にお兄ちゃんは困った人で……！」

「す、涼花？」

「ぴゃぅっ!?　と、とにかくですね！　さっきも言った通り、私はいつでも絶対にお兄ちゃんの味方ですから！　決して否定しませんから！　私のことなんて気にしないで、自分の思う道を進んで行けばいいんです！」

　ブツブツ独り言を言い出したかとおもったら、今度は頰ほおを染めてまくしたてる涼花。

　だが、その内容は俺にとってとてもありがたいもので、そんな全すべてを肯定してくれる涼花に、俺は気づけば感謝の言葉を口に出していた。

「……その、ありがとうな、涼花」

　すると涼花は「な、何を言ってるんですか」と視線を外して、

「こんなの、今までお兄ちゃんがずっと私にしてくれたのと同じことです。私はただ、それをそのままお返ししているだけです。……私はお兄ちゃんの妹なんですから、そんなの当たり前じゃないですか……」

　そんな、どこまでも優やさしいことを言ってくれたのだった。

　俺はその瞬間、スーッと身体からだから緊きん張ちようが抜ぬけていくのを感じた。

　この状況によるものじゃなく、ここ数日の──いや、あの日から何年も続いていた縛いましめが解ほどけていくような感覚……。

「俺、妹モノを書くよ……。最高に面白い妹モノを、絶対に……」

　そして気がついたら、俺は誰だれにでもなく──……もしかしたら過去の自分に向けて、そんなことを呟いていた。

「……はい」

　すると涼花は、心の底から安心したような笑えみを浮うかべると、小さなあくびを一つして目を瞑つぶった。間もなく微かすかな寝ね息いきが聞こえてきて、どうやら涼花も緊張が解けたことで眠ってしまったみたいだ。

　俺は妹の安らかな寝顔を眺ながめながら、いつの間にかその頭を優しく撫なでている自分に気がついた。それからその光景が、俺の原点となったラノベのシーンとまったく同じだということにも……。

　……ああそうか、俺はずっとこうやって、仲のいい兄妹になりたかったんだな……。

　小さな頃ころのかなうことがなかった願望が、今まさに昇華されていくのがわかった。

　俺は涼花の頭を静かに、しかしいつまでも撫で続ける。

「……えへへ、お兄ちゃん……」

　時折聞こえる涼花の寝ね言ごとを耳にしながら、俺はもう一度小さな声でお礼を言う。

　……本当にありがとう涼花……。

　そうやって穏おだやかな時間を味わいながら、いつしか俺の意識もだんだんとぼんやりしてくるのがわかった。

　俺はすっかり満たされた気持ちになりながら、ゆっくりと目をつぶる。

　そしてそのまま安らかな気持ちで眠りの世界に旅立とうと思ったのだが、

「…………」

　その時、俺は涼花の寝顔の可愛かわいさを思い出してドキドキしている自分がいることを、ハッキリと自覚していたのだった……。




　　　　▼




「……お、おはよう」
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「お、おはようございます」

　翌朝、ほぼ同時に目が覚めた俺達は、少し気まずい挨あい拶さつを交かわしながらも、どちらともなくいつも通りに振ふる舞まっていた。

　朝の支し度たくを済ませ、旅館の用意してくれた朝食をとると、とりあえず早く家に帰ろうということになった。だが俺は旅館を出る前にスマホを取り出すと、目的の番号を電話帳で検けん索さくし始める。

「お兄ちゃん？　誰に電話を？」

「榊さんにだよ」

「榊さん……、編集の方に？　どうしてですか？」

「妹モノを書くって決めただろ？　だから、早くそのことを言っておきたくってさ。急ぐ必要はないのかもしれないけど……、意思表明って感じかな」

「な、なるほど！　そ、それは素す晴ばらしいアイデアだと思います！　自分は天が裂さけ地が割れようとも必ず妹モノを書き上げると宣言するわけですね！」

　そ、そこまで世紀末なことを言うつもりはないんですが……。

　俺は一人で盛り上がっている涼花に苦く笑しようしながら、榊さんに教わっていたクレセント出版の番号に電話をかける。

　……だが、

「あれ？　誰も出ないな……」

　何度かけてもコール音が繰くり返されるだけで、一向につながる気配がない。

　……朝だから、まだ誰も来てないとかかな？

「どうしたんですか？」

　涼花に事情を説明すると「つながるまでかけてください！　そして高らかに妹モノ宣言を！」と一人で興奮していたが、俺はまた別なことを考えていた。

「なあ涼花、相談なんだけど、帰りにクレセント出版に寄ってもいいかな？　やっぱどうしても、早めに伝えたいし……」

「もちろんかまいません。善は急げと言いますし！　あ、もちろん私もついて行きますからね！」

　涼花も賛同してくれたので、俺達はそのつもりで旅館を後にした。

　昼頃ごろに東京に着くと、早さつ速そく出版社のあるビルへと向かう。

　以前も使用した階段で二階へと上り、クレセント出版の張り紙があるドアの前に立つと、俺は小さく息を吐はいてから強めにノックをした。

「……返事がありませんね」

　だが、ここでも電話の時と同じく何の反応もない。

「いや、この前もこうだったけど中で榊さんが寝てたからな。今も同じかもしれない」

「な、何ですかその会社は……」

　俺は呆あきれる涼花をおいて、さらにドアをノックし続ける。

　……やっぱ誰も出てこないな。仕方ない、またちょっと中に入って様子を──

「って、あれ!?」

　だが、俺はドアの隙すき間まから中を覗のぞいて驚きよう愕がくした。

　思わず勢いよくバンッとドアを開け放つと、

「誰も……、ってか、何にもない!?」

　以前来た時に山ほど積まれていた本や、私物で溢あふれた机などが何もかもなくなって、がらんとした空き部屋が目の前に広がっていたのだ。

「ど、どうなってるんだこれ……!?」

　俺は呆ぼう然ぜんとしながら室内を見回す。だが何度見ても、その光景は変わらなかった。

　……い、いやマジで何なんだ!?　これは一体……！

「お、お兄ちゃん！　これを見てください……！」

　その時、背後から涼花の焦あせった声が聞こえてきた。

　振り向くと、涼花がドアの外側を指さしながらしきりに手招きしていた。

　俺はどうしたんだと思いつつも、再び廊ろう下かに出てドアの前に向き直る。

　そこにはよく見ると、クレセント出版の張り紙の下にもう一枚別の張り紙があった。

　……こんなものは、この前来た時にはなかったはずだが……？

「お、お兄ちゃん、ここに書いてあることを読んでみてください……！」

「書いてあること？」

　確かに、その張り紙には小さな文字でなにやら文章が書かれていた。

　俺は顔を近づけてそれを読んでみる。……えーと、なになに？
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「……え？　倒産……？」

「はい、確かに倒産って書いてあります……」

　俺の呟つぶやきに、涼花がもまたその文面を眺めながら答える。

　そしてやってくる静せい寂じやく。

　ビルの外を走る車の音だけが、時折むなしく聞こえてくるだけ。

　……だがそんな沈ちん黙もくも長くは続かなかった。

　なぜならすぐにその場は、俺と涼花の絶ぜつ叫きようが鳴り響ひびくことになったのだから。

「「えええええええええええええええええええええええええっ!?!?!?!?」」




　……。

　…………。

　………………。

　……………………で、だ。

「……まさか、マジで倒産してるとは思わなかったな……」

　俺は自宅のリビングのソファーに腰こし掛かけながら、虚むなしく天てん井じようを見上げてそう言った。

「うう、ううう……」

　その言葉に、同じくソファーに座っていた涼花が俯うつむく。

　あの後、俺達の絶叫に驚おどろいて廊下に出てきた他ほかの会社の人から、クレセント出版倒産についての話を聞けたのだ。

　つっても簡単なことだけで、詳くわしい事情はわからなかったけどな……。

　その人が言うには、クレセント出版はここ数年ずっと資し金きん繰ぐりが悪かったらしい。

　で、どうやらここ数日でついに経営に限界が来たらしく、三日ほど前に逃にげるように事務所を引き払はらってしまったのだとか。そりゃ連れん絡らくがつかないわけだよ。

　……ああ、そういや思い返してみたら、なんかそんな気配はあったわ。

　出版社にしては妙みように小さかったし、人はいなかったし、他にも全体的な雰ふん囲い気きとかいろいろ……。涼花もどこかおかしいって言ってくれてたけど、ラノベ作家になれるって舞い上がってた俺には見えてなかった。

　……とはいえ、まさか倒産なんてオチになるなんて思ってなかったぞ……。

「……なんにせよこれで、俺の作家デビューの夢がまたしても崩くずれ去ったってわけか」

「ううううう……！」

　乾かわいた笑いの混じった俺の独り言を聞いて、涼花の唸うなり声がさらに大きくなる。

　はは……、なんかショックっていうより脱だつ力りよくって感じだよ……。ここ最近のあの騒そう動どうは一体何だったんだろうな……。なんか悔くやしがる気にもならないぜ……。

「お、お兄ちゃん……！」

「え、涼花？」

　そんなことを考えていると、突とつ如じよ涼花が立ち上がって俺の方を振り向いた。

　それが唇くちびるをキュッと嚙かみしめて、今にも泣きだしそうなのを必死に我が慢まんしているような顔だったので、俺はギョッとする。

「げ、元気を出してくださいお兄ちゃん……！　確かに今回のことは残念でしたけど、でもお兄ちゃんはきっとまた、どこかで別の賞をとってデビューできます！　ですから、こんなことで落ち込まないで、気を強く持ってください……！」

「ちょ……、涼花さん……？」

　しかも急に本気で慰なぐさめられ始めて、俺はますます焦った。

　その一方で涼花は、さらに瞳ひとみを潤うるませながら言葉を続ける。

「ゆ、夢への道は閉とざされてしまいましたが、これが全すべてじゃないですから……！　日はまた昇のぼるんです……！　わ、私はお兄ちゃんがまたきっと別の形で夢をかなえるのを信じていますから……！　だから、どうか元気を出してください……！」

　そしてまた「ううう……」と俯いてしまう涼花。

　……な、なんか俺よりも、涼花の方が今回のことでショックを受けてないか？

　俺は慌あわてて「だ、大だい丈じよう夫ぶだから！」とか「落ち込んでなんてないぞ！」とか声をかけるが、どっちが慰められているのかわからない状じよう況きようだった。

　実際不思議なことだが、今回の件で俺はそれほどショックを受けていないようだった。

　もちろん驚いたことは驚いたし、寸前で作家デビューを逃のがしたことにはガクッときたけど、でも不思議と落ち着いている自分がいるのだ。

「ほ、ほら、俺よりお前がしょげ返っててどうするんだよ……」

「うう……、でもお兄ちゃんは、こんなことになって悲しくないんですか……？」

「そりゃ残念に決まってるよ……。でも、なんつーのかな……、実はそれほど悲しいって感じじゃないんだ」

「どうしてですか……？　あと少しで夢がかなうところだったのに……。お兄ちゃんにしてみれば、騙だまされたみたいなものじゃないですか……！」

「確かにそうだけど……、でもそのおかげでわかったこともあったからさ」

「わかったこと……？」

　小さな子供のように首を傾かしげる涼花に、俺は頷うなずきながら、

「自分が何を書くべきかってことが、やっとわかったって感じで……。だから、今回の件がダメになっても、いつか自分の作品で大賞をとってデビューできるって、そんな前向きな感かん触しよくが俺の中にあるんだよ」

　そう言って、まだ涙なみだ目めな涼花の頭に手を置くと、そのまま優やさしく撫なで始める。

「だから、そんなに心配しなくても大丈夫だよ……。ありがとうな、涼花……」

　俺が感謝の気持ちを込こめて笑うと、涼花は頰ほおを染めながらボーッとした様子でしばらく俺を見上げていた。

　だがすぐにハッとした様子で我に返ると、

「そ、それならよかったですけど……！　あうう……！　じゃ、じゃあとにかくこれで、まだお兄ちゃんには私の代理人をやってもらえるということですね！」

　そんなことを言いながら、ぷいっとそっぽを向いてしまった。

　俺はその言葉に「ああ、そうだな」と笑いながら返す。

　……だが、

　その時、俺はあることに気がついてしまったんだ。

　どうして俺は、一時的にとはいえ夢が破れてしまったのに、こんなにも穏おだやかな気持ちなんだろう、と。

　そして──

　……どうして俺は、また涼花の代理人が続けられると思って、こんなにも安心しているのだろう、と……。
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「あー……、今日もあちぃ……」

　夏休みも半ばに差し掛かかったある日の昼下がり。

　俺は家の近くの道を、一人汗あせを垂らしながら歩いているところだった。

　アキバでラノベを買った帰り道なわけだが、こんな暑いなら今日はやめとくべきだったかもしれない。

「いやいや、最新の資料はいくらでも必要だからな……！」

　俺は一いつ瞬しゆんでも暑さに負けそうになった思考を振ふり払うように頭を振る。

　……そう、いいラノベを書くためには常にインプットを欠かさないことだ。それは、自分が何を書くべきかわかった後でも変わらない。いやむしろ、方向性がハッキリしたからこそ、ますますクオリティを追求しないといけないんだ。

　あれから俺は、宣言通り妹モノ作品を書き始めた。

　とはいえ、書くと決めたからいきなり本編に──といった感じではなく、ちゃんとプロットからキャラから詰つめたうえで、本当に納なつ得とくできるものを書こうと思ってるんだ。

　作業は順調とは言い難がたいが、それでも今までにはなかった不思議な高こう揚よう感かんがあった。

　……これが、本当に書きたいものを書いているってことなのかな……と思いながら、俺は夏休みの日々を過ごしてるってわけだ。

「……にしても、喉のどがカラカラだ。ちょっと何か飲むかな……」

　俺は暑さに耐たえかねて、近くにあった自じ販はん機きへと歩いて行く。

　するとそこには先客がいて、ＴシャツにＧパンというラフな格好をした女性が、今まさに麦茶のボタンを押そうとしているところだったが、

「……え？　さ、榊さかきさん!?」

　それがなんと、あのクレセント出版の榊さんで、俺は驚きよう愕がくする。

「おや？　……おお、きみは永なが見みくんじゃん。いやー、こんなところで会えるなんて奇き遇ぐうだねー。元気だった？」

　しかもあんなことがあったにも拘かかわらず、この相変わらずの適当さである。

　……ああもう、いろいろ言うことがあるはずなのに、言葉が上手うまく出てこない……！

「あ、ところで話があるんだけどねー」

　俺が口をパクパク動かしていると、榊さんは取り出し口に手を突つっ込んでから、

「間ま違ちがえてコーラのボタン押しちゃった。これ、きみが代わりに飲んでくんない？」

　さらに、そんな最高にどうでもいいことをのたまうのだった。




「いやね、実はきみに会いに来たのさ。住所を頼たよりにきみの家を探してたんだけど、ちょっと道に迷い気味だったんで、途と中ちゆうで会えてマジ運がよかったねー」

　とりあえず俺は榊さんを連れて近くの公園へと向かった。

　そこでいろいろ問い詰めようと思ったのだが、なんと先に榊さんの方からそんなことを言ってきたので、俺は「え？」と困こん惑わくする。

「そ、それはどういうことですか。俺はこの前クレセント出版に行って、そしたら倒とう産さんなんて張り紙があったから驚いたんですよ？　榊さんに連絡を取ろうにも、携けい帯たい番号は教えてもらってなかったし……」

「あー、そうだったっけ？　いやゴメンゴメン。こっちからも連絡しようと思ったんだけどいろいろあってさ。で、迷めい惑わくもかけたから直接会って謝ろうと思ってたんだ」

　榊さんはベンチに腰掛けて、麦茶をグビグビ飲みながらそう答えた。

　そして、

「……今回の件、本当に申し訳ありませんでした」

　急にその場で深々と頭を下げてきたので、俺は大いに戸と惑まどった。

「ちょ、ちょっと榊さん……」

「張り紙を見たってことでもう知ってると思うけど、その通り、クレセント出版は倒産しちゃったんだよ。もともと経営的にも火の車でさ、なんとかしようと奔ほん走そうしてたわけだけど、残念ながらダメになっちゃってね……」

　きみには本当に迷惑をかけたよ、と榊さんは続ける。

「実はラノベ大賞を作ったのも、そういったピンチを切り抜ぬけるために一発当てようと思っての企き画かくだったんだ。まあ結局間に合わなかったんだけどさ……」

「そ、そんな事情が……」

「とにかくそういうわけで、きみの作品を出すって件も、申し訳ないがおじゃんになっちゃった。完全にこっちが悪いわけだから、きみが怒おこるのは無理ないと思う。だからこうやってお詫わびに来たってわけさー」

　グビッと麦茶を飲み干すと、榊さんは俺をジッと見つめて。

「もちろん、タダで許してもらおうなんて思ってないよ。とはいえお金はないから、お詫びは私の身体からだで払はらうってことで。ま、好きにしちゃってよ。でもできれば痛いのは勘かん弁べんしてほしいかなー」

「ぶほぉっ!?　な、ななな何言ってんですか!?」

「だから、きみの怒いかりをあたしの身体にぶつけちゃってって話。ほら、あたしに差し出せるものって、これくらいしかないからさー」

「そ、そんなことできるわけないでしょっ!?　ってか榊さんも女の人なんですから、もっと自分を大切にしてくださいよ！」

　俺は咳せき込みながらそう返す。

　……な、なんつー無茶苦茶なことをいつも通りのテンションで言ってんだ……！

「きみは優しいなー。でも、こうでもしないと、きみにかけたぶんの迷惑のお詫びもできないんだけど」

「……い、いいですよ。詫びる必要なんてありませんよ。そりゃ倒産って知った時は多少ガクッとはきましたけど、それでラノベ作家になる道が閉とざされたわけでもないですし。それに……」

「うん？　それに……、なに？」

「……それに、榊さんからもらった指し摘てきとかアドバイスは無む駄だになってませんから。榊さんとの時間があったからこそ、俺は妹モノを書くって決意することができたんです」

「妹モノって……、その心境の変化の理由を聞いてもいいのかな？」

　俺は榊さんの問いかけに一瞬口をつぐんだが、やがてあの出来事を語りだした。

　もちろん涼すず花かが関係するところは伏ふせておいたが、俺は原点となった最初のラノベについて詳くわしく榊さんに説明する。もともと話しておこうと思っていたことだ。

「……つまり、その最初の一冊の影えい響きようできみはラノベ作家を目指し、妹モノを書こうと思ったってわけなの？」

「そうです。……その、あんまりカッコいい話じゃないですけど」

「そんなことないよ」

　榊さんは俺の謙けん遜そんを即そく座ざに否定しながら「ところで」と続けた。

「もう一度、そのきみに影響を与あたえたラノベのタイトルを聞いていいかな？」

「あ、はい。はちみつしすたぁって妹モノのラブコメなんですけど──」

「……作者の名前はきるりん？」

「そうです。……って、あれ？　作者名まで言ってましたっけ？」

　俺がそう訊たずねると、榊さんは「いんにゃ」と首を振った。

　そして俺は、次に榊さんの口から出た言葉に、本気で驚愕することになる。

「聞いてないけど知ってるよ。だってそのラノベって、私が昔書いたやつだもんね」

「……は？」

　俺の口から気の抜けた声が漏もれる。

　だが、やがて脳がその言葉の意味を理解すると、

「ええええええええええええええええええええええええええええええええっ!?」

　その瞬しゆん間かんに俺は思わず立ち上がって絶ぜつ叫きようしていた。

「え……っ!?　さ、榊さんが、作者……!?　な、何を言って……！」

「だからー、そのはちみつしすたぁってあたしが書いたラノベなんだって。こっちだっていきなり名前が出てきて驚おどろいてんだよ？」

　と、いつも通りの眠ねむたげな半目開きで言う榊さん。

　……いやいや、いやいやいやいやいやいや……！

「なーんか信じられないって顔だなー。でも本当なんだからしゃーない。たとえば作者名のきるりんって、あたしの本名の榊瑠る璃り子こをもじったもんだよ」

　榊瑠璃子。さかきるりこ。さか、きるり、こ……!?

「ま、マジですか……!?」

「マジマジ。いやー、まさかあたしの作品がきみにそんな影響を与えちゃうとはねー」

「で、でもなんで……!?　なんで榊さんはラノベ作家を辞やめて編集に……!?」

「売れなかったからね。その作品を出したはいいけど、評価は散々でさ。まさに鳴かず飛ばずってやつ？　だから作家の道は諦あきらめて出版社に入ったってわけ」

　平然と言ってのける榊さんだったが、俺のショックはまだ続いていた。

　……ま、マジなのか……。こ、こんな偶ぐう然ぜんがあるのか……。ま、まさか榊さんがあの作品の作者だったなんて……！

「……でも、そっか……」

　そんな感じで俺が愕がく然ぜんとしていると、ふと榊さんの声が聞こえてきた。

　俺が顔を上げると、榊さんはどこか遠い目をしていたが、やがて「よいしょ」と立ち上がり、数歩歩いてからこちらを振り返った。

「あたし、そろそろ帰るよ」

「え？」

「きみへのお詫びって目的は果たせたし、さっさと次の仕事を見つけないとおまんまも食べられなくなっちゃう」

「は、はぁ……」

「……そういう面めん倒どうなことは、今みたいないい気分の時にやっといた方がいいしね……」

「いい気分、ですか……？」

　榊さんが何を言っているのかいまいちわからず、俺は首を傾かしげる、

　その時、榊さんはふっと笑えみを浮うかべて、

「……まさか、あのボロボロにけなされた作品が、誰だれかに影響を与えてたなんてね……」

　どこかうれしそうな声こわ音ねでそう言うと、間もなく「じゃあね」と言って踵きびすを返した。

「あ、ちょ、ちょっと榊さん!?」

「永見くん」

「は、はい？」

「きみならきっと面おも白しろい妹モノラノベが書けるって信じてるよ。なにせきみを見み出いだしたそもそもの理由も、きみの書くキャラがとても可愛かわいかったからだからねー。これは年下キャラを──特に妹キャラなんかを書かせたらきっといけるって思ったのさー」

「そ、そうだったんですか……？」

「ま、きみを見出したのはそれだけじゃなく、他ほかに作品を応おう募ぼしてきた人間がほとんどいなかったからってのもあるけど」

「ええ!?」

「とにかく、いつかきみがラノベ作家になれることを、あたしも祈いのってるからさ。がんばってねー」

　振ふり向きながらそんなことを言う榊さんに、俺は面食らいながらもとりあえず「あ、ありがとうございます……？」と返す。

　すると榊さんは、

「……あたしもまた、夢を追いかけてみるかな……」

　そんな呟つぶやきを残して、今度は振り返ることなく去って行ってしまった。

　俺はしばらくの間、ぼんやりとその後ろ姿を見送っていたが、やがてベンチから立ち上がると、公園を後にして家へと帰った。

「お帰りなさいお兄ちゃん！　そ、それで妹モノ作品はまだできないんですか!?」

　玄げん関かんを開けると、最近ずっとこんな調子の涼花が、今日も勢いよく出で迎むかえてくれた。

　俺はそんな前のめりな涼花に、いつもなら多少辟へき易えきとするところだったが、今日だけはなんだか温かい気持ちになって、気づいたらこう返していた。

「……ああ、俺もがんばるよ」

　夢を追いかけるためだからな、なんて、心の中で呟きながら……。








あとがき









　こんにちは、恵え比び須す清せい司じです。「俺が好きなのは妹だけど妹じゃない」第八巻をお買い上げいただき、ありがとうございました。

　この巻では、主人公である祐ゆうに変化と転機が同時に訪おとずれています。

　前回の出来事から、なにかと妹の涼すず花かのことが気になってしまう祐。

　そんな自分の変化に戸と惑まどっている折に、なんと出版社から連れん絡らくがきます。

　前にも似たような経験で苦い思いをした祐は警けい戒かいするのですが、案の定、応おう募ぼした作品は落選。またか……と肩かたを落とす祐。

　しかし、話はそれだけでは終わりませんでした。

　なんと、見込みがあるから編集者付きで書いてみないかと意外なことを言われ、祐は涼花と一いつ緒しよに自分が書くべき物語を模も索さくし始めます。

　そして最終的に導き出した答えは──……といった感じの今回の物語でしたが、いかがだったでしょうか？

　涼花との関係、そして祐自身の夢など、大きく事態が動く中で、この兄妹きようだいの関係もまた変化していくわけですが、その過程を楽しんでいただけたなら幸いです。

　作者の私自身も、この巻は今までとはまた違ちがった転機になるだろうなと感じながら、これからのストーリーに思いを馳はせている次し第だいです。

　なので読者の皆みなさまも、またこの面めん倒どうな兄妹の物語を心待ちにしていただけるなら、こんなにうれしいことはありません。今後ともよろしくお願いいたします。




　さて、話題はガラリと変わりまして、先日ファンタジア文庫30周年の記念イベントに参加させていただきました。

　毎年開かい催さいしているファンタジア文庫の感謝祭ですが、今年は文字通り30周年の節目ということで、非常に大々的なイベントでした。

　物ぶつ販ぱんスペースには長ちよう蛇だの列れつ。発表や展示も盛りだくさんで、なんと涼花のコスプレさんまで！　その熱気や歴史の重さには圧あつ倒とうされてしまいましたね……。

　そんな中で私が何に参加したのかというと、なんとサイン会。

　もちろんそんな大それたことなど今までしたことがなく、当然のように緊きん張ちようでガチガチになってしまいましたが、本シリーズのイラストレーターであるぎん太た郎ろうさんも一緒に参加していただいたこともあって、なんとか乗り切ることができました。

　サイン会では、本シリーズのファンの方達と直接お会いすることができ、その滅めつ多たに経験することができない貴重な機会に感激しました。

　皆さまからは温かいご声せい援えんをいただき、作品に対する熱い想おもいもお聞きすることができて本当にうれしかったです。

　最近になって読み始めたという方や、一つの巻を七冊も買ったという方、店てん舗ぽ特典を揃そろえるために同じ巻を何冊も購こう入にゆうしているという方や、このシリーズで妹モノに目覚めてしまったという方、それに私の前作から読んでますという方まで。

　そんなさまざまなお声をいただいて、今後もがんばっていこうと心から思いました。

　イベントに来ていただいた方々や、イベントには行けなかったけれど作品を応おう援えんしてるという方々、そしてこんな素す晴ばらしい機会を作ってくださった関係者の皆さまに、この場で改めてお礼を申し上げたいと思います。

　本当に、ありがとうございました。

　それでは、またお会いできる機会があることを願って──
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